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改定履歴 
 
・Version 1.00  ２０００年３月１８日 制定，コンソーシアム会員内公開。 

２０００年７月  一般公開。 
・Version 1.01  ２００１年５月２３日 一般公開。 
      Version1.0の追補＆正誤反映版。 
・Version 2.00  ２００１年８月07日 コンソーシアム会員内公開。 
      Version1.0の追補＆正誤反映版。 
・Version 2.01  ２００１年１２月１９日 コンソーシアム会員内公開。 
      Version 2.00からの誤記修正 
・Version 2.10Preview ２００１年１２月２８日 コンソーシアム会員内公開。 
・Version 2.10 Draft ２００２年2月１５日 コンソーシアム会員内公開。 
  変更のある目次項目は、下記の通り。 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 3.6.7 表３．６ ・「プロトコル差異吸収処理部ステータス取得」をOptionalサー

ビスに変更。 
・「停止通知」サービスとその応答である「停止通知処理応答」

を追加。 
2 3.6.7 (3) ・「(19)停止通知サービス」を追加。 

・「(20)完全初期化要求サービス」を追加。 
・［(21)通信停止要求サービス］を追加。 
・「(22)停止要求サービスを追加。 
・「(5)リセット要求サービス」の名称を「(5)起動要求サービス」

に変更。 
・各サービスに対し、説明文を追加。 

3 3.6.2 ・タイプ4の名称を「RS232C/UARTタイプインタフェース」

に変更。 
4 3.6.3 (1)(2)(4) ・タイプ4に、オープンコレクタタイプの規定を追加。 
5 3.6.4 (1) ・タイプ4に、オープンコレクタタイプの規定を追加。 
6 3.6.4 (4) ・タイプ 4 の論理を「RS232C レベル」「オープンコレクタ」

に分けて記載。 
7 3.6.4 (5) ・タイプ 4 の信号レベルを「RS232C レベル」「オープンコレ

クタ」に分けて記載。 
8 3.6.5 (1) ・タイプ4のＲＴＳ／ＣＴＳ制御方式に注を追記。 
9 3.6.3 (5) ・タイプ４(オープンコレクタ)のコネクタ形状を記載。 
10 3.6.6 ・タイプ４のアダプタ通信インタフェース参考回路を記載。 
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・Version 2.10  ２００２年３月７日 コンソーシアム会員内公開。 
   変更のある目次項目は、下記の通り。 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 3.6.8 ・「(5)リセット要求サービス」を「(5)ウォームスタート要求サー

ビス」に名称変更。 
・「(19)停止通知サービス」を追加。 
・「(20)完全初期化要求サービス」を追加。 
・［(21)通信停止要求サービス］を追加。 
・「(22)停止要求サービスを追加。 
・各サービスに対し、説明文を追加。 

2 3.6.7 ・下位通信ソフトウェアＩＤに関する説明を追加。 
3 3.6.7 ・下位通信ソフトウェア搭載情報要求サービスの搭載ソフトウェ

アの数を0x01に固定。 
4 3.6.8 ・アダプタ通信インタフェースサービスの説明を 3.6.8 項とし

て独立。 
 
・Version 2.11  ２００２年4月26日 コンソーシアム会員内公開 
   変更のある目次項目は、下記の通り。 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 3.6.2 ・タイプ4の名称を「RS232C/UARTインタフェース」に変更。

2 3.6.5 ・サービス要求の衝突が起きた場合の説明文を追加。 
3 3.6.7 (1) アダプタベンダ規定サービスの説明文を追加。 
4 3.6.7 (1)図3.25 ・b0:衝突検出ビットの論理0優先を削除。 
5 3.6.7 (2) 規定サービスコードの範囲、種類数の誤記を修正。 
6 3.6.7 (2) 「搭載必須のサービスとする。」の文に、「サービス受信時の処

理搭載必須」の説明を追加。 
7 3.6.7 (2) ・サービスコード0x11から0x14に関する記述を修正。for future 

reservedの記述を修正。 
8 3.6.8 (1) ・（注）device_numの固定値の誤記を修正。 
9 3.6.8 (2) コールドスタートの表記をコールドスタート(2)に修正。 
10 3.6.8 (5) ・サービス依頼のフレームに SD(1)～SD(5)の説明を追加。SC

の値の誤記を修正。 
11 3.6.8 (9) ・SD(3)、SD(5)、SD(9)のLFの値の誤記を修正。 
12 3.6.8 (19) ・サービス依頼のフレームからSD(1)を削除。 
13 3.6.8 (20) ・コールドスタートの表記をコールドスタート(1)に修正。 
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・Version 3.00Draft ２００２年６月１２日 コンソーシアム会員内公開 
  変更のある目次項目は、下記の通り。 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 3.6.7 表３．７ 下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータ組数要求、下位

通信ソフトウェアアドレステーブルデータ組要求、マスタールー

タ通知、ハードウェアアドレス要求の４つのサービスとそれぞ

れの処理応答のサービスコードを追記。 
2 3.6.8(23) 下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータ組数要求サービ

スを追加。 
3 3.6.8(24) 下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータ組要求サービス

を追加。 
4 3.6.8(25) マスタルータ通知サービスを追加 
5 3.6.8(26) ハードウェアアドレス要求サービスを追加 

 
・Version 3.00  ２００２年８月２９日 コンソーシアム会員内公開 
  変更のある目次項目は、下記の通り。 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 3.6.8(9) SD(3)LF、SD(5)LF、SD(9)LFを修正。 
2 3.6.8(19) 処理結果のSHDを修正。 

 
・Version 3.10Draft ２００２年１１月８日 コンソーシアム会員内公開 
  変更のある目次項目は、下記の通り。 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 1.1 ECHONET MACアドレスサーバに関する記述を追加。 
2 1.6 ECHONET MACアドレスサーバに関する節を追加。 
3 第7章 ECHONET MACアドレスサーバに関する章を追加。 

 
・Version3.10  ２００２年１２月１８日 コンソーシアム会員内公開。 
・Version3.11  ２００３年３月７日 コンソーシアム会員内公開。 
・Version3.12  ２００３年５月２３日 コンソーシアム会員内公開。 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 3.6.5 タイトル記載修正。 
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・Version 3.20Draft ２００３年10月17日 コンソーシアム会員内公開。 
   変更のある目次項目は、下記の通り。 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 1.7 NetIDサーバの通信装置仕様の概要追加 
2 3.6.8 (4),(5),(9),(24),(25)誤記修正 

(23),(24)説明文修正 
(27),(28,(29)を追加 

3 ８章 「NetIDサーバ」を追加 
4 3.6.7 下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータ組要求サービス

及び、アダプタベンダ規定サービス時のSDの最大サイズ変更

5 第８章 ECHONETミドルウェアアダプタ仕様を追加 
 

・Version 3.20  ２００４年 １月 ８日 コンソーシアム会員内公開 
   変更のある目次項目は、下記の通り。 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 ８章 「ECHONETミドルウェアアダプタ」を修正 
2 ９章 「NetIDサーバ」を追加 
3 3.6.5 図３．１８

（ａ） 
データフィールド → データ部 

4 3.6.5 図３．１８

（ａ） 
データフィールド → データ部 

5 3.6.8 SDの未使用領域を for future reservedとした。 
6 3.6.8 （2） 送信バッファサイズ、受信バッファサイズ、送信電文最長保持

時間、受信電文最長保持時間に説明追加。 
7 3.6.8 （20） 送信バッファサイズ、受信バッファサイズ、送信電文最長保持

時間、受信電文最長保持時間に説明追加。 
8 3.6.8 （27）、（28） 内容修正 

 

・Version 3.21  ２００４年 5月 26日 コンソーシアム会員内公開 
   変更のある目次項目は、下記の通り。 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 2.3.2 表示手段の併用に関する内容を追加 
2 3.3.2 表示手段の併用に関する内容を追加 
3 5.3 見出し「5.2.1 機械・物理特性」を「5.3 機械・物理特性」に

変更 
4 5.3.1 見出し「(1)表示部」を「5.3.1 表示部」に変更 

表示手段の併用に関する内容を追加 
5 5.4 見出し「5.2.2 電気特性」を「5.4 電気特性」に変更 
6 5.5 見出し「5.2.3 論理特性」を「5.5 論理特性」に変更 
7 7.3.1.1 「表示部」を「7.3.1.1 表示部」に変更 

表示手段の併用に関する内容を追加 
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8 8.1.1 図８．３ 「方式」→「タイプ」 
 8.3.2  表示手段の併用に関する内容を追加 
9 8.7.2  「b3～b７：for future reserved（０固定）」 

→「b2～b７：for future reserved（０固定）」 
・「方式」→「タイプ」 

10 8.7.5 内容修正 
11 8.8 「８．８ オブジェクト生成タイプ」→「８．８ オブジェクト

生成タイプ用通信プロトコル」 
オブジェクトクラス追加に関する内容を追加 

12 8.8.1 表８．９ 「アダプタ初期化モード」の「コマンド番号コード（ＣＮ）」

に関する値を修正 
13 8.8.2 内容追加 
14 8.8.2.1 ～ 8.8.2.2 内容修正 
15 8.8.2.5 「８.８.２.５ 状変アナウンスとアダプタ内部サービス」追加 
 8.8.3 内容修正 
16 8.8.3 図８．２０ 内容修正 
17 8.8.3.1 ～ 8.8.3.3 内容修正 
18 8.8.4.1 ～ 8.8.4.5 内容修正 
19 8.8.5.1 ～ 8.8.5.2 内容修正 
20 8.8.6 「方式」→「タイプ」 

内容修正 
 

・Version 3.30  ２００４年１２月 ２日 コンソーシアム会員内公開 
   変更のある目次項目は、下記の通り。 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 3.1 図3.2に9:IEEE802.11/11bを追加 
2 3.6.8 device_idに0x91～0x9F IEEE802.11/11を追加 
3 7.3 MACアドレスサーバに IEEE802.11/11bを追加 
4 7.3.1 機械・物理特性に IEEE802.11/11bを追加 
5 7.8.8 オブジェクト生成タイプインタフェース 

コマンド追加 
「オブジェクト指定機器問合せ要求／応答」 
「機器状態アクセス一括要求／応答」 
「機器状態アクセス一括ＵＰ要求／応答」 
「機器状態通知一括要求／応答」 
「オブジェクトアクセス一括要求／応答」 

6 7.8 誤記修正 
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・Version 3.40 Draft ２００４年１２月２８日 コンソーシアム会員内公開 
   変更のある目次項目は、下記の通り。 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 8.6.2 ECHONET ミドルウェアアダプタ通信インタフェース機械・

物理特性の（４）コネクタ形状にミドルウエアアダプタ９P コ

ネクタを追加。 
（５）コネクタと信号の対応にミドルウエアアダプタ９P コネ

クタの記述と図８．８（ｂ）を追加。 
2 3.1 ・図3.2に電灯線ｃ方式、電灯線ｄ方式追加 
3 8.8.4.2 ・FD(1)下位通信ソフトウェア ID  

 0x11～0x1F 電灯線 を  
0x11～0x1F 電灯線a,d方式 に変更。 
 0xA1    電灯線c方式を追加  

4 3.6.8 アダプタインターフェースの、 
0x11～0x1F 電灯線 を  
0x11～0x1F 電灯線a,d方式 に変更。 
0xA1    電灯線c方式を追加 

 

・Version 3.40   ２００５年 2月 3日 コンソーシアム会員内公開 
   変更のある目次項目は、下記の通り。 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 8.8.3.5、8.8.5.3 ECHONET ミドルウェアアダプタ通信インタフェース 通常

動作状態及びシーケンスに説明文を追加。 
 

・Version 3.41   ２００５年 ５月１１日 コンソーシアム会員内公開 
   変更のある目次項目は、下記の通り。 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 8.6.2 ミドルウエアアダプタ９P コネクタ形状において、不必要な寸

法精度の見直し（図８．７） 
 

・Version 3.2   ２００５年１０月１３日 一般公開。 

・Version 3.42   ２００５年１０月２７日 コンソーシアム会員内公開。 
・Version 3.50 Draft   ２００６年 ８月 ３日 コンソーシアム会員内公開。 
・Version 3.50    ２００６年 ９月２０日 コンソーシアム会員内公開。 
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・Version 3.51 Draft       ２００７年 ２月 ２日 コンソーシアム会員内公開。 
   変更のある目次項目は、下記の通り。 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 8.6.2 推奨仕様であるMA9コネクタ仕様の変更 

MA9コネクタを給電クラス１専用とし、さらにMA9Bコネク

タ仕様を追加。 
2 8.6.4 （４）に「フィールド構成」を追加し、仕様の明確化を行った。

以降、（５）～（１０）は項目番号を順に繰り延べた 
3 
 

8.7.2 応答コマンドのFD(2)における機種コードの1バイト目は、「ク

ラス分類」→「クラスグループ」に修正。 
ECHONET の定義におけるクラスグループのコードを使用す

ることを明確化した 
4 8.8.4.1 要求コマンドのFD(2)の説明を明確化。 
5 
 

8.8.4.4 (1) 要求コマンドにおけるLengthの説明の修正。 
状態参照と状態変更の名称が逆になっていた。 

6 8.8.4.4 (3) 要求コマンドにおけるFD(0)のLengthの説明内の誤りを修正。

0x01→0x03 
7 8.9 

8.9.1 
8.9.2 
8.9.3 

「Peer to Peerタイプ用通信プロトコル」へのプログラムダウ

ンロード方式の追加 
 
 

8 8.10 「Peer to Peer タイプのプログラムダウンロード形態における

インタプリタ方式プログラム実行環境仕様（推奨）」を追加 
9 付録２ 「インタプリタ方式サンプルプログラム」を追加 

 

・Version 3.60  ２００７年 ３月 ５日 コンソーシアム会員内公開。 
   変更のある目次項目は、下記の通り。 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 8.10.1 図８．３４ 適用範囲 

図下部の誤記訂正（図の説明内、表記が逆） 
 ECHNOETミドルウェアアダプタ側 
  ←→ECHONETレディ機器側 

2 8.10.2.1 脱字訂正 ３行目 
オブジェクトの概念インタプリタ 
 →オブジェクトの概念をインタプリタ 

 

・Version 3.60  ２００７年１２月１１日 一般公開。 
・Version 4.00 Draft ２０１１年 ４月 ７日 コンソーシアム会員内公開。 
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・Version 4.00  ２０１１年 ６月３０日 コンソーシアム会員内公開。 
   変更のある目次項目は、下記の通り。 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 3.6.8 device_id(下位通信ソフトウェア)に「0xB1 IPv6/Ethernet」と

「0xB2 IPv6/6LoW PAN」を追加。 
2 7.3 見出しを「IPv4用および IPv6用ECHONET MACアドレス

サーバ」に変更し、文言を修正。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ エコーネットコンソーシアムが発行している規格類は、工業所有権(特許,実用新案など)に
関する抵触の有無に関係なく制定されています。 
エコーネットコンソーシアムは、この規格類の内容に関する工業所有権に対して、一切の
責任を負いません。 

・ 本規格発行者は有償・無償を問わず、いかなる第三者に対してもJAVA、IrDA、Bluetooth®、
HBSのライセンスを許諾する権限や免責を与える権限を有していません。JAVA、IrDA、
Bluetooth®、HBS を使用する場合、当該使用者は自己の責任と判断に基づき、上記規格
について使用許可を得るなどの措置が必要です。 

・ この書面の使用による、いかなる損害も責任を負うものではありません。 
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第１章 ECHONET通信装置仕様概要 

１．１ 基本的考え方 

 第７部では、ECHONETノード、ECHONET機器アダプタ、ECHONETゲートウェ

イ、ECHONETルータ、ECHONET MACアドレスサーバ、ECHONETミドルウェア

アダプタの通信装置としての仕様について規定する。また、ECHONET 機器アダプタ、

ECHONET ミドルウェアアダプタと ECHONET 機器のインタフェースの詳細や機能分

担を合わせて規定する。 
 

１．２ ECHONETノードの通信装置仕様の概要 

 ECHONETノードは、ECHONETネットワークを介して直接情報の交換が可能な通信

端末の総称であり、１通信端末を機能の区別をせずに示す際に用いるものである。

ECHONETノードとしての要件を以下に示す。 
・ECHONET下位通信ソフトウェア 
・ECHONET通信ミドルウェア 

 

１．３ ECHONET機器アダプタの通信装置仕様の概要 

 ECHONET 機器アダプタは、単独では ECHONET ノードとなり得ない機器に、

ECHONETノードとしての機能を付加するものである。本規格においては、ECHONET
下位通信ソフトウェア、プロトコル差異吸収処理部を持たない機器を、ECHONET ネッ

トワークに接続するためのアダプタをECHONET機器アダプタとして規定する。したがっ

て、ECHONET機器アダプタは下記の要件を備える。 
・1つのECHONET下位通信ソフトウェア 
・プロトコル差異吸収処理部 
・アダプタ通信ソフトウェア 

アダプタ通信ソフトウェアは、ECHONET機器アダプタと機器（フレックスECHONET
機器）の間の通信を行うもので、その仕様に関しては第３章にて述べる。 
 

１．４ ECHONETゲートウェイの通信装置仕様の概要 

 ECHONET ドメインを外部のネットワークに接続する機能を有する ECHONET ノー

ド、言い換えると「サービスミドルウェアとしてゲートウェイ基本部の必須機能を持つ

ECHONETノード」がECHONETゲートウェイである。 
 ただし、ゲートウェイ機能を備える専用のECHONET ノードである必要はなく、他の

機能を兼ねるものであってよい。ECHONET ゲートウェイを通信装置としてみた場合、

ECHONETノードと変わるところはなく、したがって、ECHONETゲートウェイの通信

装置としての仕様については特に規定しない。 
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１．５ ECHONETルータの通信装置仕様の概要 

 ECHONETルータは、ECHONET下位通信ソフトウェアがＭＡＣアドレスの一意性を

保証する範囲として管理される個々のサブネットを、ECHONET 通信ミドルウェアプロ

トコルによって、シームレスに接続し、また電文のルーティング処理を行う ECHONET
ノードである。ECHONET ルータも ECHONET ゲートウェイと同様、このための専用

のECHONETノードである必要はなく、他の機能を兼ねるものであってよい。 
 ECHONETルータを通信装置としてみた場合、必要とされる要件は、ECHONET下位

通信ソフトウェアの種類によって異なったものとなる。 
 電灯線、小電力無線、拡張ＨＢＳ、LonTalk®の場合はECHONETノードと変わるとこ

ろはなく、したがって、通信装置としての仕様については特に規定せず、ECHONETルー

タとしての機能要件について第５章で説明する。 
 ECHONET下位通信ソフトウェアとして IrDA Controlを考える場合は、ルーティング

のため IrDA Control固有の機能要件が必要となる。固有の機能要件を第６章に示す。 
 

１．６ ECHONET MACアドレスサーバの通信装置仕様の概要 

ECHONET MACアドレスサーバは、それが属するECHONETサブネット内のノー

ドの MAC アドレスを、クライアント・サーバ方式にて集中管理する通信端末の総称で

ある。その管理方式は、第３部に規定されている伝送メディアごとに個別に定義されて

いる。なお、ECHONET MAC アドレスサーバは ECHONET ノードある必要はない

（ECHONET通信ミドルウェアの搭載を必須とはしない）。 
 

 

１．７ NetIDサーバの通信装置仕様の概要 

NetIDサーバは、各サブネットに固有のNetIDを配信するECHONETノードである。

NetID サーバも、ECHONET ルータやECHONET ゲートウェイと同様、このための専

用のECHONETノードである必要はなく、他の機能を兼ねるものであってよい。 
 
 

１．８ ECHONETミドルウェアアダプタの通信装置仕様の概要 

 

ECHONETミドルウェアアダプタは、単独ではECHONETノードとなり得ない機器に、 
ECHONETノードとしての機能を付加するものである。 
本規格においては、ECHONET通信処理部、ECHONET下位通信ソフトウェア、プロ

トコル差異吸収処理部を持たない機器を ECHONET ネットワークに接続するためのア

ダプタをECHONETミドルウェアアダプタとして規定する。したがって、ECHONET
ミドルウェアアダプタは下記の要件を備える。 
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・ECHONET通信処理部 
・ECHONET下位通信ソフトウェア 
・プロトコル差異吸収処理部 
・ECHONETミドルウェアアダプタ通信ソフトウェア 

ECHONETミドルウェアアダプタ通信ソフトウェアは、ECHONETミドルウェアアダプ

タと機器（ECHONET レディ機器）の間の通信を行うもので、その仕様に関しては第８

章にて述べる。 
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第２章 ECHONETノード 

２．１ 基本的な考え方 

 ECHONETネットワークを介して直接情報の交換が可能な通信端末として、ECHONET
ノードを規定する。機器が ECHONET の端末として認識されるには、ECHONET ノー

ドであることが必要不可欠である。よって、フル ECHONET 機器、ECHONET ゲート

ウェイ、ECHONETルータはECHONETノードである。 
 

２．２ 機能定義 

 ECHONETノードとして、必須となる機能を以下に示す。 
 
（１）他のECHONETノードと自己を区別する機能 
 同一ドメイン内において、他のECHONETノードと区別され、ECHONETネットワー

ク上で特定されるための機能。このため、NetIDにより所属するサブネットの特定と、NodeID
による属するサブネット内での特定が可能でなければならない。 
 
（２）伝送メディアとの入出力機能 
 伝送メディアとの間で電文を入出力するための機能である。このため、ECHONET 下

位通信ソフトウェアを扱うことができる１つ以上のトランシーバが機能として必要となる。 
 
（３）電文処理機能、 
 各ECHONET 通信レイヤにおける電文の組み立て、分解処理と、レイヤ間の電文入出

力処理を行う機能である。 
 
 また、ECHONETノードのオプショナルな機能を以下に示す。 
 
（４）NetIDサーバ機能 
 ECHONET ネットワークを複数のサブネットにより構成する場合、いずれか 1 つの

ECHONETノードが各サブネットにNetIDを割り当て、このNetIDをECHONETルー

タに配信する機能である。 
 
 このような処理を実現するために、ECHONET ノードは以下の２つを備えることが必

要な要件となる。 
・ECHONET下位通信ソフトウェア 
・ECHONET通信ミドルウェア 

これを図２．１に示す。図中において、網掛けの部分が必要な要件である。 
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２．３ 機械・物理特性 

伝送メディアとの接続仕様に関しては、ECHONET ノードが対応する下位通信プロトコ

ルに応じて、第３部に規定されたものに従う。ここでは、それ以外のECHONET ノード

としての機械・物理特性に関して規定する。 
 

２．３．１ 形状 

 形状に関しては、有線系の伝送メディアとの接続部以外に特に規定は設けない。伝送メ

ディアとの接続部の形状に関しては、使用するECHONET 下位通信ソフトウェアにおけ

る規定に従うものとする。 

下位通信ソフトウェア
 

通信ミドルウェア

機器 
オブジェクト 

サービス
オブジェクト 

プロトコル差異吸収処理部

ＥＣＨＯＮＥＴ通信処理部

共通下位通信インタフェース 

基本ＡＰＩ

下位通信ソフトウェア

サービス 
ミドルウェア 

アプリケーションソフトウェア
サービス
ＡＰＩ

基本ＡＰＩ 

個別下位通信インタフェース 

図２．１ ECHONETノードの必要要件
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２．３．２ 表示部 

 ECHONETノードの通信装置としての動作状態を表示するためにLEDを具備する場合

は、少なくとも下記仕様を満足しなければならない。ここにおいて規定されていない手段

による表示方法に関しては、製品の独自規定とする。 
 
・LEDの数  

１個（運転状態提示用） 
・LEDの色 

緑 
・状態の表示方法 

通常動作時 ：点灯 
イニシャル処理時 ：点滅（長周期） 
異常時 ：点滅（短周期） 
非動作時 ：消灯 

※長周期・・・約2sec点灯、約0.5sec消灯の繰り返し 
※短周期・・・約0.5sec点灯、約0.5sec消灯の繰り返し 

 
  注）イニシャル処理とは、コールドスタート（完全リセットスタート）、およびウォー 
    ムスタート（既に獲得したアドレスや、初期設定情報は保持したまま、ハードウェ 
    ア的なリセット処理を行うスタート）のことである。イニシャル処理時状態は、 

初期設定処理状態、起動待機状態、一時停止状態を含む。 
 
なお、ECHONET ノードが対応する下位通信プロトコルに応じて、第３部に規定され

た表示手段を併用してもよい。 
 

２．４ NetIDサーバ機能 

 NetID サーバ機能は、複数のサブネットを構成する場合、ドメイン内に唯一つ存在す

る。NetID サーバ機能を持つECHONET ノードは、第2 部「５．４．１親ルータ立ち

上げ時の基本シーケンス」を起動するか、否かの設定を行うスイッチを設けなくてはな

らない。ただし、これは必ずしも機械的なスイッチである必要はなく、キーボードから

の指示、画面上でのアイコンのクリック等その方法については特に規定しない。 
 

２．５ ECHONETノードとサブネット 

 ECHONET ノードは、１つのサブネットにのみ属することが可能である。すなわち、

１つのECHONET ノードが持つことができるECHONET アドレスは、唯一つとなる。

したがって、ECHONET ルータは２つ以上の ECHONET ノードから構成されることに

なる。 
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２．６ ECHONETノードとドメイン 

 ECHONET ノードは、複数のドメインにまたがって属することはできない。したがっ

て、２つのドメインを接続するECHONET ゲートウェイは、２つのECHONET ノード

をもつ機器として定義される（図２．２）。 
 

 

２．７ 接続数における制限 

 ECHONET ノードを、サブネットに次ぐ第２レベルのアドレス指定階層としてみた場

合、以下の制限がある。 
・１つのサブネット内に存在できるECHONET ノード数は、最大で２５６個で

ある。 
したがって、１つのドメイン内に存在可能なECHONETノードの最大値は、 

ｎ×ｍ 
ｎ：１ドメイン内に存在するサブネットの最大数       ２５５ 
ｍ：１サブネット内に存在するECHONETノードの最大数  ２５６ 

で示される。 
２５５×２５６＝６５，２８０ 

となる。ただし、この数値はあくまで論理的に可能な最大値であり、ECHONET 下位通

信ソフトウェアの制限等によって少なくなることがある。 
 
 

ECHONETゲートウェイ 

ECHONET
ノード１ 

ECHONET
ノード２ 

ゲートウェイアプリケーション 
ソフトウェア 

ドメイン１ ドメイン２ 

図２．２ ECHONETゲートウェイとノードの関係 
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第３章 ECHONET機器アダプタ 

３．１ 基本的な考え方 

 ECHONET において、機器に ECHONET ノードとしての機能を持たせる方法として

は、２通りが考えられる。 
 

（１）機器自体にECHONETノードとしての要件を収容する。 
（２）ECHONET ノードとしての機能を持っていない機器に、アダプタを付加する

ことにより、ECHONETノードとしての要件を満足させる。 
 
また、アダプタと機器のインタフェースの方法により、（２）はさらに２通りの方法に分け

られる。 
 

（２－１）ECHONET 規格として規定されたインタフェースを持つアダプタを使用

する。 
（２－２）ECHONET 規格に規定されていない独自のインタフェースを持つアダプ

タを使用する。 
 
 ECHONET 規格においては、（２－１）のようなアダプタの中で、特に ECHONET
下位通信ソフトウェア、プロトコル差異吸収処理部を持たない機器を、ECHONETネッ

トワークに接続するためのアダプタをECHONET機器アダプタとして規定する。なお、

１つの ECHONET 機器アダプタに搭載される ECHONET 下位通信ソフトウェアは 1
つのみとする。 
 ECHONET機器アダプタは、図３．１に示すように、ECHONET下位通信ソフトウェ

ア、プロトコル差異吸収処理部を持たない機器（フレックス ECHONET 機器）を、

ECHONETネットワークに接続するためのアダプタである。 
 機器と ECHONET 機器アダプタを接続するインタフェースの仕様は、低速系（タイ

プ１；600bps）と高速系（タイプ２、タイプ３、タイプ４；9600bps）の４種類を規定

する。さらに、ECHONET機器アダプタが対応するECHONET下位通信ソフトウェア

によって区別がなされる。したがって、ECHONET機器アダプタを、対応するECHONET
下位通信ソフトウェア、伝送速度によって図３．２のように示し、これを ECHONET
機器アダプタに表記することを規定する。例を下記に示す。 

 
（例１）タイプ２インタフェースで、ECHONET下位通信ソフトウェアが 
    LonTalk®対応の場合     EAT６－２ 

 
 （例2）タイプ４インタフェースで、ECHONET下位通信ソフトウェアが 
        拡張ＨＢＳの場合      EAT４－４ 
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ＥＣＨＯＮＥＴネットワーク 

機器
オブジェクト 

サービス 
オブジェクト 

ECHONET通信処理部

基本ＡＰＩ

アプリケーションソフトウェア 

ＥＣＨＯＮＥＴ 
機器アダプタ 

フレックスＥＣＨＯＮＥＴ機器 

ＥＣＨＯＮＥＴアダプタ通信インタフェース 

図３．１ ECHONET機器アダプタとフレックスECHONET機器 

サービス
ＡＰＩ 

基本ＡＰＩ

  伝送速度  1：タイプ１（600 bps） 
        2：タイプ２（9600bps） 
        3：タイプ３（9600bps） 
        4：タイプ４（9600bps） 
 
対応する下位通信ソフトウェア、あるいは媒体を示すコード

EAT＊－＊ 

１：電灯線a方式、d方式
３：小電力無線 
４：拡張HBS 
５：IrDA 
６：LonTalk® 

７：Bluetooth(R) 
８：Ethernet 
９：IEEE802.11,11b 
10：電灯線c方式 
11：IPv6/Ethernet 
12：IPv6/6LoWPAN 

図３．２ ECHONET機器アダプタのタイプ表示 
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３．２ 機能定義 

 ECHONET機器アダプタとして、必要な機能を以下のように規定する。 
 
（１）伝送メディアとの入出力機能 
 第３部に規定されている下位通信プロトコル仕様にしたがって、伝送メディアとの間で

電文を入出力するための機能。本機能は、ECHONET下位通信ソフトウェアが実行する。

すなわち、ECHONET 下位通信プロトコルを扱うことができる１つのトランシーバが機

能として必要となる。 
 
（２）プロトコル差異吸収機能 
 第2部の「第7章 プロトコル差異吸収処理部処理仕様」に規定されている処理を行う

ための機能で、ECHONET 下位通信ソフトウェアと ECHONET 通信処理部プロトコル

相互の変換を行う。本機能は、プロトコル差異吸収処理部が実行する。 
 
（３）アダプタ通信インタフェース機能、 
 本章の「３．６ アダプタ通信ソフトウェア」に規定される機能であり、プロトコル差

異吸収処理部から共通下位通信インタフェースを介して入力するECHONET 通信処理部

プロトコルをアダプタ通信インタフェースプロトコルに変換して出力する機能と、入力し

たアダプタ通信インタフェースプロトコルをECHONET 通信処理部プロトコルに変換し

て共通下位通信インタフェースに出力する機能とから構成される。本機能は、アダプタ通

信ソフトウェアが処理する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３．３ ECHONET機器アダプタの機能

フレックスＥＣＨＯＮＥＴ機器

ＥＣＨＯＮＥＴネットワーク 

ＥＣＨＯＮＥＴ機器アダプタ

機器 
オブジェクト 

サービス
オブジェクト

ＥＣＨＯＮＥＴ通信処理部

 

アプリケーションソフトウェア

アダプタ通信ソフトウェア 

共通下位通信インタフェース

アダプタ通信インタフェース

基本ＡＰＩ基本ＡＰＩ 

サービスＡＰＩ

プロトコル差異吸収処理部 
（プロトコル差異吸収機能） 
 

 
 

アダプタ通信ソフトウェア 
(アダプタ通信インタフェース機能)

アダプタ通信インタフェース

下位通信ソフトウェア 
（伝送媒体との入出力機能） 

個別下位通信インタフェース 

共通下位通信インタフェース 
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３．３ 機械・物理特性 

 伝送メディアとの接続仕様に関しては、ECHONET 機器アダプタが対応する個々の

ECHONET 下位通信ソフトウェアに応じて、第３部に規定されたものに従う。また、

ECHONET 機器との接続仕様に関しては、第６節において規定する。ここでは、それ以

外のECHONET機器アダプタとしての機械・物理特性に関して規定する。 
 

３．３．１ 形状 

 形状に関しては、アダプタ通信インタフェースによるECHONET機器との接続部以外、

特に規定は設けない。伝送メディアとの接続部の形状に関しては、使用する各ECHONET
下位通信ソフトウェアにおける規定に従うものとする。 
 

３．３．２ 表示部 

 ECHONET機器アダプタの動作状態を表示するためにLEDを具備する場合は、少なく

とも下記仕様を満足することを規定する。なお、ここで規定されていない手段による表示

方法に関しては、個々の製品の独自規定とする。 
 

・LEDの数  
１個（運転状態提示用） 

・LEDの色 
緑 

・状態の表示方法 
通常動作時 ：点灯 
イニシャル処理時 ：点滅（長周期） 
異常時 ：点滅（短周期） 
非動作時 ：消灯 

※長周期・・・約2sec点灯、約0.5sec消灯の繰り返し 
※短周期・・・約0.5sec点灯、約0.5sec消灯の繰り返し 

 
  注）イニシャル処理とは、コールドスタート（完全リセットスタート）、およびウォー 
    ムスタート（既に獲得したアドレスや、初期設定情報は保持したまま、ハードウェ 
    ア的なリセット処理を行うスタート）のことである。 
 
なお、ECHONET 機器アダプタが対応する下位通信プロトコルに応じて、第３部に規

定された表示手段を併用してもよい。 
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３．４ 電気特性 

 伝送メディアとの接続仕様に関しては、ECHONET 機器アダプタが対応する個々の

ECHONET 下位通信ソフトウェアに応じて、第３部に規定されたものに従う。また、

ECHONET機器との接続仕様に関しては、第６節に規定する。 
 

３．５ 論理条件 

 アダプタ通信ソフトウェアの論理条件については、第６節において規定する。ECHONET
下位通信ソフトウェア、プロトコル差異吸収処理部に関する論理条件については、それぞ

れ第３部、第２部を参照願いたい。 
 

３．６ アダプタ通信ソフトウェア 

 アダプタ通信ソフトウェアとは、以下のようなソフトウェアである。 
①ECHONET機器アダプタ、およびフレックスECHONET機器上で動作する。 
②ECHONET 機器アダプタ、フレックス ECHONET 機器において、共通下位通

信インタフェースの実現方法が異なる場合（例えば異なる仕様のAPIであるなど）

でも、その差異を吸収する。 
また、アダプタ通信ソフトウェアは、上記変換の中間段階であるアダプタ通信ソフトウェ

アプロトコルを扱う。ここでは、アダプタ通信インタフェース、アダプタ通信ソフトウェ

アプロトコル、およびその扱いについて規定する。 
 

３．６．１ アダプタ通信ソフトウェアの概要 

 アダプタ通信ソフトウェアによるECHONET機器アダプタと機器との間のやり取りを、

図３．４に示す。また、共通下位通信インタフェースサービス、アダプタ通信ソフトウェ

アプロトコル、アダプタ通信インタフェースプロトコルの関係を図３．５に規定する。な

お、サービスは共通下位通信インタフェースサービスとして本規格において規定されるも

の以外に、アダプタベンダが独自に規定するサービスも扱い可能とする。このような、異

なるサービスの区別は、サービスヘッダ（ＳＨＤ）によって行う。 
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Ｂ

Ａ：アダプタ通信インタフェースプロトコル 
Ｂ：アダプタソフトウェアプロトコル 
Ｃ：共通下位通信インタフェースサービス 

図３．４ ECHONET機器アダプタと機器とのやりとり 

フレックスＥＣＨＯＮＥＴ機器

ＥＣＨＯＮＥＴネットワーク 

ＥＣＨＯＮＥＴ機器アダプタ

機器 
オブジェクト 

サービス
オブジェクト

ＥＣＨＯＮＥＴ通信処理部

 

アプリケーションソフトウェア

アダプタ通信ソフトウェア 

共通下位通信インタフェース

アダプタ通信インタフェース

基本ＡＰＩ基本ＡＰＩ 

サービスＡＰＩ

プロトコル差異吸収処理部 
（プロトコル差異吸収機能） 
 

 
 

アダプタ通信ソフトウェア 
(アダプタ通信インタフェース機能)

アダプタ通信インタフェース

Ａ

Ｃ

下位通信ソフトウェア 
（伝送媒体との入出力機能） 

個別下位通信インタフェース 

共通下位通信インタフェース Ｃ

図３．５ サービスとプロトコルの関係 

共通下位通信インタフェースサービス

サービスの種類 サービスのパラメータ

アダプタベンダ独自規定サービス

サービスの種類 サービスのパラメータ

1 ｷｬﾗｸﾀ最大274 ｷｬﾗｸﾀ

ＦＣＣＤＡＴＡ

1 ｷｬﾗｸﾀ

ＣＣ

1byte
最大273bytes

ＳＣ ＳＤ

1byte
ＳＨＤ
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３．６．２ アダプタ通信インタフェース 

 ECHONET 機器アダプタと機器とのインタフェースであるアダプタ通信インタフェー

スとして、下表の３つを規定する。 
 ・タイプ１（低速・無極性型インタフェース） 
 ・タイプ２（高速インタフェース） 
 ・タイプ３（高速同軸インタフェース） 
 ・タイプ４（RS232C/UARTインタフェース） 
 タイプ１は６００ｂｐｓの伝送速度を、タイプ２、タイプ３、タイプ４は、９６００ 
ｂｐｓの伝送速度をサポートする。 
 また、タイプ２インタフェースにおいては、フレックスECHONET機器からECHONET
アダプタへの給電も可能である。 

 

３．６．３ アダプタ通信インタフェースの機械・物理特性 

 アダプタ通信インタフェースの、機械・物理特性について規定する。 
 
（１）伝送メディア 
 アダプタ通信インタフェースに使用する伝送メディアを、下表のように規定する。 
 

表３．１ アダプタ通信インタフェースの伝送メディア 
 伝送メディア名 使用数 仕様 

タイプ１ ツイストペアケーブル １対 心線径0.65mm 
タイプ２ ツイストペアケーブル １対 心線径0.65mm 
タイプ３ 同軸線 １本 S-4C-FB、TVEFCX 

RS-232C準拠媒体 ５本 RS-232C準拠(RS-232Cレベル) 
タイプ４ 

多芯ケーブル ６本 心線径は規定せず(オープンコレクタ)
 

（２）ケーブル長 
 伝送メディアとして使用可能な最大のケーブルの長さを、下表のように規定する。 
 

表３．２ 伝送メディアの最大ケーブル長 
 伝送メディア名 最大ケーブル長 

タイプ１ ツイストペアケーブル ３０ｍ 
タイプ２ ツイストペアケーブル ２００ｍ 
タイプ３ 同軸線 ２００ｍ 

RS-232C準拠媒体 １５ｍ 
タイプ４ 

多芯ケーブル ２ｍ 
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（３）接続形態 
 タイプ１、タイプ２、タイプ３、タイプ４ともに、１つのアダプタ通信インタフェース

につき、１つのECHONET 機器アダプタと対応する１つのフレックスECHONET 機器

の、１対１の接続形態とする。 
（４）コネクタ形状 

①フレックスECHONET機器側コネクタ 
コネクタ形状を表３．３のように規定する。 

 
表３．３ フレックスECHONET機器側コネクタ 

 コネクタ形状 
タイプ１ 2.5mm2ピンメトリック相互接続システム 
タイプ２ モジュラー型６スリット２ピンコネクタ 
タイプ３ ネジ式RCAピンコネクタ 

RS-232Cレベル ９ピンD－SUBオスコネクタ(推奨) 
タイプ４ 

オープンコレクタ 独自オスコネクタ(推奨) 
 

タイプ４（RS-232Cレベル）の場合は、９ピンＤ－ＳＵＢオスコネクタを必

須とせず推奨とする。また、機器の外側で９ピンD－ＳＵＢオスコネクタに

変換することも可とする。タイプ４(オープンコレクタ)の場合は、独自コネ

クタとし、図３．１１に示すオスコネクタを推奨とする。接続例を図３．６、

図３．７に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
図３．６ タイプ４の場合の機器・アダプタ接続例（RS-232Cレベル） 

ECHONET機器

アダプタ
フレックス

ECHONET機器

独自オスコネクタ

 
図３．７ タイプ４の場合の機器・アダプタ接続例(オープンコレクタ) 

 
②ECHONET機器アダプタ側コネクタ 

 特に規定は設けない 

フレックス 
ECHONET機器 

９ピンD-SUBメスコネクタ 

9ピンD-SUBオスコネクタ 

ECHONET 機器

アダプタ 



 

３-９ 

ECHONET SPECIFICATION 
第７部 ECHONET 通信装置仕様 
第３章 ECHONET 機器アダプタ 

Date：Jun. 30, 2011
     Version 4.00

CONFIDENTIAL
ECHONET CONSORTIUM

© 2000（2011）  ECHONET CONSORTIUM  ALL RIGHTS RESERVED

（５）コネクタと信号の対応 
 下図にタイプ１インタフェース、タイプ２インタフェースに規定されているモジュラー

型コネクタにおける、ジャック側の信号配列、およびケーブルの色をそれぞれ図３．８、

図３．９に示す。また、RS-232Cレベルのタイプ4インタフェースのピン配列を図３．１

０に、オープンコレクタの場合のタイプ４インタフェースに使用するコネクタのピン配列

を図３．１１に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図３．８ タイプ１インタフェース 

 

D D 端子名称 
１ ２ 端子番号 

Ｄ（黒）：信号線 

D1 D2 端子名称

１ ２ 端子番号

Ｄ１（赤）：信号、及び電源供給（＋）

Ｄ２（灰）：信号、及び電源供給（－）

図３．９ タイプ２インタフェース 
 

1 2 3 4 5 

6 7 8 9

図３．１０ タイプ４インタフェース(RS232Cレベル) 

1：NC 6：NC
2：RXD  7：RTS 
3：TXD  8：CTS 
4：NC  9：NC 
5：SG 
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1:GND 2:CTS 3:RTS 4:TxD 5:RxD 6:Vcc 

 
図３．１１タイプ４インタフェース(オープンコレクタ)参考文献(1) 

 
 
また、タイプ３インタフェース（ネジ式ＲＣＡピンコネクタ）の場合は、 

Ｄ１（＋）：内導体 
Ｄ２（－）：外導体とする。 

 
（６）タイプ４インタフェースで使用するケーブル 
 タイプ４で使用するケーブルは、クロスケーブルとする。フレックスECHONET機器、

ECHONET機器アダプタの各信号の対応を図３．１２に示す。 

TXD

RXD

RTS

CTS

TXD

RXD

RTS

CTS

ECHONET機器アダプタ フレックスECHONET機器

 
図３．１２ タイプ４インタフェースの各信号の対応 
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３．６．４ アダプタ通信インタフェースの電気特性 

 アダプタ通信インタフェースの、電気特性について規定する。 
 
（１）ケーブルの特性インピーダンス（公称値） 
 ケーブルの特性インピーダンスを、下表のように規定する。 
 

表３．４ ケーブルの特性インピーダンス 
 媒体名 特性インピーダンス（公称値） 

タイプ１ ツイストペアケーブル ３００Ω 
タイプ２ ツイストペアケーブル ３００Ω 
タイプ３ 同軸線 ７５Ω 

RS-232C準拠 規定しない 
タイプ４ 

多芯ケーブル 規定しない 

 
（２）負荷抵抗（タイプ２、タイプ３インタフェース） 
 タイプ２、タイプ３インタフェースにおいては、伝送波形の歪みを抑えるためにECHONET
機器アダプタ上に負荷抵抗を設ける。また、タイプ２インタフェースでは給電を考慮して、

直流電流カットのためにコンデンサを負荷抵抗と直列に接続する必要がある（図３．１３）。

以下に負荷抵抗の値を示す。 
 ・負荷抵抗値  Ｒ＝３９Ω 
 ・直流カットコンデンサ Ｃ＝１０～４７μＦ（タイプ２インタフェースのみ） 

 
（３）信号の伝送速度 
 信号の伝送速度を、下記のように規定する。 
 ・タイプ１ ６００ｂｐｓ±１％ 
 ・タイプ２ ９６００ｂｐｓ±２．０％ 
 ・タイプ３ ９６００ｂｐｓ±２．０％ 
 ・タイプ４ ９６００ｂｐｓ±２．０％ 

Ｒ

Ｃ

フレックスECHONET機器 ECHONET機器アダプタ

図３．１３ 負荷抵抗 
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（４）信号の伝送方式、および伝送波形 
 信号の伝送方式、および伝送波形を、下記のように規定する。 
 
 ◇タイプ１、タイプ４ 
   ①伝送方式：ベースバンド伝送 
   ②伝送波形：ＮＲＺ 
   ③論  理 

    タイプ１：負論理 
    タイプ４(RS232Cレベル)： 

    データ信号線 ：RS232Cレベル負論理、TTLレベル正論理 
    制御線  ：RS232Cレベル正論理、TTLレベル負論理 

    タイプ４(オープンコレクタ)： 
    データ信号線 ：負論理、TTLレベル正論理 
    制御線  ：正論理、TTLレベル負論理 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
◇タイプ２、タイプ３ 
   ①伝送方式：ベースバンド伝送 
   ②伝送波形：ＡＭＩ（Alternate Mark Inversion） 

           デューティ５０％
＋４％
－２％

 

   ③論  理：負論理 
   ④スタートビットは（＋）側から送出する。 
 

Ｔ Ｔ

タイプ１：Ｔ＝１．６７ｍｓｅｃ（６００ｂｐｓ） 
タイプ４：Ｔ＝０．１０４ｍｓｅｃ（９６００ｂｐｓ） 

図３．１４ タイプ１、タイプ４アダプタ通信インタフェースの信号伝送方式、および伝送波形
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Ｔ Ｔ 

０ １ 

Ｔ＝０．１０４ｍｓｅｃ

図３．１５ タイプ２、タイプ３アダプタ通信インタフェースの信号伝送方式、および伝送波形

Ｔ／２

１ １ ０ １ ０ １
(＋) 

(－) 
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（５）信号の送受信レベル 
 アダプタ通信インタフェースの、電気特性について下記のように規定する。 
 ◇タイプ１ 
   ①ECHONET機器アダプタ受信レベル 
      論理０：４～５Ｖ 
      論理１：２．５～３Ｖ 
      待 機  ：２．５～３Ｖ 
   ②機器受信レベル 
      論理０：１．５Ｖ以下 
      論理１：２．５～３Ｖ 
      待 機  ：２．５～３Ｖ 
 

※送信レベルに関しては、伝送損失、ＥＭＩ等を考慮した上で受信レベ 
 ルを満足する値とする。 

 
 ◇タイプ２、タイプ３ 
    受信レベル 
      論理０：１．４Ｖ以上 
      論理１：０．６Ｖ以下 
      待 機  ：０．６Ｖ以下 
        （ECHONET機器アダプタ、機器共通） 
 

 
  ※送信レベルに関しては、伝送損失、ＥＭＩ等を考慮した上で受信レベ 

 ルを満足する値とする。 
 

◇ タイプ４(RS-232Cレベル) 
データ信号：RS232Cレベル負論理、TTLレベル正論理 

    論理０（オフ）送信：＋５V～＋１５V 
       論理１（オン）送信：－５V～－１５V 
      制御信号：RS232Cレベル正論理、TTLレベル負論理 
       論理０（オフ）送信：－５V～－１５V 

        論理１（オン）送信：＋５V～＋１５V   

ａ 
ｂ 

論理０送信レベル＝ａ／２

論理１送信レベル＝ｂ／２

図３．１６ タイプ２アダプタ通信インタフェースの信号伝送方式、および伝送波
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◇タイプ４(オープンコレクタ) 

    オープンコレクタ 
データ信号：負論理、TTLレベル正論理 

制御信号 ：正論理、TTLレベル負論理 
 

（６）給電（タイプ２、タイプ４(オープンコレクタ)インタフェースのみ） 
 タイプ２インタフェースでは、信号線に直流電流を給電することが許容される。給電方

法について、表３．５のように規定する。 
表３．５ タイプ２インタフェースの給電方法 

給電電圧 １０±１Ｖ 
受電電圧 ７～１０Ｖ 
受電容量 ５０ｍＡ以下 

 
また、タイプ２インタフェースの給電方法では、以下の項目を満足する必要がある。 

・フレックスエコーネット機器を給電装置、エコーネット機器アダプタを受電装置

とする。 
・給電装置側に何らかの保護回路を設ける。 
・給電装置には逆流防止手段を設ける。 

 
タイプ４(オープンコレクタ)インタフェースでは、直流電流を給電することが許容される。

給電方法について、表３．６のように規定する。 
 

表３．６ タイプ４(オープンコレクタ)インタフェースの給電方法 
給電電圧 ５Ｖ 

 
また、タイプ４(オープンコレクタ)以下の項目を満足する必要がある。 

・フレックスエコーネット機器を給電装置、エコーネット機器アダプタを受電装置

とする。 
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３．６．５ アダプタ通信インタフェースの論理条件 

 アダプタ通信インタフェースの、論理条件について規定する。 
 
（１）制御方式 
 ◇タイプ１、タイプ２、タイプ３ 

機器側優先勝ち残り方式のＣＳＭＡ／ＣＤ（Carrier Sense Multiple Access 
with Collision Detection）とする。 

 
 ◇タイプ４ 

特に規定しないが、ＲＴＳ／ＣＴＳを使用する場合は、以下の手順とする。 
①送信前にCTSがオフであることを確認する。 
②CTSがオフの場合はRTSをオンし、送信要求を相手に通知する。 
③TXDにデータを出力する。 
④出力終了後に、RTSをオフする。 

  注：RS-232C規格のRTS,CTS制御と異なることに注意 
 
また、フレックス機器がRTS／CTSを使用しない場合を考慮して、機器ア

ダプタのCTS入力は通常オフのレベルになるようにしておかなくてはなら

ない。先にサービス要求を発行した方を優先するが、サービス要求の衝突

が起きた場合は、機器アダプタのサービス要求を優先する。 
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（２）同期方式 
 同期方式を、下記のように規定する。 
 同期方式：調歩同期 
   ①キャラクタ構成（タイプ１、タイプ２、タイプ３、タイプ４共通） 
     スタートビット  １ビット 
     データ      ８ビット 
        パリティ     １ビット 
     ストップビット  １ビット   （合計１１ビット） 
   ②スタートビット送出極性（タイプ２、タイプ３のみ） 

  タイプ２アダプタ通信インタフェースのスタートビット送出極性は（＋） 
    側とする。 
  ③データ送出順序（タイプ１、タイプ２、タイプ３、タイプ４共通） 

     ＬＳＢファースト 
   ④スタートビット（タイプ１、タイプ２、タイプ３、タイプ４共通） 
     論理０ 
   ⑤ストップビット（タイプ１、タイプ２、タイプ３、タイプ４共通） 
     論理１ 
   ⑥パリティ（タイプ１、タイプ２、タイプ３、タイプ４共通） 
     偶数パリティ 
   ⑦キャラクタ間隔 

・タイプ１、タイプ２、タイプ３共通 
  ストップビットと次キャラクタの間隔をあけないこと。 
 ・タイプ４ 

ストップビットと次キャラクタのスタートビットの間隔は、10msec以下

であること。 
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（３）信号の基本フォーマット 
信号の基本フォーマットを、タイプ１、タイプ２、タイプ３共通に下記のように規定す

る。 
 

  
 
 
 
 
 

 
CC ：制御コード 

 DATA ：データ部（最大２７４キャラクタ） 
 FCC ：チェックコード 
 DMY ：ダミー 
 ACK／NAK ：ＡＣＫ／ＮＡＫコード 
 
 

 
タイプ４においては下記のように規定する。 

 

図３．１７ アダプタ通信インタフェースのキャラクタ構成 

ST b0 b1 b2 b3 b4 b5 b6 b7 P STP
［タイプ１、タイプ４アダプタ通信インタフェースのキャラクタ構成］ 

［タイプ２、タイプ３アダプタ通信インタフェースのキャラクタ構成］ 

ST b0 b1 b2 b3 b4 b5 b6 b7 P STP

LSB MSB 

LSB MSB 

(＋)

(－)

図３．１８（ａ） 信号の基本フォーマット 

CC DATA FCC DMY ACK 
 /NAK CC

フレーム
休止時間T1

休止期間T２ 
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フレーム

CC DATA FCC

ACK/NAK CC

休止期間T3 休止期間T4

CC

ACK/NAKタイムアウト

次フレーム
(無応答時）

・サービス発行側

・サービス応答側

CC

 
CC ：制御コード 

 DATA ：データ部（最大２７４キャラクタ） 
 FCC ：チェックコード 

ACK／NAK ：ACK／NAKコード 
 
 

図３．１８（ｂ）信号の基本フォーマット(タイプ４) 
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（４）休止時間、休止期間 
 休止時間、および休止期間をタイプ 1、タイプ２、タイプ３、タイプ４毎に下記のよう

に規定する。 
 
 ①休止時間Ｔ１ 

◇タイプ１ 
  ACK／NAKのストップビットの終わりから１１ビット相当時間 
  18.37msec（600bps） 

   ◇タイプ2、タイプ３ 
     ACK／NAKのストップビットの終わりから１０msec 

 
 ②休止期間Ｔ２ 
   ◇タイプ２、タイプ３ 
     FCCのストップビットの終わりから２２ビット相当時間＋１０msec 

        １２．２９msec 
 ③休止期間Ｔ3 
   ◇タイプ４ 
     FCCのストップビットの終わりから10msecより大きく200msec 未満 

   （10msec ＜ Ｔ３ ＜ 200msec） 
 ④休止期間Ｔ4 
   ◇タイプ４ 
     ACK／NAKのストップビットの終わりから10msecより大 
   （10msec ＜ Ｔ４） 
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（５）制御コード（ＣＣ） 
 制御コードのビット割り当てを、タイプ１、タイプ２、タイプ３、タイプ４共通に図３．

１９のように規定する。 

b0：衝突検出ビット（論理０優先） 
 0：機器 → ECHONET機器アダプタ
 1：ECHONET機器アダプタ → 機器

０ １ 1 1 ☆ ☆ 1

b7：論理１固定 

b1、b2、b3、b4：for future reserved 
   0：1：1：1固定 

b0 b1 b2 b3 b4 b5 b6 b7

図３．１９ 制御コード 

☆ 

b5、b6：ECHONET機器アダプタ 
    サポートサービス指定 
 0：0 共通下位通信インタフェースサービス 
 1：0 for future reserved 
 0：1  for future reserved 
 1：1 アダプタベンダ独自規定サービス 

ST 

0 

P

☆

SP

1
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 ①衝突検出ビット（b0） 
 タイプ１、タイプ２、タイプ３の場合ECHONET 機器アダプタ、機器から同

時にパケットが送出された場合の勝ち残りパケットを決定する。下記のように規

定する。 
  ・衝突検出ビットの値 
     機器出力パケット ：b0＝０ 
     ECHONET機器アダプタ出力パケット ：b0＝１ 
  ・衝突検出点 
     衝突検出ビット送信後１／４ビット時間経過点 
        ０．４１８msec 後（６００ｂｐｓ） 

        ０．０２６msec 後（９６００ｂｐｓ） 

②ECHONET機器アダプタサポートサービス指定ビット（b5、b6） 
 パケットにより運ばれるサービスの種類を示す。以下の２つのサービスに対し

て規定されている。 
・共通下位通信インタフェースサービス（b5=0、b6=0） 

パケットが、共通下位通信インタフェースにおいて規定されているサー

ビスをフレックスECHONET機器とECHONET機器アダプタ間で

やりとりするためのものであることを示す。 
・アダプタベンダ独自規定サービス（b5=1、b6=1） 

パケットが、アダプタベンダが独自に規定したものであることを示す。 
b5=0、b6=1、およびb5=1、b6=0に関しては for future reservedである。 

 
（６）競合での衝突検出（タイプ１、タイプ２、タイプ３） 
 ECHONET 機器アダプタと機器の双方から、同時にパケットが送出され競合が発生し

た場合、タイプ１、タイプ２、タイプ３ともに以下の処理により勝ち残りパケットを決定

する。 
①衝突検出点において、送信データと受信データの照合を行う。 
②照合の結果、送信データと受信データの不一致を検出した場合は、直ちに送信

を中止し受信に移る。論理０のビットデータが論理１のビットデータより優先

する（機器側優先）。 
③負けを検出した側（ECHONET 機器アダプタ側）は、送信を停止して受信状

態に移り、送信可能になった時点で送信を行う。 
 

１ ０  ０ １ 1 １ ☆ ☆ 1 ☆ 

STPST b0 b1 b2 b3 b4 b5 b6 b7 P 

図３．２０ 衝突検出点 

衝突検出点 １／４ビット時間 
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（７）データ部（DATA） 
 データ部は、アダプタ通信ソフトウェアプロトコルをバイト単位に分割し、各バイトに

スタートビット、パリティ、ストップビットを付加したものである。 
 
（８）チェックコード（FCC） 
 チェックコードは、フレーム伝送エラーの検出のために、データ部に存在するキャラク

タの値を合計しその２の補数とする。 
 
（９）パケットの終了検出 
 ストップビット検出後、スタートビットが検出されない場合、パケットは終了したもの

と判断する。 
 
（１０）ダミー 
 ダミーを、誤りチェックの計算時間として、下記のように割り当てる。なおこの期間は、

パケット、あるいはキャラクタは存在しない。 
 
 ◇タイプ１   ２ビット相当時間 
            ３．３４ｍｓｅｃ（６００ｂｐｓ） 
 ◇タイプ２、タイプ３            １１ビット相当時間 

１． １５ｍｓｅｃ（９６００ｂｐｓ） 
 
（１１）ACK／NAK 
 機器、ECHONET 機器アダプタともに、通常動作モード中に３キャラクタ以上の信号

を受信した場合、受信した信号フレームの誤り検出を行い、信号を正しく受信している場

合はACK信号を返信する。正しく受信できなかった場合は、NAK信号を返信する。 
 ACK／NAKとして、下記のキャラクタを割り当てる。 
 
 ACK：０ｘ０６ 
 NAK：０ｘ１５ 
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（１２）誤り検出，および誤り制御 
下記のように誤り検出、および誤り制御を行う。 

 
・タイプ１、タイプ２、タイプ３共通 
 ①誤り検出 

 バイトごとにパリティを１ビット、パケット全体としてはチェックコードを１

バイト設けることで、受信したパケットの信頼性を高める。パリティは偶数パリ

ティとする。 
 
②誤り制御 
 誤り検出の結果は、DMYに続くACK／NAKコードで示す。誤りのない場合

はACKコードを、誤りがある場合はNAKコードを返信する。 
・ACK／NAK以外の符号はすべてNAKとみなす。無応答についてもNAK
とみなす。 

・パケット送信側が、DMY のあと NAK を受信した場合、休止時間後に再

送を行う。再送回数は最大３回までとする。 
 

・ タイプ４ 
①誤り検出 
 バイトごとにパリティを１ビット、パケット全体としてはチェックコードを１

バイト設けることで、受信したパケットの信頼性を高める。パリティは偶数パリ

ティとする。 
 
②誤り制御 
 誤り検出の結果は、ACK／NAK コードで示す。誤りのない場合は ACK コー

ドを、誤りがある場合はNAKコードを返信する。 
・ACK／NAK以外の符号はすべてNAKとみなす。 
・パケット送信側が、NAKを受信した場合、休止期間Ｔ４後に再送を行う。 

また、図３．１８（ｂ）のように、無応答時間がACK／NAKタイムアウ

ト時間を経過すると、再送を行う。ＡＣＫ／ＮＡＫタイムアウト時間に関

しては、３．６．１５項に規定されているタイムアウト時間から算出する

こと。 
・再送回数は最大３回までとする。 
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３．６．６ アダプタ通信インタフェース回路（参考回路） 

 アダプタ通信インタフェースを実現するための参考回路を、図３．２１、図３．２２、

図３．２３に例示する。 

 

+ 
- 

出力

入力
Vref 

出力 

入力 

機器 ECHONET機器アダプタ

図３．２１ タイプ１アダプタ通信インタフェース回路例 
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+
-

正極出力

入力 

※機器、ECHONET機器アダプタとも共通回路

図３．２２ タイプ２、タイプ３アダプタ通信インタフェース参考回路 

+
-

負極出力
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正論理RxD

TxD

RTS

Vcc1=+5V

Vcc1

正論理

TxD

正論理
RxD

CTS

フレックス
ECHONET機器

GNDGND

正論理

ECHONET
機器アダプタ

Ｔｒ２
Ｔｒ１

Ｔｒ３
Ｔｒ４

Ｔｒ５

Ｔｒ８RTS
CTS

Ｔｒ６

Ｔｒ７

Vcc2=5V

⑥
Vcc

⑤
RxD

④

TxD

③

RTS

②

CTS

①

GND

TxD

RxD

CTS

RTS

負論理

負論理

負論理

負論理

機器アダプタインタフェース

GND

 
図３．２３ タイプ４アダプタ(オープンコレクタ)インタフェース参考回路 
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３．６．７ アダプタ通信ソフトウェアプロトコル 

 アダプタ通信ソフトウェアプロトコルの構成を図３．２４のように規定する。サービス

コード（SC）、サービスデータ（SD）の部分がアダプタ通信インタフェースプロトコルの

DATAとなり、サービスヘッダ（SHD）がアダプタ通信インタフェースプロトコルにおけ

るCCとなる。 

 
ただし、下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータ組要求サービス及び、アダプタ

ベンダ規定サービスをサポートする場合は、SDの最大サイズは最大3334バイトとする。 
 

 
（１）サービスヘッダ（ＳＨＤ） 
サービスヘッダは、サービスコード（ＳＣ）の種類がアダプタ通信インタフェースサービ

スに基づくものであるか否か、通信の方向はどちら向きであるかを示すものである。図３．

２５のように規定する。なお、b5、b6が共に１の場合は、アダプタベンダは独自にサービ

スコードを規定可能である。 

 

1byte 最大273bytes
ＳＣ ＳＤ

図３．２４ アダプタ通信ソフトウェアプロトコル

1byte
ＳＨＤ

b0：衝突検出ビット 
 0：機器 → ECHONET機器アダプタ
 1：ECHONET機器アダプタ → 機器

０ １ 1 1 ☆ ☆ 1

b7：論理１固定 

b1、b2、b3、b4：for future reserved 
   0：1：1：1固定 

b0 b1 b2 b3 b4 b5 b6 b7

図３．２５ サービスヘッダ 

☆ 

b5、b6：ECHONET機器アダプタ 
    サポートサービス指定 
 0：0 アダプタ通信インタフェース 
 1：0 for future reserved 
 0：1  for future reserved 
 1：1 アダプタベンダ規定サービス 
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（２）サービスコード（ＳＣ） 
サービスコードは、アダプタ通信インタフェース、あるいはアダプタベンダ独自に規定

されているサービス（プロトタイプ）を指定するための１バイトのコードである。本規格

においては、アダプタ通信インタフェースサービスに対応するサービスコードとして、表

３．７のように 0x00～0x18 の２５種類を規定する。また、サービスコード 0x20～0x38
は、0x00～0x18 のサービスに対する結果応答を返すためのものである。また、サービス

コード 0x3f は処理できないサービス要求に対しての結果応答のコードである。Optional
なアダプタ通信インタフェースサービスの場合、サービス要求元が実装するサービスであっ

ても、処理側は未対応という場合がある。この場合、未対応サービス通知（0x3f）により

その旨を通知する。サービスコードの上位 4 ビットが 0～3 のうち、網掛けのものを搭載

必須(サービス受信時の処理搭載必須)のサービスとする。上位4ビットが0～3でサービス

コードの割り当てのない領域は、for future reservedとする。また、上位4ビットが4～F
を for future reservedとする。 
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表３．７ アダプタ通信インタフェースサービスのサービスコード 
上位４ビット  

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F
0 
 

下位通信ソ
フトウェア搭
載情報要求 

NodeID設定
要求 

下位通信ソ
フトウェア搭
載情報要求
処理結果 

NodeID設定
要求処理応
答 

            

1 
 

初期化要求 停止通知 初期化処理
応答 

停止通知処
理応答 

            

2 
 

動作開始 
要求 

完全初期化
要求 

動作開始処
理応答 

完全初期化
要求処理応
答 

            

3 
 

障害通知 通信停止要
求 

障害通知 
処理応答 

通信停止要
求処理応答 

            

4 
 

ウォームス
タート要求 

完全停止要
求 

ウォームス
タート要求 
処理応答 

完全停止要
求処理応答 

            

5 一時停止 
要求 

下位通信ソ
フトウェア
ア ド レ ス
テ ー ブ ル
データ組数
要求 

一時停止 
処理応答 

下位通信ソ
フトウェアア
ドレステーブ
ルデータ組数
要求処理応
答 

            

6 
 

動作再開 
指示 

下位通信ソ
フトウェアア
ドレステーブ
ルデータ組要
求 

動作再開 
処理応答 

下位通信ソ
フトウェアア
ドレステーブ
ルデータ組要
求処理応答 

            

7 
 

プロトコル差
異吸収処理
部プロファイ
ル取得 

マスタルータ
通知 

プロトコル差
異吸収処理
部プロファイ
ル取得処理
結果 

マスタルータ
通知処理応
答 

            

8 
 

下位通信ソ
フトウェアプ
ロファイル取
得 

ハードウェア
アドレスデー
タ要求 

下位通信ソ
フトウェアプ
ロファイル取
得処理応答 

ハードウェア
アドレスデー
タ要求処理
応答 

            

9 
 

プロトコル差
異吸収処理
部ステータス
取得 

NodeIDリス
ト取得要求 

プロトコル差
異吸収処理
部ステータス
取得 
処理応答 

NodeIDリス
ト取得応答 

            

A 
 

下位通信ソ
フトウェアス
テータス取得 

マスタルータ
リスト取得要
求 

下位通信ソ
フトウェアス
テータス取得
処理応答 

マスタルータ
リスト取得応
答 

            

B 
 

電文送信 
要求 

ハードウェア
アドレス変換
要求 

電文送信 
処理応答 

ハードウェア
アドレス変換
応答 

            

C 
 

送信結果取
得 

 送信結果取
得処理応答 

             

D 
 

送信中止 
要求 

 送信中止 
処理応答 

             

E 
 

受信電文 
要求 

 受信電文 
処理応答 

             

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
下
位
４
ビ
ッ
ト 

F 
 

NodeID取得
要求 

 NodeID取得
要求処理応
答 

未対応サー
ビス通知 

            

 

for future reserved 
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（３）サービスデータ（ＳＤ） 
 サービスデータは、アダプタ通信インタフェース、あるいはアダプタベンダが独自に規

定したサービスのデータである。アダプタ通信インタフェースの場合は、ＡＰＩの引数に

当たるものである。各サービスデータは、データ長フィールド（LF）とデータフィールド

（DF）の２つのフィールドから構成される。データ長フィールドは１バイトであり、デー

タフィールドが何バイトで構成されているかを示す。データフィールドは共通下位通信イ

ンタフェースにおいて規定されている入出力データのためのフィールドである。２バイト

以上のデータの並びはビッグエンディアンとする。サービスデータの構成を図３．２６に

示す。 
 また、オプショナルなデータであって、そのサポートを行わないサービスデータについ

ては、データ長フィールドの値を０ｘ００とし、直後に次のサービスデータのデータ長フィー

ルドが続くものとする。 

 
 以下に各サービスコードに対応するサービスデータを、アダプタ通信ソフトウェアプロ

トコルとともに示す。なお、サービスデータのうち網掛けのあるものを搭載必須のサービ

スデータとする。また、図中のバイト数は該当するサービスデータをサポートする場合の

もので、サポートしないサービスデータのサイズは、データ長フィールドのみの１バイト

となりデータフィールドは存在しないこととなる。 
 
（４）下位通信ソフトウェア ID（device_id） 
 下位通信ソフトウェア ID（device_id）は、ECHONET機器アダプタが搭載している下

位通信ソフトウェアの種類を示す。ECHONET 機器アダプタが搭載可能な下位通信ソフ

トウェアの数は１つのみであるので、保持している下位通信ソフトウェア ID（device_id）
も唯一つとなる。フレックスECHONET機器は、「下位通信ソフトウェア搭載情報要求サー

ビス」により、ECHONET機器アダプタから下位通信ソフトウェア ID（device_id）を取

得し、その後各サービスにおいて下位通信ソフトウェア ID（device_id）を要求される場

合は、取得した値を使用しなければならない。 
 

DFLF 

ｎバイト１バイト 

サービスデータ（SD）

図３．２６ サービスデータのフォーマット 
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３．６．８ アダプタ通信インタフェースサービス 

 
 以下に、各アダプタ通信インタフェースサービスの詳細を示す。 
 
 (1)下位通信ソフトウェア搭載情報要求サービス（Required） 
 エコーネット機器アダプタが搭載する下位通信ソフトウェアに関する情報（搭載してい

る下位通信ソフトウェアの数と下位通信ソフトウェア ID）を取得する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SHD 
SHD ：0x9C
SC ：0x00 
SD(0) ：LF 0x01   DF ダミー（0x88） 

１バイト 

SD(0) SC 

２バイト １バイト 

SHD ：0x9D
SC ：0x20 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
SD(1) ：LF 0x01   DF 搭載下位通信ソフトウェアの数（device_num） 
SD(2) ：LF n     DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 
                  ※ｎ＝device_num 

   device_id 
   0x11～0x1F  電灯線a,d方式 

     0x31～0x3F  特定小電力無線 
     0x41～0x4F  拡張HBS  
     0x51～0x5F  IrDA Control 
     0x61～0x6F  LonTalk® 

     0x71～0x7F  Bluetooth(R) 
     0x81～0x8F  Ethernet 
        0x91～0x9F   IEEE802.11,11b 
     0xA1     電灯線ｃ方式 
     0xB1   IPv6/Ethernet 

      0xB2   IPv6/6LoWPAN 
     上記以外 

                         for future reserved 

（注）現規格Versionにおいては、ECHONET機器アダプタが搭載できる下位通信ソ 
フトウェアの数は1つのみであるため、SD(1)のDFであるdevice_numは0x0１
固定となる。 

SD(1)SHD SD(2)SD(0) 
１バイト ２バイト ｎ＋１バイト２バイト 

SC 
１バイト 
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(2)初期化要求サービス（Required） 
 エコーネット機器アダプタに対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位

通信ソフトウェアをコールドスタート(2)し、通信停止状態に遷移させることを要求する。

このとき、MACアドレスは再取得される。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 

 
 

ＳHD 

SHD ：0x9C
SC ：0x01 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 
SD(1) ：LF 0x02   DF 送信バッファサイズ（バイト単位） 
                 フレックスECHONET機器が送信可能な最大フレーム

長を示す。 
SD(2) ：LF 0x02   DF 受信バッファサイズ（バイト単位） 
                 フレックスECHONET機器が受信処理可能な最大フ 

レーム長を示す。 
SD(3) ：LF 0x02   DF 送信電文最長保持時間（msec） 
                 ECHONET機器アダプタ保持すべき送信電文の最長保

持時間。この時間を経過した送信電文は、送信処理の結
果に関わらず破棄しても良い。 

SD(4) ：LF 0x02   DF 受信電文最長保持時間（msec） 
ECHONET機器アダプタ保持すべき受信電文の最長保
持時間。この時間を経過した受信電文は、受信処理の結
果に関わらず破棄しても良い。 

SD(5) ：LF 0x01   DF 動作モード指定 
  0x00：通常動作 
  0x01：テスト・メンテナンスモード 
                                       0x02～0xFF：for future reserved

１バイト ２バイト 

SD(2)

３バイト

SD(3)

３バイト

SD(5) 

２バイト 

SD(4) 

３バイト 

SD(1)SD(0) 

３バイト

SC 

１バイト 

SD(0) SHD 
SHD ：0x 9D
SC ：0x21 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                            0x02～0xFF：for future reserved 

１バイト ２バイト 

SC 

１バイト 
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(3)動作開始要求サービス（Required） 
 エコーネット機器アダプタに対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位

通信ソフトウェアを通常動作状態に遷移させること要求する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 

 

SD(0) SHD 
SHD ：0x9C
SC ：0x02 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 

１バイト ２バイト 
SC 

１バイト 

SHD ：0x9D
SC ：0x22 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 

0x02～0xFF：for future reserved

SD(0) SHD 

１バイト ２バイト 

SC 

１バイト 
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(4)障害通知サービス（Optional） 
 機器アダプタに対し、フレックス ECHONET 機器側にトラブルが生じていること、あ

るいはトラブルが解消されたことを通知する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 

SHD 
SHD ：0x9C
SC ：0x03 
SD(0) ：LF 0x01   DF トラブル番号（trouble_no） 
     0x01：アプリケーションソフトウェア異常 
     0x02：ECHONET通信処理部異常 
     0xFF：トラブル解消 
                                       0x00、0x03～0xFE：for future reserved 

１バイト 
SC 

１バイト 
SD(0) 
２バイト 

SHD ：0x9D
SC ：0x23 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                          0x02～0xFF：for future reserved

SD(0) SHD 

１バイト ２バイト 

SC 

１バイト 
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(5)ウォームスタート要求サービス（Required） 
 エコーネット機器アダプタに対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位

通信ソフトウェアをウォームスタートし、通信停止状態に遷移させることを要求する。こ

の処理により、MACアドレスは変化しない。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 

ＳHD

SHD ：0x9C
SC ：0x04 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 
SD(1) ：LF 0x02   DF 送信バッファサイズ（バイト単位） 
SD(2) ：LF 0x02   DF 受信バッファサイズ（バイト単位） 
SD(3) ：LF 0x02   DF 送信電文最長保持時間（msec） 
SD(4) ：LF 0x02   DF 受信電文最長保持時間（msec） 
SD(5) ：LF 0x01   DF 動作モード指定 
  0x00：通常動作 
  0x01：テスト・メンテナンスモード 
                                         0x02～0xFF：for future reserved 

１バイト ２バイト

SD(2)

３バイト

SD(3)

３バイト

SD(5)

２バイト 

SD(4) 

３バイト 

SD(1)SD(0)

３バイト

SC 

１バイト 

SHD ：0x9D
SC ：0x24 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                            0x02～0xFF：for future reserved

SD(0) SHD 

１バイト ２バイト 

SC 

１バイト 
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(6)一時停止要求サービス（Optional） 
 機器アダプタに対して、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位通信ソフト

ウェアを一時停止状態に遷移させることを要求する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 

SD(0) SHD 
SHD ：0x9C
SC ：0x05 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 

１バイト ２バイト 
SC 

１バイト 

SHD ：0x9D
SC ：0x25 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                             0x02～0xFF：for future reserved

SD(0) SHD 

１バイト ２バイト 

SC 

１バイト 
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(7)動作再開指示サービス（Optional） 
 エコーネット機器アダプタに対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位

通信ソフトウェアを、一時停止状態から通常動作状態に遷移させることを要求する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 

SD(0) SHD 
SHD ：0x9C
SC ：0x06 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 

１バイト ２バイト 
SC 

１バイト 

SHD ：0x9D
SC ：0x26 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                            0x02～0xFF：for future reserved

SD(0) SHD 

１バイト ２バイト 

SC 

１バイト 
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(8)プロトコル差異吸収処理部プロファイル取得サービス（Required） 
 エコーネット機器アダプタに対し、プロトコル差異吸収処理部プロファイルのデータを

要求する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 
 
 

SHD 
SHD ：0x9C
SC ：0x07 
SD(0) ：LF 0x01   DF ダミー（0x88） 

１バイト 

SD(0) SC 

２バイト １バイト 

SHD ：0x9D
SC ：0x27 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                              0x02～0xFF：for future reserved 
SD(1) ：LF 0x03   DF プロトコル差異吸収処理部バージョン情報 
SD(2) ：LF 0x03   DF メーカコード 
SD(3) ：LF 0x02   DF 送信可能電文バイト数 
SD(4) ：LF 0x02   DF 受信可能電文バイト数

SD(1)SHD SD(2)
１バイト ４バイト ４バイト

SD(0) 
２バイト 

SC 
１バイト 

SD(3)
３バイト

SD(4)
３バイト



 

３-４０ 

ECHONET SPECIFICATION 
第７部 ECHONET 通信装置仕様 
第３章 ECHONET 機器アダプタ 

Date：Jun. 30, 2011
     Version 4.00

CONFIDENTIAL
ECHONET CONSORTIUM

© 2000（2011）  ECHONET CONSORTIUM  ALL RIGHTS RESERVED

(9)下位通信ソフトウェアプロファイル取得サービス（Required） 
 エコーネット機器アダプタに対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位

通信ソフトウェアのプロファイルデータを要求する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SD(0) SHD 
SHD ：0x9C
SC ：0x08 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 

１バイト ２バイト 
SC 

１バイト 

SD(7)

SHD ：0x9D
SC ：0x28 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                              0x02～0xFF：for future reserved 
SD(1) ：LF 0x03   DF 下位通信ソフトウェアバージョン情報 
SD(2) ：LF 0x03   DF メーカコード 
SD(3) ：LF 0x01   DF MACアドレスビット長 
SD(4) ：LF 0x07   DF MACアドレス情報（mac_address） 
                                  56ビットに満たない場合は前詰とし、残りは0で埋める 
SD(5) ：LF 0x01   DF ハウスコードビット長 
SD(6) ：LF 0x08   DF ハウスコード情報 
SD(7) ：LF 0x02   DF 送信可能電文バイト数 
SD(8) ：LF 0x02   DF 受信可能電文バイト数 
SD(9) ：LF 0x01   DF 同報機能の有無（0x00：なし、0x01：あり） 
                                                    0x02～0xFF：for future reserved 
SD(10) ：LF 0x02   DF 伝送レート（bps） 
 

SD(0) SHD 
１バイト ２バイト 

SD(1) SD(2) SD(3) SD(4) SD(5)

SD(6) 

４バイト ４バイト 2バイト ８バイト 2バイト 

９バイト ３バイト

SC 
１バイト 

SD(8)
３バイト

SD(9)
2バイト

SD(10)
３バイト
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(10)プロトコル差異吸収処理部ステータス取得サービス（Optional） 
 エコーネット機器アダプタに対し、プロトコル差異吸収処理部のステータスを要求する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

SD(0) SHD 
SHD ：0x9C
SC ：0x09 
SD(0) ：LF 0x01   DF ダミー（0x88）

１バイト ２バイト 
SC 

１バイト 

SHD ：0x9D 
SC ：0x29 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                              0x02～0xFF：for future reserved 
SD(1) ：LF 0x01   DF プロトコル差異吸収処理部遷移状態情報（state） 
     0：停止中 
     1：初期化中 
     2：通常動作中 
     3：エラー停止中 
                                      4～255：for future reserved 
SD(2) ：LF 0x01   DF プロトコル上位層障害（upper_trouble） 
SD(3) ：LF 0x01   DF プロトコル差異吸収処理部障害（low_trouble） 
SD(4) ：LF 0x01   DF プロトコル差異吸収処理部動作モード（low_mode） 
     0：通常動作時 
     1：テストモード時 
     2：モニタモード時 
                                      3～255：for future reserved 

SD(0) SHD 

１バイト ２バイト 

SD(1)

２バイト

SD(2)

２バイト

SD(3)

２バイト

SC 

１バイト 

SD(4)

２バイト
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(11)下位通信ソフトウェアステータス取得サービス（Required） 
 エコーネット機器アダプタに対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位

通信ソフトウェアのステータスを要求する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

SHD ：0x9D 
SC ：0x2A 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                               0x02～0xFF：for future reserved 
SD(1) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェア遷移状態情報（state） 
     0：停止中 
     1：初期化中 
     2：通常動作中 
     3：エラー停止中 
                                      4～255：for future reserved 
SD(2) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェア障害（low_trouble） 
SD(3) ：LF 0x01   DF プロトコル差異吸収処理部動作モード（low_mode） 
     0：通常動作時 
     1：テストモード時 
     2：モニタモード時 

3～255：for future reserved

SD(0) SHD 

１バイト ２バイト 

SD(1)

２バイト

SD(2)

２バイト

SC 

１バイト 

SD(3)

２バイト

SD(0) SHD 
SHD ：0x9C
SC ：0x0A 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 

１バイト ２バイト 
SC 

１バイト 
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(12)電文送信要求サービス（Required） 
 エコーネット機器アダプタに対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位

通信ソフトウェアによる電文の送信を要求する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 
 
 

SD(0) SHD 
SHD ：0x9C
SC ：0x0B 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 
SD(1) ：LF 0x01   DF 送信先NodeID情報 
SD(2) ：LF 0x01   DF 同報指定情報 
     0x00：同報指定なし 
     0xFF：同報指定あり 
                                       0x01～0xFE：for future reserved 
SD(3) ：LF 0x02   DF 送信電文バイト数（data_len） 
SD(4) ：LF n     DF 送信電文（send_data） 
             ｎ＝data_len（255バイト以上の場合は0xFF） 

１バイト ２バイト 

SD(1)

２バイト

SD(2)

２バイト

SC 

１バイト 

SD(3)

３バイト

SD(4) 

n+1バイト 

SHD ：0x9D
SC ：0x2B 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：バッファフル、0x01：送信受理 
                     0x02：バッファサイズエラー、 
                     0x03：下位通信ソフトウェアエラー 
                     0x04：処理失敗） 
                                         0x05～0xFF：for future reserved 

SD(0) SHD 

１バイト ２バイト 

SC 

１バイト 
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(13)送信結果取得サービス（Optional） 
 エコーネット機器アダプタに対し、この要求の直前に指定した下位通信ソフトウェア ID
に対応する下位通信ソフトウェアが行なった電文の送信要求処理が、どのようなステータ

スにあるかを要求する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SD(0) SHD 
SHD ：0x9C
SC ：0x0C 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 

１バイト ２バイト 
SC 

１バイト 

SHD ：0x9D
SC ：0x2C 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：送信中止時、0x01：正常時、 
                     0x02：送信中、 
                     0x03：下位通信ソフトウェアエラー 
                                         0x04～0xFF：for future reserved） 
SD(1) ：LF 0x01   DF 送信結果（0x00：送信成功、0x01：送信失敗、 
                     0xFF：無応答 
                     0x04：処理失敗 
                                         0x02、0x03、0x05～0xFE：for future reserved）

SD(0) SHD 

１バイト ２バイト 

SC 

１バイト 

SD(1)

２バイト
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(14)送信中止要求サービス（Optional） 
 エコーネット機器アダプタに対し、この要求の直前の電文送信要求に応じて指定した下

位通信ソフトウェア ID に対応する下位通信ソフトウェアが行っている電文送信処理の中

止を要求する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 
 

SD(0) SHD 
SHD ：0x9C
SC ：0x0D 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 

１バイト ２バイト 
SC 

１バイト 

SHD ：0x9D
SC ：0x2D 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：送信終了、0x01：正常時 
                     0x03：下位通信ソフトウェアエラー 
                     0x04：処理失敗 

0x02、0x05～0xFF：for future reserved）

SD(0) SHD 

１バイト ２バイト 

SC 

１バイト 
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(15)電文受信要求サービス（Required） 
 フレックスエコーネット機器に対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下

位通信ソフトウェアが受信した電文を通知する。 
 

◇サービスの方向 
  エコーネット機器アダプタ → フレックスエコーネット機器 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 

SD(1)SD(0) SHD 
SHD ：0x9D
SC ：0x0E 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 
SD(1) ：LF 0x01   DF 送信元NodeID 
SD(2) ：LF 0x02   DF 受信電文バイト数(data_len) 
SD(3) ：LF n     DF 受信電文（receive_data） 

            ｎ＝data_len（255バイト以上の場合は0xFF）

１バイト ２バイト 

SD(2)

２バイト ３バイト

SC 

１バイト 

SD(3)

n+1バイト

SHD ：0x9C
SC ：0x2E 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                            0x02～0xFF：for future reserved 

SD(0) SHD 

１バイト ２バイト 

SC 

１バイト 
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(16)NodeID取得要求サービス（Required） 
 エコーネット機器アダプタに対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位

通信ソフトウェアが現在保持しているMACアドレスに基づくNodeIDを要求する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 

SD(0) SHD 
SHD ：0x9C
SC ：0x0F 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 

１バイト ２バイト 
SC 

１バイト 

SHD ：0x9D
SC ：0x2F 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                                0x02～0xFF：for future reserved 
SD(1) ：LF 0x01   DF NodeID 

SD(0) SHD 

１バイト ２バイト 

SC 

１バイト 

SD(1)

２バイト
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(17)NodeID設定要求サービス（Optional） 
 エコーネット機器アダプタに対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位

通信ソフトウェアのNodeIDの設定を行う。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 
 

１バイト ２バイト １バイト 
SD(0) SHD 

SHD ：0x9C
SC ：0x10 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 
SD(1) ：LF 0x01   DF NodeID

SC SD(1)
２バイト

SHD ：0x9D
SC ：0x30 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                                0x02～0xFF：for future reserved 

SD(0) SHD 

１バイト ２バイト 

SC 

１バイト 
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(18)未対応サービス通知（Required） 
 処理できないサービスであることを通知する。 
 

◇通知の方向 
  フレックスエコーネット機器 ⇔ エコーネット機器アダプタ 
 
◇通知フォーマット 
 
 
 
 
 
 
 

１バイト ２バイト １バイト 
SD(0) SHD 

SHD ：0x9C or 0x9D
SC ：0x3F 
SD(0) ：LF 0x01   DF 要求されたサービスのコード 

SC 
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(19)停止通知サービス（Required） 
 指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位通信ソフトウェアが停止状態の場合

に、フレックスエコーネット機器に対し、停止状態にある旨を通知する。 
 

◇サービスの方向 
  エコーネット機器アダプタ → フレックスエコーネット機器 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 

１バイト ２バイト １バイト 
SD(0) SHD 

SHD ：0x9D
SC ：0x11 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 

SC 

SHD ：0x9C
SC ：0x31 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                             0x02～0xFF：for future reserved 

SD(0) SHD 

１バイト ２バイト 

SC 

１バイト 
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(20)完全初期化要求サービス（Optional） 
 エコーネット機器アダプタに対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位

通信ソフトウェアをコールドスタート(1)させた後、通信停止状態に遷移させることを要求

する。このとき、ハウスコード情報、MACアドレスは再取得される。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 

ＳHD 

SHD ：0x9C
SC ：0x12 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 
SD(1) ：LF 0x02   DF 送信バッファサイズ（バイト単位） 
                 フレックスECHONET機器が送信可能な最大フレーム

長を示す。 
SD(2) ：LF 0x02   DF 受信バッファサイズ（バイト単位） 
                 フレックスECHONET機器が受信処理可能な最大フ 

レーム長を示す。 
SD(3) ：LF 0x02   DF 送信電文最長保持時間（msec） 
                 ECHONET機器アダプタ保持すべき送信電文の最長保

持時間。この時間を経過した送信電文は、送信処理の結
果に関わらず破棄しても良い。 

SD(4) ：LF 0x02   DF 受信電文最長保持時間（msec） 
ECHONET機器アダプタ保持すべき受信電文の最長保
持時間。この時間を経過した受信電文は、受信処理の結
果に関わらず破棄しても良い。 

SD(5) ：LF 0x01   DF 動作モード指定 
  0x00：通常動作 
  0x01：テスト・メンテナンスモード 
                                       0x02～0xFF：for future reserved

１バイト ２バイト 

SD(2)

３バイト

SD(3)

３バイト

SD(5) 

２バイト 

SD(4) 

３バイト 

SD(1)SD(0) 

３バイト

SC 

１バイト 

SD(0) SHD 
SHD ：0x 9D
SC ：0x32 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                              0x02～0xFF：for future reserved

１バイト ２バイト 

SC 

１バイト 
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(21)通信停止要求サービス（Optional） 
 エコーネット機器アダプタに対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位

通信ソフトウェアを通信停止状態に遷移させることを要求する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 
 

SD(0) SHD 
SHD ：0x9C
SC ：0x13 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 

１バイト ２バイト 
SC 

１バイト 

SHD ：0x9D
SC ：0x33 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                              0x02～0xFF：for future reserved 
 

SD(0) SHD 

１バイト ２バイト 

SC 

１バイト 
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(22)完全停止要求サービス（Optional） 
 エコーネット機器アダプタに対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位

通信ソフトウェアを停止状態に遷移させることを要求する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SD(0) SHD 
SHD ：0x9C
SC ：0x14 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 

１バイト ２バイト 
SC 

１バイト 

SHD ：0x9D
SC ：0x34 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                            0x02～0xFF：for future reserved 
 

SD(0) SHD 

１バイト ２バイト 

SC 

１バイト 
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(23)下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータ組数要求サービス（Optional） 
 エコーネット機器アダプタに対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位

通信ソフトウェアの保持しているアドレステーブルのデータ組数を要求する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SD(0) SHD 
SHD ：0x9C
SC ：0x15 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 

１バイト ２バイト 
SC 

１バイト 

SHD ：0x9D
SC ：0x35 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                              0x02～0xFF：for future reserved 
SD(1) ：LF  0x01   DF テーブルデータ組数 

SHD 

１バイト 

SC 

１バイト 

SD(0) SD(1)

２バイト ２バイト
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(24)下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータ組要求サービス（Optional） 
 エコーネット機器アダプタに対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位

通信ソフトウェアが保持しているアドレステーブルの任意のデータ組を取得する。アドレ

ステーブルは第3部7.4節および7.6節で定義するハードウェアアドレスと、NodeIDと、

マスタールータであることを示すマスタールータフラグよりなるデータ組を保持するテー

ブルである。 
サービス依頼のデータ組番号は取得するデータ組を指定するための番号である。データ組

番号は０から(データ組数－１)の範囲をとる。データ組番号に0xFFを指定した場合は、ア

ドレステーブルの保持するすべてのデータ組を返す。ただし、すべてのデータ組を返すと

サービスデータの totalサイズが273Byteを超える場合は、273Byteを超えない範囲で返

せるデータ組を返す。 
取得できたデータ組の数は取得データ組数で示す。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 

 
 

◇処理結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

SHD ：0x9C
SC ：0x16 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID（device_id） 
SD(1) ：LF  0x01   DF テーブルデータ組番号 

           ０から（データ組数－１）の間で指定 

SHD 

１バイト 

SC 

１バイト 

SD(0) SD(1)

２バイト ２バイト

２バイト

SHD SC SD(0) SD(1)

２バイト ２バイト1バイト 1バイト 

２バイト

･･･SHD ：0x9D
SC ：0x36 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                               0x02～0xFF：for future reserved 
SD(1) ：LF  0x01      DF  データ組数(テーブルデータ組数にデータ組番号を 

指定した場合は１、0xFFを指定した場合はテーブルに 
格納されたデータ組数) 

SD(2) ：LF  n         DF  ハードウェアアドレス 
SD(3) ：LF  0x01   DF  NodeID 
SD(4) ：LF  0x01      DF  マスタルータフラグ 

0x00：マスタルータでない 
0x01：マスタルータである 
0x02～0xFF：for future reserved 

SD(5)以降：SD(1)が1の場合は存在しない。SD(1)が１より大きい場合、SD(2)～SD(4)と
同じデータ構造が（SD(1)の数-1）回繰り返される 

 

SD(2) SD(3) SD(4)
２バイト n+1バイト

SD(5)
n+1バイト

SD(6) SD(7)
２バイト 



 

３-５６ 

ECHONET SPECIFICATION 
第７部 ECHONET 通信装置仕様 
第３章 ECHONET 機器アダプタ 

Date：Jun. 30, 2011
     Version 4.00

CONFIDENTIAL
ECHONET CONSORTIUM

© 2000（2011）  ECHONET CONSORTIUM  ALL RIGHTS RESERVED

(25)マスタルータ通知サービス（Optional） 
 エコーネット機器アダプタに対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位

通信ソフトウェアに自ノードがマスタルータであるか否かを設定する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 
 
 

SD(0) SHD 
SHD ：0x9D 
SC ：0x37 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                             0x02～0xFF：for future reserved
 

１バイト ２バイト 

SC 

１バイト 

SHD ：0x9C 
SC ：0x17 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID (device_id) 
SD(1) ：LF  0x01   DF マスタルータフラグ 

0x00：マスタルータでない 
0x01：マスタルータである 
0x02～0xFF：for future reserved 

SHD 

１バイト 

SC 

１バイト 

SD(0) SD(1)

２バイト ２バイト
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(26)ハードウェアアドレスデータ要求サービス（Optional） 
 エコーネット機器アダプタに対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位

通信ソフトウェアの保持するハードウェアアドレスデータを要求する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SHD ：0x9C 
SC ：0x18 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID (device_id) 
 

SHD 

１バイト 

SC 

１バイト 

SD(0) 

２バイト 

SHD ：0x9D
SC ：0x38 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                                 0x02～0xFF：for future reserved 
SD(1) ：LF  n         DF  ハードウェアアドレス 
 

SHD

１バイト

SC 

１バイト 

SD(0)

２バイト

SD(１)
n+1バイト
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(27)NodeIDリスト取得要求サービス（Optional） 
 エコーネット機器アダプタに対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位

通信ソフトウェアの保持するNodeIDリストを要求する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

SHD ：0x9C 
SC ：0x19 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID (device_id) 
 

SHD 

１バイト 

SC 

１バイト 

SD(0) 

２バイト 

SHD ：0x9D
SC ：0x39 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                                  0x02～0xFF：for future reserved
SD(1) ：LF  0x20      DF  NodeIDリスト

SHD

１バイト

SC 

１バイト 

SD(0)

２バイト

SD(１)
33バイト
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ＮｏｄｅＩＤリストは、下図の３２バイトのテーブルにおいて、存在するＮｏｄｅＩＤ（１６進

表記）を示すビット位置に１をセットして１バイト目から順に列挙する。 
 ﾋﾞｯﾄ０ ﾋﾞｯﾄ１ ﾋﾞｯﾄ２ ﾋﾞｯﾄ３ ﾋﾞｯﾄ４ ﾋﾞｯﾄ５ ﾋﾞｯﾄ６ ﾋﾞｯﾄ７

１バイト目 Ｆ８ Ｆ９ ＦＡ ＦＢ ＦＣ ＦＤ ＦＥ ＦＦ 
２バイト目 Ｆ０ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ Ｆ７ 
３バイト目 Ｅ８ Ｅ９ ＥＡ ＥＢ ＥＣ ＥＤ ＥＥ ＥＦ 
４バイト目 Ｅ０ Ｅ１ Ｅ２ Ｅ３ Ｅ４ Ｅ５ Ｅ６ Ｅ７ 
５バイト目 Ｄ８ Ｄ９ ＤＡ ＤＢ ＤＣ ＤＤ ＤＥ ＤＦ 
６バイト目 Ｄ０ Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ Ｄ４ Ｄ５ Ｄ６ Ｄ７ 
７バイト目 Ｃ８ Ｃ９ ＣＡ ＣＢ ＣＣ ＣＤ ＣＥ ＣＦ 
８バイト目 Ｃ０ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ Ｃ４ Ｃ５ Ｃ６ Ｃ７ 
９バイト目 Ｂ８ Ｂ９ ＢＡ ＢＢ ＢＣ ＢＤ ＢＥ ＢＦ 
１０バイト目 Ｂ０ Ｂ１ Ｂ２ Ｂ３ Ｂ４ Ｂ５ Ｂ６ Ｂ７ 
１１バイト目 Ａ８ Ａ９ ＡＡ ＡＢ ＡＣ ＡＤ ＡＥ ＡＦ 
１２バイト目 Ａ０ Ａ１ Ａ２ Ａ３ Ａ４ Ａ５ Ａ６ Ａ７ 
１３バイト目 ９８ ９９ ９Ａ ９Ｂ ９Ｃ ９Ｄ ９Ｅ ９Ｆ 
１４バイト目 ９０ ９１ ９２ ９３ ９４ ９５ ９６ ９７ 
１５バイト目 ８８ ８９ ８Ａ ８Ｂ ８Ｃ ８Ｄ ８Ｅ ８Ｆ 
１６バイト目 ８０ ８１ ８２ ８３ ８４ ８５ ８６ ８７ 
１７バイト目 ７８ ７９ ７Ａ ７Ｂ ７Ｃ ７Ｄ ７Ｅ ７Ｆ 
１８バイト目 ７０ ７１ ７２ ７３ ７４ ７５ ７６ ７７ 
１９バイト目 ６８ ６９ ６Ａ ６Ｂ ６Ｃ ６Ｄ ６Ｅ ６Ｆ 
２０バイト目 ６０ ６１ ６２ ６３ ６４ ６５ ６６ ６７ 
２１バイト目 ５８ ５９ ５Ａ ５Ｂ ５Ｃ ５Ｄ ５Ｅ ５Ｆ 
２２バイト目 ５０ ５１ ５２ ５３ ５４ ５５ ５６ ５７ 
２３バイト目 ４８ ４９ ４Ａ ４Ｂ ４Ｃ ４Ｄ ４Ｅ ４Ｆ 
２４バイト目 ４０ ４１ ４２ ４３ ４４ ４５ ４６ ４７ 
２５バイト目 ３８ ３９ ３Ａ ３Ｂ ３Ｃ ３Ｄ ３Ｅ ３Ｆ 
２６バイト目 ３０ ３１ ３２ ３３ ３４ ３５ ３６ ３７ 
２７バイト目 ２８ ２９ ２Ａ ２Ｂ ２Ｃ ２Ｄ ２Ｅ ２Ｆ 
２８バイト目 ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ 
２９バイト目 １８ １９ １Ａ １Ｂ １Ｃ １Ｄ １Ｅ １Ｆ 
３０バイト目 １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ 
３１バイト目 ０８ ０９ ０Ａ ０Ｂ ０Ｃ ０Ｄ ０Ｅ ０Ｆ 
３２バイト目 ００ ０１ ０２ ０３ ０４ ０５ ０６ ０７ 

 
 

 



 

３-６０ 

ECHONET SPECIFICATION 
第７部 ECHONET 通信装置仕様 
第３章 ECHONET 機器アダプタ 

Date：Jun. 30, 2011
     Version 4.00

CONFIDENTIAL
ECHONET CONSORTIUM

© 2000（2011）  ECHONET CONSORTIUM  ALL RIGHTS RESERVED

(228)マスタルータ情報取得要求サービス（Optional） 
 エコーネット機器アダプタに対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位

通信ソフトウェアの保持するマスタルータリストを要求する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

SHD ：0x9C 
SC ：0x1A 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID (device_id) 
 

SHD 

１バイト 

SC 

１バイト 

SD(0) 

２バイト 

SHD ：0x9D
SC ：0x3A 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                              0x02～0xFF：for future reserved 
SD(1) ：LF  0x01      DF  マスタルータの有無(0x00：無、0x01：有) 
SD(2) ：LF  0x01      DF  マスタルータのNodeID 

SHD

１バイト

SC 

１バイト 

SD(0)

２バイト

SD(1) SD(2)

２バイト ２バイト
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(229)ハードウェアアドレス変換要求サービス（Optional） 
 エコーネット機器アダプタに対し、指定した下位通信ソフトウェア ID に対応する下位

通信ソフトウェアに渡したNodeIDに対応するハードウェアアドレスを要求する。 
 

◇サービスの方向 
  フレックスエコーネット機器 → エコーネット機器アダプタ 
 
◇サービス依頼 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇処理結果 
 
 
 
 
 
 
 
 

SHD ：0x9C 
SC ：0x1B 
SD(0) ：LF 0x01   DF 下位通信ソフトウェアID (device_id) 
SD(1) ：LF  0x01   DF 変換対象のNodeID 
 

SHD 

１バイト 

SC 

１バイト 

SD(0) SD(1)

２バイト ２バイト

SHD ：0x9D
SC ：0x3B 
SD(0) ：LF 0x01   DF 処理結果（0x00：TRUE、0x01：FALSE） 
                                                0x02～0xFF：for future reserved 
SD(1) ：LF  n         DF  ハードウェアアドレス 
 

SHD

１バイト

SC 

１バイト 

SD(0)

２バイト

SD(１)
n+1バイト
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３．６．９ プロトコル変換処理 

 アダプタ通信ソフトウェアプロトコル（ＡＣＳＰ）とアダプタ通信インタフェースプロ

トコル（ＡＣＩＰ）の間での変換処理を以下のように規定する。 
 
（１）ＡＣＳＰからＡＣＩＰへの変換 
 変換処理を、図３．２７に示す。 
 
 
 

ＡＣＩＰ 

ＳＤ 

data0 data1 data2 dataN・・・・・ 

char0 char1 char2 charN・・・・・ 

char0 char1 char2 ・・・・・ charNCC FCC

制御コード 
データ部 

チェックコード 

①ＡＣＳＰをバイト単位
（8ビット）で分割 

8ビット 

11ビット 

②分割された各 8 ビット
データにスタートビット、
パリティ、ストップビッ
トを付加して11ビットの
キャラクタとする

③各キャラクタを結合し、
チェックコードを付加す
る 

図３．２７ ＡＣＳＰからＡＣＩＰへの変換処理

ＳＨＤ ＡＣＳＰ 

ＳＨＤ 

8ビット 

CC 

11ビット 

ＳＣ
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（２）ＡＣＩＰからＡＣＳＰへの変換処理 
 変換処理を、図３．２８に示す。 
 

 

ＳＤ 

char0 char1 char2 ・・・・・ charNCC FCC

制御コード 
データ部 

チェックコード 

③バイトデータを結合する

data0 data1 data2 dataN・・・・・ 

8ビット 

char0 char1 char2 charN・・・・・ 

11ビット

②分割された各キャラクタ
からスタートビット、パ
リティ、ストップビット
を削除し、８ビットのバ
イトデータとする

①各キャラクタを分割し、
制御コード、チェックコー
ドを削除する 

図３．２８ ＡＣＩＰからＡＣＳＰへの変換処理

ＡＣＩＰ 

CC 

11ビット 

SHD 

8ビット 

ＳＨＤ ＳＣ 
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動作シーケンス 
 アダプタ通信ソフトウェアの動作シーケンスは、アダプタ通信ソフトウェアと共通下位

通信インタフェースで接続されるECHONET 通信処理部、あるいはプロトコル差異吸収

処理部が実装する共通下位通信インタフェース処理に依存する。例えば、電文受信要求サー

ビスを考えると、サービス処理の方法として、 
①ECHONET 通信処理部がポーリングによりプロトコル差異吸収処理部に電文受

信要求を発行する方法（ポーリング処理） 
②プロトコル差異吸収処理部は、データを受信した場合受信したというトリガを

ECHONET通信処理部に発行する方法（イベント処理） 
などが考えられる。エコーネット機器アダプタを介して、このように異なる方法を実装し

たECHONET 通信処理部とプロトコル差異吸収処理部が接続される場合がある。アダプ

タ通信ソフトウェアは、このようなことに留意して動作する必要がある。図３．２９に、

ECHONET 通信処理部はイベント処理を、プロトコル差異吸収処理部はポーリング処理

を行う場合の電文受信要求サービスの動作シーケンスを例示する。 

 
 

ECHONET 
通信処理部 

アダプタ通信

ソフトウェア

プロトコル差

異吸収処理部

アダプタ通信

ソフトウェア

電文受信要求 

電文受信要求 

電文受信要求処理結果（受信電文なし）

電文受信要求 

ポーリング

サイクル 

ポーリング

サイクル 

ポーリング

サイクル 

電文受信要求 

電文受信要求処理結果（受信電文なし）

電文受信要求処理結果（受信電文なし）

電文受信要求処理結果（受信電文あり）
電文受信要求サービス（SC=0x0E）

ACK
電文受信要求 

電文受信要求処理結果（受信電文なし）

電文受信トリガ 

電文受信要求 

受信電文 

共通下位通信インタフェース 共通下位通信インタフェースアダプタ通信インタフェース

図３．２９ アダプタ通信ソフトウェアシーケンス 

電文受信要求処理結果（SC=0x2E）
ACK
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３．６．１０ オプショナルなサービスの扱い 

 共通下位通信インタフェースがサポートするサービスにはオプショナルなサービスがあ

る。したがって、アダプタ通信インタフェースにおいても、サービス発行側が発行したサー

ビスをサービス応答側が用意していない場合がある。この場合、サービス応答側のアダプ

タ通信インタフェースソフトウェアは、処理結果として未対応サービス通知（0x3F）を返

さなければならない。 
 

３．６．１１ オプショナルなデータの扱い 

 共通下位通信インタフェースがサポートするサービスのデータにはオプショナルなデー

タがある。したがって、アダプタ通信インタフェースにおいても、以下の２つの場合が発

生する可能性がある。 
①サービス発行側が発行したサービスのサービスデータ処理をサービス応答側が用意

していない場合。 
②サービス発行側が発行したサービスに、サービス応答側が必要とするサービスデー

タが存在しない場合。 
アダプタ通信ソフトウェアは、このようなことに留意して動作する必要がある。以下に、

上述の場合に行うべき処理の概要を示す。 
 
＜①の場合＞ 
 サービス応答側のアダプタ通信ソフトウェアは、処理できないサービスデータを無視し

て共通下位通信インタフェースのサービスを実行する。 
 
＜②の場合＞ 
 サービス応答側のアダプタ通信ソフトウェアは、不足するサービスデータをデフォルト

の値で補った上で共通下位通信インタフェースのサービスを実行する。 
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３．６．１２ サービス同時発行の禁止 

 アダプタ通信インタフェース上に同時に発行可能なサービスは、１サービスのみである。

すなわち、フレックスECHONET 機器、あるいはECHONET 機器アダプタのいずれか

がサービス要求を発行した場合、要求を受けた側も要求を出した側もそのサービスが完了

するまでは、新たなサービスの発行を行うことができない。また、フレックスECHONET
機器、ECHONET機器アダプタが同時にサービスを発行した場合は、ECHONET機器ア

ダプタ側のサービスを優先させる。サービスの同時発行とは、 
 

サービス要求を発行した後、要求に対する応答が返ってくる前にサービス

要求を受け取った場合 
 

を指すものとする。 
なお、ここでいうサービスとは、３．６．１３に規定するサービスの開始要件が成立し

たのち、サービスが終了するまでのフレックスECHONET機器とECHONET機器アダ

プタの間のやりとりであり、この期間がサービス処理中期間である。 
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３．６．１３ サービスの開始、終了要件 

 アダプタ通信インタフェースにおいて、フレックス ECHONET 機器、ECHONET 機

器アダプタは下記に示す要件が成立した場合にサービス開始、あるいはサービス終了と判

定するものとする。 
 
（１）サービスの開始要件 
サービス発行側 

・サービス要求の発行 
 
サービス応答側 

・サービス要求の受信 
 
（２）サービスの終了要件 
サービス発行側 

・サービス応答の受信 
・タイムアウト時間の経過 
・再送サービス要求に対してACK/NAKタイムアウト時間の経過 
・サービス処理中に新たなサービス要求の受信（フレックスECHONET 機器の場

合のみ） 
 

サービス応答側 
・サービス応答に対するACKの受信 
・再送したサービス応答に対してACK/NAKタイムアウト時間の経過 
・サービス処理中に新たなサービス要求の受信 
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３．６．１４ タイムアウト 

 ・タイプ１、タイプ２、タイプ３共通 
サービス要求を発行してから１００msec（タイムアウト時間）経過しても処理応答がな

い場合は、次のサービス要求の発行が可能となる。タイムアウト時間を、図３．３０（ａ）

に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・タイプ４ 

ACK 信号を受信してから２００msec（タイムアウト時間）経過しても処理応答がない

場合は、サービスフレームの発行が可能となる。タイムアウト時間を、図３．３０（ｂ）

に示す。 

CC DATA FCC

ACK

CC

・サービス発行側

タイムアウト時間Tout

サービス要求
フレーム

・サービス応答側

サービス要求フレーム

Tout=200msec
 

図３．３０（ｂ）タイムアウト時間(タイプ４) 

CC DATA FCC DMY ACK
 /NAK CC 

サービス要求フレーム
タイムアウト時間Ｔout 

図３．３０（a）タイムアウト時間(タイプ１、タイプ２、タイプ３共通) 

サービス要求 
フレーム

Ｔout＝１００ｍｓｅｃ
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第４章 ECHONETゲートウェイ 

４．１ 基本的な考え方 

 ECHONET プロトコルを使用して ECHONET ドメイン内と、外部システムとを接続

するアプリケーションソフトウェアがゲートウェイであり、これが搭載される機器がゲー

トウェイ装置である。しかしながら、ECHONET では、現在のところ、特にアプリケー

ションがどのような処理をしなければならないかなどの規定については何ら定めていない。

したがって、ECHONET ドメインと外部システムとの接続は、アプリケーションソフト

ウェアの機能次第である。 
 ただし、通常の住居などにシステム導入する際には、ECHONET ドメインのセキュリ

ティを確保するため、ゲートウェイアプリケーションは、認証機能や、アクセス制御機能

などのセキュリティ機能などを設けることを推奨する。なお、その際の機能的な定義につ

いては、第９部にて述べる。 
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第５章 ECHONETルータ 

５．１ 基本的な考え方 

  ECHONET では、異なる種類のネットワークを相互に接続させて１つのシステムとし

て稼動させることができるが、このネットワーク間接続を行うのがECHONET ルータで

ある。ECHONETルータは、TCP/IPなどのルータではなく、ECHONET通信処理を行

うことのできるECHONET 専用の機器である。ただし、ルーティングだけを行う特殊な

装置である必要は必ずしもなく、例えば、複数のECHONET 通信のインタフェースを備

えたＰＣやコントローラが、ルーティング機能を備えルータとして動作してもよい（また、

例えばエアコンが赤外線と電灯線とのルーティング機能を備えていてもよく、機器種別に

関係なくどの機器であってもルーティング機能を備えルータとして動作してもよい）。 
 したがって、ECHONET ルータは 2 つ以上のECHONET アドレスを持つ通信装置と

なり、必然的に2つ以上のノードから構成されることになる。 
 なお、IrDA ControlをECHONET下位通信として使用する場合に必要となる要件につ

いては第６章において述べる。 
 

５．２ 機能定義 

  ECHONETルータ装置は、少なくとも以下の条件・機能を備えていることとする。 
 
（１）２つ以上のサブネットに物理的に接続されていること。これは、異なる種類の下位

通信プロトコルであってもよいし、同一の伝送メディア通信プロトコルであってもよい。

なお、接続されるサブネットごとに MAC アドレス、ECHONET アドレスを保持し管理

しなければならない（2つ以上のノードで構成される）。 
 
（２）ECHONET 通信処理部にルーティング機能を備え、ルータプロファイルオブジェ

クトを備えていること。このルーティング機能は、第２部で説明したルーティング仕様に

したがったものであること。 
 

５．３ 機械・物理特性 

 伝送メディアとの接続仕様に関しては、ECHONET ルータが対応する個々の下位通信

プロトコルに応じて、第３部に規定されたものに従う。ここでは、それ以外のECHONET
ルータとしての機械・物理特性に関して規定する。 
 

５．３．１ 表示部 

 ECHONET ルータの動作状態を表示する場合は、少なくとも下記仕様を満足すること
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を規定する。なお、個々に表示されていない手段による表示方法については、個々の製品

の独自規定とする。動作状態に関しては、第２部第5章の参照を願う。 
 

・LEDの数  
１個（運転状態提示用） 

・LEDの色 
緑 

・状態の表示方法 
通常動作時（NetID取得済み） ：点灯 
通常動作時（NetID未取得） ：点滅（周期１） 
イニシャル処理時   ：点滅（周期２） 
異常時   ：点滅（周期３） 
非動作時   ：消灯 

※周期１・・・2sec点灯、2sec消灯の繰り返し 
※周期２・・・2sec点灯、0.5sec消灯の繰り返し 
※周期３・・・0.5sec点灯、0.5sec消灯の繰り返し 

 
注） イニシャル処理とは、コールドスタート、およびウォームスタート（既に獲得し

たアドレスや、初期設定情報は保持したまま、ハードウェア的なリセット処理を

行うスタート）のことである。 
 
なお、ECHONET ルータが対応する下位通信プロトコルに応じて、第３部に規定され

た表示手段を併用してもよい。 
 

 

５．４ 電気特性 

 伝送メディアとの接続仕様に関しては、ECHONETルータが対応する個々の伝送メディ

ア通信プロトコルに応じて、第３部に規定されたものに従う。 
 

５．５ 論理仕様 

 伝送メディア通信プロトコルの論理仕様に関しては、ECHONETルータが対応する個々

の伝送メディア通信プロトコルに応じて、第３部に規定されたものに従う。プロトコル差

異吸収処理部の論理仕様に関しては、第２部の「第７章 プロトコル差異吸収処理部処理

仕様」の規定に従う。また、ルーティングの仕様に関しては、第２部で説明したルーティ

ング仕様にしたがったものであることを規定する 
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第６章 IrDA Controlルータ 

６．１ 基本的な考え方 

 ECHONETでは、IrDA Controlで構成するサブネットと隣接するサブネットとのルーティ

ング処理としては、一般の ECHONET ルータとして満足すべき要件以外に IrDA Control
固有の要件を満足する必要がある。すなわち、ECHONETルータとしての機能を必ず IrDA 
Controlのホスト上に実現することが必要となる。これは、IrDA Controlの通信機能上の制

約事項※をIrDA Controlのホストがルータとして機能する際に吸収することを目的とする為

である。 
 尚、本章では「IrDA Control ルータ」固有の規定内容についてのみ記載するものとする。

よって、「一般ルータ」と共通的な内容については、第5章を参照されたい。 
 

６.１.１.１ １）制約事項※とは 
 IrDA Controlは元々、パソコン（ホスト）と周辺機器（ペリフェラル）とを赤外線で通信

するために規定された規格であるために、以下の機能は有していない。 
 

① 周辺機器（ペリフェラル）間での通信機能（マウスとキーボード間などでの通信は

不要なため） 
② 一斉同報指定通信機能 
③ ホスト側からのバインド開始要求機能（通信開始は、周辺機器の入力操作が起点で

あるため） 
 
 

６.１.１.２ ２）制約事項の吸収方法 
 上記①～③の機能を補うために、ECHONETでは以下の機能を規定している。 
 
・ 上記①に対して：周辺機器間の通信は、ホストが電文を中継する事によって実現する。 
         （６．２ 「ペリフェラル間での通信」にて記載） 
 
・ 上記②に対して：一斉同報電文の場合は、ホストが個別に電文を送信することで実現 
         する。（６．３ 「同報指定電文での通信」にて記載） 
 
・ 上記③に対して：ペリフェラル側から定期的にバインドを起動することにより、 
         上記③の課題を解決する。ホストには受信バッファを具備することを 
         規定する。（６．４ 「アンバインド状態のペリフェラルに対する通信」 
             にて記載） 
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６．２ ペリフェラル間での通信 

 IrDA Control では前節で示したように、ペリフェラル間の直接的な通信は行え

ない。そこで、ホストが電文の中継を行うことにより、ペリフェラル間での通信（い

わゆる N:M 通信）を可能とする。尚、本節では個別指定電文についてのみ記述す

る。同報指定電文では、次節で取り上げる。 
以下に、ペリフェラルＡからペリフェラルＢに電文を送信する場合の手順につい

て示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ６．１ ペリフェラル間での通信シーケンス 
   

 このように、ペリフェラルＡは一旦、ホストに対して電文を送信する。ペリフェラルＡ

から電文を受け取ったホストはサブネット内ルーティング処理を行い、受信電文を送信電

文としてペリフェラルＢに送信する。また、図６．１のように応答電文が必要な場合も、

要求電文の場合と同様にホストが電文を中継することで可能となる。 
  
 
 図６．２に、ペリフェラル間通信を行う場合の各レイヤ間での処理の概要を示した。 
ここでは特に、IrDA Control で特徴的な処理（ホストのルーティング処理、仮想 MAC
アドレス、アドレス管理テーブルなど）を中心に説明する。 
 

（送信元ペリフェラルAでの処理） 
① ペリフェラルA のECHONET 通信ミドルウェアにおいて、送信電文を作成する。こ

のとき、SEA=自己のNodeID、DEA=送信先のNodeID を指定（図６．２の場合は、

SEA=0x02、DEA=0x03）する。 
② プロトコル差異吸収処理部において、アドレス変換処理を行う。MAC アドレスは、

DEAのNodeIDではなく、ホストのNodeID（=MACアドレス）を指定する。 
次に、電文分割、送信処理に引渡し、ECHONET下位通信ソフトウェアに対して、電

文の送信を指示する。 

サブネット内
ルーティング処理 

要求電文 

要求電文

。 。。ﾍﾟﾘﾌｪﾗﾙ A ﾍﾟﾘﾌｪﾗﾙ B ﾎｽﾄ(Ir ﾙｰﾀ)

応答電文

応答電文 
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（ホストでの中継処理） 
③ 送信元のペリフェラルアドレス（PADD 4bit）を、ホストが管理するアドレス管理テー

ブルを参照して対応する「仮想MACアドレス」（8bit）に変換する。 
④ プロトコル差異吸収処理部において、送信元「仮想MACアドレス」を送信元「NodeID」

として変換する。（１：１に対応） 
⑤ 受信電文判定処理において、送信元NetID、送信先NetIDとも自サブネットのNetID

が指定されている場合は、サブネット内通信電文と判断しサブネット内ルーティング

処理を行う。この場合、EHDのホップ数を加算せず、受信電文を送信電文としてアド

レス変換処理に渡す。 
⑥ アドレス変換処理部では、DEAのNodeIDを抽出しアドレス変換処理を行う。この場

合、DEAのNodeIDと送信先MACアドレス（仮想MACアドレス）は１：１で対応

しているので変換は必要ない。 
⑦ ECHONET下位通信ソフトウェアでは、送信先MACアドレス（仮想MACアドレス）

はアドレス管理テーブルの参照によりPADD（4bit）に変換される。（バインドしてい

ればアドレス管理テーブルの参照により、PADD に変換される。バインドしていなけ

れば、一旦、送信バッファに送信電文を保持しておく。）この時、送信先ペリフェラル

のPADDはないので、仮想MACアドレス情報を保持しておく。 

⑤ 
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６．３ 同報指定電文の通信規定 

６．３．１ 概要 

 IrDA Control では、前節で示したように、同報指定電文の機能を具備していな

い。 
そこで、ホストが自サブネットを含む同報指定電文を受信した場合、ホストはサブ

ネット内ペリフェラルに対して個々に電文を送信する必要がある。 
 本節では、ホストが同報電文を受信した場合の処理シーケンスに関して示す。 
 自サブネットに対しての同報指定は、次の二つの場合がある。 
 

（１） IrDAサブネット外から同報指定電文を受信した場合 
（２） IrDAサブネット内から同報指定電文を受信した場合 
 

     それぞれの場合について、以下に示す。 
 

６．３．２ IrDAサブネット外から同報指定電文を受信した場合 

 IrDA Controlサブネットの外から IrDA Controlサブネットを含む同報指定電文を受信

した場合の処理シーケンスを、図６.３に示す。 
 この例では、隣接するサブネットのノードXから IrDA Controlサブネットに対して、

同報指定電文を送信する場合について、説明している。尚、図中の「応答電文注(from ﾎｽﾄ)」
は、ホストが応答を返す必要がある場合に限ったシーケンスである。 
 
ホストが IrDA Controlサブネットに対する要求電文（同報）を受信した場合の、 
内部処理は、以下のようになる。 
・電文判定処理では、受信した電文のEHDが同報指定であって、なおかつ、「同報指定種

別指定コード」と「同報対象指定コード」を参照して、同報電文の宛先が「自サブネット

のNetID」を含む場合は、一般ルータと同様に「ルーティング処理」を行う。 
 
・「ルーティング処理」では、EHDのホップ数のカウントを１追加し、受信電文を送信電

文として共通下位通信インタフェースを介してプロトコル差異吸収処理部へ渡す。 
・プロトコル差異吸収処理部では、上位から受け取った送信要求を、個別下位通信インタ

フェースを介して、IrDA ControlのECHONET下位通信ソフトウェアに同報指定情報と

共に渡す。 
・ECHONET下位通信ソフトウェアでは、送信元ペリフェラル以外の送信可能なペリフェ

ラル注１) に対して、個別に、同報電文の送信を送信する。この場合のペリフェラルのMAC
アドレスは、ホストがバインド時に保持している情報であり、変換を必要としない。 
 注１) 送信可能なペリフェラルとは、ホストに対してバインド状態にある事を指している。

アンバインド状態のペリフェラルに対する電文の送信については、６．４節にて、示す。 
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すべてのペリフェラルに対して、送信が終わった場合、もしくは保持時間が過ぎた場合に

はバッファの電文を破棄して、処理を終了する。 

     図６．３ IrDA Controlサブネット外からの同報指定電文通信シーケンス 
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６．３．３ IrDA サブネット内から自サブネット宛てに同報指定電文を受信した

場合 

 次に、自 IrDA Control サブネットから自サブネット宛てに同報指定電文を受信した場

合の処理シーケンスを図６.４に示す。 
 
ホストが IrDA Controlサブネットに対する要求電文（同報）を受信した場合の、 
ホストでの内部処理は、以下のようになる。 
・電文判定処理では、受信した電文のEHDが同報指定であって、なおかつ、「同報指定種

別指定コード」と「同報対象指定コード」を参照して、同報電文の宛先が「自サブネット

のNetID」を含む場合であり、さらに送信元NetIDが自サブネットのNetIDと一致した

場合は、IrDA Control 特有の「サブネット内ルーティング処理」を行う(但し、電文送信

元ノードへのルーティング処理は、行わないこととする)。 
・「サブネット内ルーティング処理」では、EHDのホップ数のカウントは追加せず、受信

電文を送信電文として共通下位通信インタフェースを介してプロトコル差異吸収処理部へ

渡す。 
・プロトコル差異吸収処理部では、上位から受け取った送信要求を、個別下位通信インタ

フェースを介してIrDA ControlのECHONET下位通信ソフトウェアに同報指定情報と共

に渡す。 
・ECHONET下位通信ソフトウェアでは、送信可能なペリフェラル注１) に対して個別に同

報電文の送信を送信する。この場合のペリフェラルのMAC アドレスは、ホストがバイン

ド時に保持している情報であり変換を必要としない。 
 注１) 送信可能なペリフェラルとは、ホストに対してバインド状態にある事を指している。

アンバインド状態のペリフェラルに対する電文の送信については６．４節にて、示す。 
全てのペリフェラルに対して送信が終わった場合、もしくは保持時間が過ぎた場合には、

バッファの電文を破棄して処理を終了する。 
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  図６．４ IrDA Controlサブネット内からの同報指定電文通信シーケンス 
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６．４ アンバインド状態のペリフェラルに対する通信 

６．４．１ 基本的な考え方 

 ６．１の1)制約事項※で示したように、IrDA Controlはホスト側からバインド開始要求

機能を行うことはできない。このままではアンバインド時（アイドル状態）のホストや他

のサブネットからの電文を通信することが出来ない。そこで、ECHONET ではこの課題

を補う仕組みを規定に取り入れ通信開始の双方向性を擬似的に確保している。 
その為、ECHONET 下位通信ソフトウェアに対して、次の機能を具備することを必須と

規定する。 
 
ペリフェラル用下位通信ソフトウェア仕様 

・アプリケーションによって設定できる「バインド要求間隔※１」に従いホストに

対して、バインド要求を定期的に行う機能を搭載することを必須とする。但し、

この間隔は任意に設定可能なものとする。また、間隔無限大も許諾するものとす

る。 
 

ホスト用下位通信ソフトウェア仕様 
・ホストは各ペリフェラルに対して設定した「電文保持時間※２」の間、外部サブ

ネットもしくは自サブネットから受信した自サブネット宛ての電文を保持する機

能を搭載する事を必須とする。 
 

６．４．２ シーケンス 

 図６.５は、アンバインド状態にあるペリフェラルに対する他サブネットからの電文の処

理シーケンスを示したものである。以下、順を追って説明する。 
・ホストが自サブネット宛の電文を受信（個別、同報含む、また、自サブネッ

トからの場合も同じ）する。 
・ホストは、前節で示したように、電文判定、ルーティング処理などを行い、

送信要求をECHONET下位通信ソフトウェアに引き渡す。 
・送信先のペリフェラルがバインド状態であれば直ちに電文を送信するが、ア

ンバインド状態の場合（同報も含む）は、一旦、電文をバッファに保持する。 
・各ペリフェラルは定時通信機能を搭載しており、設定間隔毎にホストに対し

てバインド要求を行う。 
・ペリフェラルからバインド要求を受信したホストは、ペリフェラルに対して

バインドを開始する。 
・バインド状態となったペリフェラルに対して電文を送信する。 
応答要の場合は返答する。 
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 図６．５ アンバインド状態にあるペリフェラルに対する通信シーケンス 
 

   「バインド間隔※１」に関して 
 ECHONET規格においては、「バインド間隔※１」の設定基準に関して特には規定を定め

ない。但し、システム設計において、以下の点に留意する必要がある。 
 IrDA Control Specificationにおいては、ホストとペリフェラル間で、無通信状態が５も

しくは、３０秒間続いた場合に、アンバインド状態に移行する事が規定されている（５、

３０秒の選択は任意に設定可能である）。よって、ECHONETで常時、バインド状態を維

持しておく為には、アンバインドへの移行時間を「３０秒」と設定し、かつ、「バインド間

隔※２」を３０秒以内に設定することによって実現できる。通常は、この設定を行うことが

システム構築上望ましい。 
  
 ただし、ペリフェラルを電池駆動で構成し、かつ、人体検知センサなどで、イベント発

生時に中央監視装置に通知する事が主目的のようなアプリケーションの場合には、「バイン

ド間隔※１」を無限大に設定することで、電池の消費電力を最小に抑える事が出来、電池寿

命を伸ばすことが可能となる。 
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    「電文保持時間※２」に関して 
 システム設計、運用の観点から、「電文保持時間※２」の設定は以下の 2 点を考慮すれば

よい。 
  １．アンバインドへ移行しないような「バインド間隔※１」を設定している場合 

 ホストは受信した電文をすぐさま該当ペリフェラルへ送信できるので、電

文保持時間は数秒でよい。 
  ２．アンバインドへ移行する「バインド間隔※１」を設定している場合。 

 「電文保持時間※２」は「バインド間隔※１」よりも長く時間設定しなければ

ホストが受信した電文をペリフェラルへ送信することが出来なくなる。 
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第７章 ECHONET MACアドレスサーバ 

７．１ 基本的な考え方 

ECHONET 規格第３部では、同一サブネット内に存在する ECHONET ノードの

ECHONET MACアドレスを、クライアント・サーバー方式で集中的に管理するための

規定がなされている。本章においては、このような管理方式においてサーバとして動作

する装置を、ECHONET MAC アドレスサーバと総称し規定を行う。なお、ECHINET 
MACアドレスサーバは、ECHONETノードであることを必須の要件とはしない（すな

わちECHONET通信ミドルウェアの機能を有すことが必須の要件とはならない）。 
 

７．２ 基本機能定義 

ECHONET MACアドレスサーバは、第3部に規定されている伝送メディアごとに異

なる方法でMACアドレスを集中管理する。本節では、全てのECHONET MACアドレ

スサーバが、共通に具備すべき基本的機能を示す。その機能とは、下記の通りである。 
 

• MACアドレスを管理する範囲は、自己の属する唯一のECHONETサブネット

内であること。 
• クライアントであるECHONETノードの要求に応じて、他のECHONETノー

ドと重複しないECHONET MACアドレスの割り当てが可能であること。 
 
なお、７．３節に伝送メディアを IPv4/Bluetooth、IPv4/Ethernet/IEEE802.3 、

IEEE802.11/11bとする場合のECHONET MACアドレスサーバの機能定義詳細を示す。 
 

７．３ IPv4用および IPv6用ECHONET MACアドレスサーバ 
 
伝送メディアとして IP/Bluetoothを使用するECHONET MACアドレスサーバは、少

なくとも以下の条件・機能を備えていなければならない。また、伝送メディアとして

IP/Ethernet･802.3およびIP/IEEE802.11/11bを使用するECHONET MACアドレスサー

バにおいても、上記と同様の機能を備えていなくてはならない。 
 
（１）ECHONET 規格第 3 部第７章に規定されている、機械・物理特性、電気的仕様、

論理仕様、IPv4レイヤ論理仕様または IPv6レイヤ論理使用を満足すること。 
（２）IPv4/論理仕様または IPv6論理仕様のUDPインタフェース規定を満足すること。 
（３）MACアドレスサーバ機能必須として規定されているパケットタイプ、および全ノー

ド必須と規定されているパケットタイプをサポートすること。 
（４）サポートしたパケットに関わる通信シーケンスを、IP/Bluetoothインタフェースレ

イヤ論理仕様の基本通信シーケンス規定したがって実行可能であること。 
（５）コールドスタートが可能で、コールドスタート実行時には、IP/Bluetoothインタフェー
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スレイヤ論理仕様のECHONET MAC 立ち上げシーケンス規定にしたがって自己

のMACアドレスを確定可能なこと。 
（６）ウォームスタートが可能で、ウォームスタート実行時には、IP/Bluetoothインタフェー

スレイヤ論理仕様のECHONET MAC 立ち上げシーケンス規定にしたがって自己

のMACアドレスを確定可能なこと。 
（７）IPv4および IPv6インタフェースレイヤ論理仕様のMACアドレスサーバ規定を満

足すること。 
 

７．３．１ 機械・物理特性 

 伝送メディアとの接続仕様に関しては、対応する個々の伝送メディア通信プロトコルに

応じて、第３部に規定されたものに従う。ここでは、それ以外の通信装置としての機械・

物理特性として、表示部に関する規定する。 
７.３.１.１ 表示部 

 IP/Bluetooth、IP/Ethernet･802.3 および IP/IEEE802.11/11b用ECHONET MAC ア

ドレスサーバの動作状態を表示するために、LEDを具備する場合は、少なくとも下記仕様

を満足することを規定する。なお、ここで規定されていない手段による表示方法に関して

は、個々の製品の独自規定とする。（状態に関しては、第３部参照）。 
 

・LEDの数  
１個（運転状態提示用） 

・LEDの色 
黄色 

・状態の表示方法 
プラグ＆プレイ時   ：点灯 
プラグ＆プレイ設定異常終了時 ：点滅 
上記以外の状態   ：消灯 

 
なお、ECHONET MACアドレスサーバが対応する下位通信プロトコルに応じて、第３

部に規定された表示手段を併用してもよい。 
 

７．３．２ 電気特性 

 伝送メディアとの接続仕様に関しては、対応する個々の伝送メディア通信プロトコルに

応じて、第３部に規定されたものに従う。 
 

７．３．３ 論理仕様 

 伝送メディア通信プロトコルの論理仕様に関しては、対応する個々の伝送メディア通信

プロトコルに応じて、第３部に規定されたものに従う。 
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第８章 ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ 

８．１ 基本的な考え方 

第７部（本部）、第３章にて、ＥＣＨＯＮＥＴにおいて、家電機器にＥＣＨＯＮＥＴノー

ドとしての機能を持たせる方法として、下記のように記述している。 

 

以下、抜粋 

「ＥＣＨＯＮＥＴにおいて、家電機器にＥＣＨＯＮＥＴノードとしての機能を持たせる

方法としては、２通りが考えられる。 

 

（１）機器自体にＥＣＨＯＮＥＴノードとしての要件を収容する。 

（２）ＥＣＨＯＮＥＴノードとしての機能を持っていない機器に、アダプタを付加す

ることにより、ＥＣＨＯＮＥＴノードとしての要件を満足させる。 

 

また、アダプタと機器のインタフェースの方法により、（２）はさらに２通りの方法に分け

られる。 

 

（２－１）ＥＣＨＯＮＥＴ規格として規定されたインタフェースを持つアダプタを使

用する。 

（２－２）ＥＣＨＯＮＥＴ規格に規定されていない独自のインタフェースを持つアダ

プタを使用する。 

 

ＥＣＨＯＮＥＴ規格においては、（２－１）のようなアダプタの中で、特にＥＣＨＯＮ

ＥＴ下位通信ソフトウェア、プロトコル差異吸収処理部を持たない機器を、ＥＣＨＯＮ

ＥＴネットワークに接続するためのアダプタをＥＣＨＯＮＥＴ機器アダプタとして規定

する。」 

抜粋、終わり 

 

本章では、上記（２－１）のようなアダプタの中で、特にＥＣＨＯＮＥＴ下位通信ソフ

トウェア、プロトコル差異吸収処理部、ＥＣＨＯＮＥＴ通信処理部を持たない機器を、Ｅ

ＣＨＯＮＥＴネットワークに接続するためのアダプタをＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダ

プタとして規定する。これを図８．１に示す。 

 

図８．１に示すように、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタを接続する機器を「ＥＣ

ＨＯＮＥＴレディ機器」と定義する。 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタは、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器側のネットワーク

に関する処理負担を最小限とし、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器のコストアップ（ソフトウェ

ア/ハードウェアのコストアップ）を抑えるように構成する。 
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ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタの装置仕様、ならびに電気、論理仕様は、８．１

～８．５節に規定する。ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースソフト

ウェア仕様の機械、物理、論理特性は、８．６節に規定する。 

 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースソフトウェア仕様のプロトコ

ル仕様は、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器のネットワーク処理に関する負担を考慮し、本バー

ジョンでは次のような複数のタイプの仕様を規定する。 

（１）オブジェクト生成タイプ 

（２）Peer to Peerタイプ 

 

相互接続されるＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器の双

方が、それぞれどのような仕様を実装しているかにより、両者の接続可否が発生する。よっ

て、接続相手がどのようなタイプの仕様を実装しているかを識別するための「機器インタ

フェース情報認識サービス」を規定し、これを８．７節に記述している。 

図８．１ ECHONETミドルウェアアダプタとECHONETレディ機器 

ＥＣＨＯＮＥＴネットワーク 

 
ECHONET 

ミドルウェアアダプタ 

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェース 

ECHONET ミドル

ウェアアダプタ通信

インタフェース対応

ソフトウェア 

アプリケーション 
ソフトウェア
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図８．２ ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信ソフトウェア階層 
 
ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタと、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器がそれぞれ対応し

ているタイプ間の接続が可能な組み合わせ例は、下記のようになる。 

 

表８．１ ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタとＥＣＨＯＮＥＴレディ機器のタイプ別接続可否 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェ

アアダプタ 
ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 

オブジェクト生成タイプ オブジェクト生成タイプ 
Peer to Peerタイプ Peer to Peerタイプ 

 
オブジェクト搭載タイプで接続する場合は、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ内に、

接続するＥＣＨＯＮＥＴレディ機器に対応した基本的なオブジェクト構築情報が準備され

ていなければならない。 また、Peer to Peerタイプで接続する場合は、ＥＣＨＯＮＥＴ

ミドルウェアアダプタ内に、接続するＥＣＨＯＮＥＴレディ機器に対応したＥＣＨＯＮＥ

Ｔミドルウェアアダプタ通信ソフトウェアが準備されていなければならない。 

論理特性

物理特性

機器 I/F 情報認識

サービス 

オブジェクト

生成タイプ 
オブジェクト

搭載タイプ 
（将来規定） 

Peer to Peer
タイプ 

機器 I/F 情報認識サービス

に よ っ て 識 別 後 、

ECHONET ミドルウェア

アダプタ通信インタフェー

スのタイプを選択する。 
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８．１．１ ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタの想定構成（解説） 

想定されるＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタの実装方法に対応するため、複数のＥ

ＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信ソフトウェアプロトコルを規定している。 

想定しているＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタの構成を図８．３に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８．３ ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタの想定構成 

規格で規定の通信方式の ECHONET ミドルウェアアダプタ通信ソフトウェア

Peer to Peer な通信方式の ECHONET ミドルウェアアダプタ通信ソフトウェア

機器 

オブジェクト 機器オブジェクト生成情報 

メモリカード等の記憶媒体

データ、プログラムのダウンロード 

Peer to Peer タイプ 

ダウンロードされた 

アダプタ通信ソフトウェ

アの標準的な動作環境 

ECHONET レディ機器

ECHONET 通信処理部

プロトコル差異吸収処理部

下位通信ソフトウェア

コントローラ等

予め組み込まれ

たプログラムか

ら選択する。 

ECHONET 通信処理部 

プロトコル差異吸収処理部

下位通信ソフトウェア 

コントローラ等 

ECHONET レディ機器 

オブジェクト生成タイプ 

ECHONET 通信処理部 

プロトコル差異吸収処理部 

下位通信ソフトウェア 

機器 

オブジェクト 

コントローラ等 

機器 

オブジェクト 

機器 

オブジェクト 

機器 

オブジェクト 
機器 

オブジェクト 

ECHONET レディ機器

プログラム選択 プログラムダウンロード

ECHONET レディ機器 

ECHONET 通信処理部
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図８．３に示すように、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウウェアアダプタの実装方法として、次

のような３種類が想定される。 

 

(1)オブジェクト生成タイプ 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタとＥＣＨＯＮＥＴレディ機器の間で、規格化され

た標準的な通信方式によって情報授受を行うタイプであり、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器内

にあらかじめ準備された少なくとも一つ以上のオブジェクト生成情報を規格化された手順

によりＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタへ設定するタイプ。 

 

(2)オブジェクト搭載タイプ 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタとＥＣＨＯＮＥＴレディ機器の間で、規格化され

た標準的な通信方式によって情報授受を行うタイプであり、オブジェクト生成情報はＥＣ

ＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ内に予め保持しているか又は外部からダウンロードする

ことによりオブジェクトが生成されることが想定される。オブジェクトの取得方法につい

てはここでは規定しない。 

 

(3)Peer to Peerタイプ 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタとＥＣＨＯＮＥＴレディ機器の間で、ユーザ定義

の通信方式によって、情報授受を行うタイプ。接続されたＥＣＨＯＮＥＴレディ機器に対

応した通信方式（ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信ソフトウェア）を、あらかじ

めＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ内に備えている「プログラム選択」の形態と、外

部からダウンロードして入手する「プログラムダウンロード」形態が想定される。 

 

本規格では、家電機器の対応の経過からこれら複数の方法を想定し、ＥＣＨＯＮＥＴミ

ドルウェアアダプタとＥＣＨＯＮＥＴレディ機器が正当な組み合わせで接続された場合に

は、これを識別し、接続、動作するようにするため、下記を規格化する。 

 
(1)オブジェクト生成タイプを実現する、標準的な通信方式。 

オブジェクト生成タイプを実現するための標準的な通信方式を規定し、また、ＥＣＨＯ

ＮＥＴレディ機器からオブジェクト生成情報を取得し、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダ

プタ内にオブジェクトを生成するための方法を規定する。 

オブジェクト生成情報をダウンロードする場合については、本バージョンでは規定しな

い。 

 
(2)Peer to Peer 方式プログラムダウンロード形態を実現する通信方式 

 ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器から、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信ソフトウェ

アをダウンロードする通信方式を規定する。ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器以外からダウンロー

ドする通信方式は、本バージョンでは規定しない。 

 

(3)ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器の通信方式を識別する方法 「機器インタフェース情報認識

サービス」 
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ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器の機器インタフェース情報を取得し、通信方式（オブジェク

ト生成方式、あるいはPeer to Peer方式、あるいはその他の新通信方式）や、機器の情報

を識別するためのサービス。 

本サービスに従い、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタからＥＣＨＯＮＥＴレディ機

器に機器インタフェース情報の問い合わせを行う。問合せ後、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェ

アアダプタは取得した情報にもとづくＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信ソフトウェ

アを実行する。 

 
(4)上記共通の、通信インタフェースの論理、物理特性。 

 
また、機器インタフェース情報認識サービスの実施イメージを図８．４に記載する。詳

細は図８．１３参照のこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図８．４ ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器の認識プロセス 
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機器が、9600bpsに対応
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については規定しな
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タイプ毎の通信手順 

オブジェクト生成タイプ 
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認識可
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 ８-７

© 2000（2011）  ECHONET CONSORTIUM  ALL RIGHTS RESERVED

ECHONET SPECIFICATION 
第７部 ECHONET 通信装置仕様 
第８章 ECHONET ミドルウェアアダプタ 

Date：Jun. 30, 2011
     Version 4.00

CONFIDENTIAL
ECHONET CONSORTIUM

 

８．２ 機能定義 

 ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタとして、必要な機能を以下のように規定する。 

 

（１）伝送メディアとの入出力機能 

 第３部に規定されている下位通信プロトコル仕様にしたがって、伝送メディアとの間で

電文を入出力するための機能。本機能は、ＥＣＨＯＮＥＴ下位通信ソフトウェアが実行す

る。すなわち、ＥＣＨＯＮＥＴ下位通信プロトコルを扱うことができる１つのトランシー

バが機能として必要となる。 

 

（２）プロトコル差異吸収機能 

第２部の「第７章 プロトコル差異吸収処理部処理仕様」に規定されている処理を行う

ための機能で、ＥＣＨＯＮＥＴ下位通信ソフトウェアとＥＣＨＯＮＥＴ通信処理部プロト

コル相互の変換を行う。本機能は、プロトコル差異吸収処理部が実行する。 

 

（３）ＥＣＨＯＮＥＴ通信処理機能 

第２部の「第６章 ＥＣＨＯＮＥＴ通信処理部処理仕様」に規定されている処理を行う

ための機能。本機能は、ＥＣＨＯＮＥＴ通信処理部が実行する。 

 

（４）ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェース機能 

本章の「８．６ ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信ソフトウェア仕様」に規定

される機能であり、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器アプリケーションソフトウェアと、ＥＣＨ

ＯＮＥＴ通信処理部間で、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェース仕様

に基づくＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器間の通信処理

を行う。本機能は、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信ソフトウェアが実行する。 
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図８．５ ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタの機能 

 

８．３ 機械・物理特性 

伝送メディアとの接続仕様に関しては、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタが対応す

る個々のＥＣＨＯＮＥＴ下位通信ソフトウェアに応じて、第３部に規定されたものに従う。

また、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器との接続仕様に関しては、第６節において規定する。こ

こでは、それ以外のＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタとしての機械・物理特性に関し

て規定する。 

 

８．３．１ 形状 

 形状に関しては、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースによるＥＣ

ＨＯＮＥＴレディ機器との接続部以外、特に規定は設けない。伝送メディアとの接続部の

形状に関しては、使用する各ＥＣＨＯＮＥＴ下位通信ソフトウェアにおける規定に従うも

のとする。 
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８．３．２ 表示部 

 ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタの動作状態を表示するためにLEDを具備する場合

は、少なくとも下記仕様を満足することを推奨する。なお、ここで規定されていない手段

による表示方法に関しては、個々の製品の独自規定とする。 

 

① LEDの数  ：１個（運転状態提示用） 
② LEDの色  ：緑 
③ 状態の表示方法  通常動作時  ：点灯 

   イニシャル処理時 ：点滅（長周期） 
   異常時   ：点滅（短周期） 
   非動作時  ：消灯 

※長周期・・・約2sec点灯、約0.5sec消灯の繰り返し 
※短周期・・・約0.5sec点灯、約0.5sec消灯の繰り返し 

 
  注）イニシャル処理とは、コールドスタート（完全リセットスタート）、およびウォー 
    ムスタート（既に獲得したアドレスや、初期設定情報は保持したまま、ハードウェ 
    ア的なリセット処理を行うスタート）のことである。 

 

８．４ 電気特性 

 伝送メディアとの接続仕様に関しては、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタが対応す

る個々のＥＣＨＯＮＥＴ下位通信ソフトウェアに応じて、第３部に規定されたものに従う。

また、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器との接続仕様に関しては、第６節に規定する。 

 

８．５ 論理条件 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信ソフトウェアの論理条件については、第６節

において規定する。ＥＣＨＯＮＥＴ下位通信ソフトウェア、プロトコル差異吸収処理部に

関する論理条件については、それぞれ第３部、第２部を参照願いたい。 
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８．６ ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信ソフトウェア仕様 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信ソフトウェアとは、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェ

アアダプタ、及びＥＣＨＯＮＥＴレディ機器上で動作するものであり、ＥＣＨＯＮＥＴミ

ドルウェアアダプタ通信ソフトウェアプロトコルを扱う。ここでは、ＥＣＨＯＮＥＴミド

ルウェアアダプタ通信インタフェース、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信ソフト

ウェアプロトコル、及びその扱いについて規定する。 

 

８．６．１ ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースの概要 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信ソフトウェアによるＥＣＨＯＮＥＴミドルウェ

アアダプタと機器との間のやり取りを、図８．６に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     Ａ：ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェース機械・物理・電気特性 
     Ｂ：ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信ソフトウェアプロトコル 

 
       図８．６ ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタと機器のやりとり 

Ａ

Ｂ
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８．６．２ ECHONETミドルウェアアダプタ通信インタフェース機械・物理特性 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースの、機械・物理特性について

規定する。 

 
（１） 伝送メディア 
ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースで使用する伝送メディアは、

以下のように推奨する。 

 
  多芯ケーブル ８本  心線径は規定せず 
 

（２） ケーブル長 
オープンコレクタの場合、保証の範囲は最大２ｍまでとする。 

 
（３） 接続形態 

１つのＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタと対応する一つのＥＣＨＯＮＥＴレディ

機器の、１対１接続形態とする。 

 

（４） コネクタ形状 
ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器側のコネクタはＰＨコネクタ８ピンを推奨とする。 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ側のコネクタについては特に規定しない。 

（参考文献 第７部３章 図３．１１） 

 

特に、コンシューマが、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタを取り付け、交換など

を行うことを前提としてコネクタを実装する場合は、以下の検討項目に対してクリアに

する必要がある。 

● 誤挿入防止 

● 活線挿抜対応 

● 給電クラス 

 

そこで、給電クラス1用に、これらの検討項目をクリアした推奨ミドルウェアアダプ

タ9Ｐコネクタ（MA9/MA9Bコネクタ）を、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器側（ＭＡ９/MA9B
ソケット）とＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ側（ＭＡ９/MA9B プラグ）のコネ

クタとして推奨する。 

※ 給電クラス１と給電クラス２，３の異なる機器で使用すると、故障などの問題が

発生するおそれがあるため、MA9/MA9Bコネクタは給電クラス1の機器のみに

使用する。 
※ 給電クラス1の範囲内であっても給電容量による違いで動作しないことを防ぐた

め、給電容量２０００ｍＶＡ未満をＭＡ９コネクタ、給電容量２０００ｍＶＡ以

上をＭＡ９Ｂコネクタとする。 
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MA9/MA9Bコネクタを採用した場合は、多芯ケーブルの本数は問わないものとする。

メーカーがコネクタを採用する場合においては、厳密な相互互換を目指すためにこの

MA9/MA9Bコネクタの仕様に沿うことが望ましい。 

 

 

MA9/MA9Bコネクタ仕様 

 

●物理仕様 

項目 内容 備考 

極数 ９極 

ECHONETミドルウェアアダプタ規格推奨の８極に、将来規定と

して家電機器WakeUP 機能を追加。（WakeUP 動作内容は要検討

事項） 

コネクタ端子間ピッチ 2mm 家電機器、アダプタの電力供給と信号線を考慮した設定 

定格電流 0.5A DC ECHONETにおける家電機器の電力供給 

定格電圧 15V DC ECHONETにおける家電機器の電力供給 

使用温度範囲 －20℃～＋85℃ 
屋外での使用も想定。 

定格電圧・電流で連続して使用可能な周囲温度の範囲。 

保存温度範囲 －40℃～＋85℃ 
屋外での使用も想定。 

無負荷の状態で保存できる周囲温度の範囲。 

耐熱性 

・接触抵抗 

 初期規格値の２倍以下 

・絶縁抵抗 

 初期規格値を満足すること 

・耐電圧 

 初期規格値を満足すること 

・外観 

 ひび割れ、変形などの異常がな

いこと 

85±2℃、500時間放置後、常温常湿中に0.5時間放置し測定。

耐寒性 

・接触抵抗 

 初期規格値の２倍以下 

・絶縁抵抗 

 初期規格値を満足すること 

・耐電圧 

 初期規格値を満足すること 

・外観 

 ひび割れ、変形などの異常が

ないこと 

-40±2℃、500時間放置後、常温常湿中に0.5時間放置し測定。

耐湿性 

・接触抵抗 

 初期規格値の２倍以下 

・絶縁抵抗 

 初期規格値を満足すること 

・耐電圧 

 初期規格値を満足すること 

 

・外観 

 ひび割れ、変形などの異常が

ないこと 

60±2℃、相対湿度90～95％、500時間放置後、 

常温常湿中に0.5時間放置し測定。 
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接触抵抗 10ｍΩ or 以下 

適合コネクタを嵌合し、各端子間を測定する。 

（但し、導体抵抗は除く） 

   測定周波数 1,000Hz、測定電流 100mA or 以下 

絶縁抵抗 1000ＭΩ or 以上 導通相互間に DC500V 1分間印加後 測定 

耐電圧 
アーク、絶縁破壊などの異常がな

いこと 

導通相互間に AC500V 1分間印加し 確認 

遮断電流: 2mA 

絶縁 
絶縁距離 2.5mm以上 

図8.7(b) ＊２部分を参照 

MA9プラグの端子(充電部)とコネクタ開口部（外郭）との絶縁

距離2.5mm以上を確保する。（補助絶縁対応） 

材料 

RoHS指令適合 

ハウジング 

UL94 V-0 以上 

PBTガラス入り 

コンタクト（導電部） 

銅合金 

 

 

 

 

 

形状仕様 

給電クラス1 の２０００mVA未

満の用途に使用 

ＭＡ９ソケット 

(ECHONETレディ機器側) 

ＭＡ９プラグ 

(ECHONET ﾐﾄﾞﾙｳｪｱｱﾀﾞﾌﾟﾀ側) 

嵌合部分 
 

給電クラス1 の２０００mVA以

上の用途に使用 

ＭＡ９Ｂソケット 

(ECHONETレディ機器側) 

ＭＡ９Ｂプラグ 

(ECHONET ﾐﾄﾞﾙｳｪｱｱﾀﾞﾌﾟﾀ側) 

嵌合部分 
 

 

図8.7(a) の形状であること 

 

図8.7(b) の形状であること 

 

図8.7(c) の形状であること 

 

 

 

図8.7(d) の形状であること 

 

図8.7(e) の形状であること 

 

図8.7(f) の形状であること 

誤挿入防止機構 図8.7(a) ＊１ 部分を参照 ユーザーによる誤挿入を想定し、防止する機構を設ける。 

活線挿抜機構 図8.7(b) ＊１ 部分を参照 
挿抜時に１番ピンが最初に接触し、最後まで接触を保つタイミ

ング機能により、機器とアダプタの安全性を確保 

挿抜回数 500回  

ロック機構 
有り（ハーフロック） 

図8.7(c) ＊１ 部分を参照 

） 

アンロック強度20～40N程度とし、確実に挿入されたことが認

識できること。 

防水機構 
Ｏリング用溝 

図8.7(c) ＊２ 部分を参照 

防水、防沫のコネクタを作成できるように、Ｏリングを装着す

るための溝を設ける。 
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図８．７(a) MA9 ソケット（ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器側） 

 

＊１ 

誤挿入防止用 

として切り欠き 

を設定 
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図８．７（ｂ） ＭＡ９プラグ（ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ側） 

＊１ 

活線挿抜対応 

の為、GND端子 

を長くしている 

＊２ 
絶縁対策として、

２．５ｍｍを確保

する 
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図８．７（ｃ） ＭＡ９コネクタ 嵌合図 

 

＊１ 

テーパー形状による

ハーフロック構造 

＊２ 

防水 O リング取り

付け用溝 

ECHONET 

ミドルウェアアダプタ側 
ECHONET レディ機器側 

＊３ 
シェルの有無は 
特に規定しない。 
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（注） 

 ＭＡ９Ｂソケットは、断面Ｂ－Ｂの凹溝(2 箇所)以外ＭＡ９ソケットと同一形状としている。従って、ＭＡ

９Ｂプラグだけでなく、ＭＡ９プラグと接続可能。 

 

 

図８．７（ｄ） MA9B ソケット（ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器側） 

 

＊1 
ＭＡ９Ｂプラグの突起部の受け側と

して凹溝を設ける。（２箇所） 
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（注） 

 ＭＡ９Ｂプラグは、凸部を設けた以外はＭＡ９プラグと同一形状である。凸部に対応した凹溝を設けたＭＡ

９Ｂソケットだけが接続可能で、ＭＡ９ＢプラグとＭＡ９ソケットは接続不可。 

 

 

 

図８．７（ｅ） ＭＡ９Ｂプラグ（ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ側） 

＊1 
ＭＡ９コネクタとの誤挿入防止対策

として、凸部を設ける。（2箇所） 
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（注） 

 断面Ａ－Ａの嵌合図は、図８．７（ｃ）と同一のため記載しない。 

 

 

図８．７（ｆ） ＭＡ９Ｂコネクタ 嵌合図 (断面Ｂ－Ｂ) 

 

＊２ 

防水 O リング取り

付け用溝 

ECHONET 

ミドルウェアアダプタ側 
ECHONET レディ機器側 
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（５） コネクタと信号の対応 

図８．８に PH コネクタのピン配列を示す（推奨）。また、ＭＡ９/ＭＡ９Ｂコネクタ

使用時のピン配列も合わせて示す（推奨）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．８（ａ） ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェース ピン配置（推奨） 

 

 

●ＭＡ９/ＭＡ９Ｂコネクタ使用時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．８（ｂ） ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェース ピン配置２（推奨） 

 

 

 

 

GND
Tx
Rx

受電

RTS
CTS
RST
給電

GND
Rx 
Tx 
給電 
CTS 
RTS 
RST 
受電

1
2
3
4
5
6
７

8

1
2
3
4
5
6
7
8

ECHONETミドルウェアアダプタ ECHONETレディ機器

GND
Tx
Rx

受電

RTS
CTS
RST
給電

WakeUP

1
2
3
4
5
6
７

8
９

GND 
Rx 
Tx 
給電 
CTS 
RTS 
RST 
受電 
WakeUP（受け側） 

1
2
3
4
5
6
7
8
９

ECHONETミドルウェアアダプタ ECHONETレディ機器
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８．６．３ 電気特性 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースの、電気特性について規定す

る。 

 

（１） ケーブルの特性インピーダンス 
特に規定しない。 

 
（２） 信号の伝送速度 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースの機器インタフェース情報認

識サービスで使用する信号の伝送速度としては、以下の２種類の速度を実装する。ＥＣＨ

ＯＮＥＴレディ機器は、下記２種類の速度のいずれか一方を搭載するものとする。 

 

    伝送速度 ２４００ｂｐｓ ± ２％ ／ ９６００ｂｐｓ ± ２％ 

 

○受給電  ８．６．３ (5)給電 参照 

ECHONET レディ機器→ECHONET ミドルウェアアダプタ 

   ECHONET レディ機器：オプション  

   ECHONET ミドルウェアアダプタ：オプション 

ECHONET ミドルウェアアダプタ→ECHONET レディ機器 

   ECHONET レディ機器：オプション  

   ECHONET ミドルウェアアダプタ：オプション  

○RST（リセット） 

ECHONET レディ機器から ECHONET ミドルウェアアダプタへのリセット出力 

Low でアダプタのマイコン動作停止状態、Low→High でリセット起動 

   ECHONET レディ機器：オプション 

   ECHONET ミドルウェアアダプタ：必須 

○RTS/CTS ８．６．４ (1)制御方式 参照 

ECHONET レディ機器側：オプション 

ECHONET ミドルウェアアダプタ側：必須 
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（３） 信号の伝送方式、及び伝送波形 
コネクタ端子をインタフェースのポイントとし、信号の伝送方式、及び伝送波形を、以

下のように規定する。 

① 伝送方式：ベースバンド伝送 

② 伝送波形：単流ＮＲＺ方式 

③ 論理     

 

  

 

 

 

図８．８ 論理レベル 
 

（４） 出力端子仕様 
タイプ１：オープンコレクタ 

タイプ２：3.3V CMOS 
 

（５） 給電仕様 
 

表８．２ ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器給電仕様（クラス１） 
給電電圧 ４．５Ｖ～１５．０Ｖ 
給電容量 １２００ｍＶＡ 以上 

 

表８．３ ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器給電仕様（クラス２） 
給電電圧 ４．５～５．５Ｖ 
給電容量 ３００ｍＶＡ 以上 

 

表８．４ ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器給電仕様（クラス３） 
給電電圧 ３．０～４．５Ｖ 
給電容量 ３００ｍＶＡ 以上 

 

表８．５ ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ給電仕様 
給電電圧 ３．０～５．５V 
給電容量 １００ｍVA以上 

 

（６） リセット 
ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器からＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタを電気的にリセッ

トするためのリセット端子（ＲＳＴ）を規定する。ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器での実装は

オプションとするが、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタでは実装必須とする。ＲＳＴ

端子がＨｉｇｈ 状態で通常動作とし、Ｌｏｗ状態でＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプ

タ動作停止とし、Ｌｏｗ → Ｈｉｇｈ でリセット起動とする。 

０ １
High Level

Low Level
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８．６．４ 論理条件 

 ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースの論理条件について規定する。 
 

（１） 制御方式 
ＲＴＳ／ＣＴＳによる制御方式とする。 ＲＴＳは、相手側への送信開始の通知、及び

受信不可の状態を通知する為の信号とし、ＣＴＳは、相手側の受信可否状態の通知、及び

相手からの通信開始の通知用の信号とする。 電文送信時のＲＴＳ／ＣＴＳの制御手順は、

以下とする。 
 

    ①受信できない場合はＲＴＳを「High Level」にし、受信可能な場合はＲＴＳを 

     「Low Level」にする。 

  ②送信する前にＣＴＳが「Low Level」であることを確認する。 

     （ＣＴＳが 「High Level」 の場合は送信しない） 

  ③ＴＸＤにデータを出力する。 

 

先にサービス要求を送信開始した方を優先するが、サービス要求の衝突が起きた場合は、

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタからのサービス要求の送信を優先する。 また、フレー

ム送信中に、ＣＴＳの状態が変わっても、送信側は、当該フレームの送信は中断しなくても

よい。 中断した場合には、当該フレームは無効として、その後の規定処理を行う。 

 

（２） 同期方式 
同期方式はキャラクタ毎の調歩同期とし、以下のように規定する。 

 

① キャラクタ構成（図８．９参照） 合計１１ビット 
スタートビット（ＳＴ） ：１ビット 
データ   ：８ビット 
パリティ  ：１ビット 
ストップビット（ＳＴＰ）：１ビット 

② データ送信順序 ：ＬＳＢファースト 
③ スタートビット ：論理０ 
④ ストップビット ：論理１ 
⑤ パリティ  ：偶数パリティ 

 

 

 

 

 

 図８．９ キャラクタ構成 
 

 

 

ST b0 b1 b2 b3 b4 b5 b6 b7 P STP 

LSB MSB 
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（３） 時間規定 
機器I/F情報認識サービス実行時の、時間規定を図８．１０、表８．６に示す。アダプタ

が要求フレームを送信し、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器がこれを受信し応答フレームを送信す

る。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

図８．１０ 時間規定 

 

 

表８．６ 時間規定 
記号 該当側 時間名称 内容 

Ｔ０ ECHONETミドルウェアアダプタ／

ECHONETレディ機器 
受信側フレーム同期確認 
（フレーム終了、先頭判定）

受信なしの状態を 
9600bps 以下の場合は １０ｍｓｅｃ以上 
9600bps を超える場合は３キャラクタ構成長以上

Ｔ１ ECHONETミドルウェアアダプタ 応答待ちタイムアウト 自送信フレームの終わりから ３００ｍｓｅｃ 
 

Ｔ２ ECHONETミドルウェアアダプタ 再送信禁止時間 自送信フレームの終わりから ３００ｍｓｅｃ 
 

Ｔ３ ECHONETレディ機器 応答送信禁止時間 
(T4確認時間を意味する) 

9600bps 以下の場合は １０ｍｓｅｃ以上 
9600bps を超える場合は３キャラクタ構成長以上 

Ｔ４ ECHONETミドルウェアアダプタ／

ECHONETレディ機器 
送信側キャラクタ構成間隔 9600bps 以下の場合は １０ｍｓｅｃ未満 

9600bps を超える場合は３キャラクタ構成長未満 

 

（４） フィールド構成 
ECHONETミドルウェアアダプタ通信インタフェースのフレームは、制御コード（STX）
を先頭に、チェックコード（FCC）を最後部に配置し、これらの間にデータを挿入する。

挿入するデータは、「８．６．５ ECHONETミドルウェアアダプタ通信ソフトウェアプ

ロトコル」に示される各プロトコルにより異なる。 
 

 アダプタ 

Ｔ１ 

Ｔ３ 

機器 

  

要求フレーム

応答フレーム 

   

STX FCC

STX FCC 

Ｔ０ 

Ｔ２

STP ST

Ｔ４ 
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（５） 制御コード（ＳＴＸ） 
先頭コード。０ｘ０２固定とする。 

 

（６） データ部（ＤＡＴＡ） 
データ部は、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースのＳＴＸの次から

ＦＣＣの前までである。 ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースのタイ

プにより、具体的な内容は異なる。（詳細は、「８．６．５ ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアア

ダプタ通信ソフトウェアプロトコル」参照。） 

 

（７） チェックコード（ＦＣＣ） 
チェックコードは、フレーム伝送エラー検出のためのものであり、データ部のキャラクタ

の値を合計した値の２の補数とする。 

 

（８） フレームの終了検出 
ストップビット検出後、３フィールド長未満（ただし 9600bps 以下の場合は１０msec）

経過しても次のキャラクタのスタートビットが検出されない場合、フレームは終了したもの

と判断する。 

 

（９） 誤り検出 
受信端末は以下の誤り検出を行う 

 
○バイト受信エラー 

       各バイトに、パリティビットを設ける。パリティは、偶数パリティ。 
フレーム受信中，任意の１バイト受信においてパリティエラーを検出した場合，受信端末

は受信中のフレームを無効とし，破棄する。 
       フレームの破棄は，フレーム受信完了またはフレーム受信タイムアウト時点とする。 

 
○FCCエラー 

       １フレーム受信完了時にFCCチェックを行う。FCCは、ＤＡＴＡ部の総和の２の補数。 
       FCCコードが正常の場合は，フレームを有効とする。 
       FCCコードが不正の場合は，フレームを無効とし，破棄する。 

 

（１０） 誤り制御 
ACK/NAKによる誤り制御は無し。 

 

８．６．５ ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信ソフトウェアプロト

コル 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信ソフトウェアプロトコルは、ＥＣＨＯＮＥＴミ

ドルウェアアダプタのタイプにより異なる。 本部において、以下の３つそれぞれについて、
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以降、節を分けて規定する。  

 

① 機器インタフェース情報認識サービスソフトウェアプロトコル 

② オブジェクト生成タイプ用通信ソフトウェアプロトコル 

③ Peer to Peerタイプ用通信ソフトウェアプロトコル 
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８．７ 機器インタフェース情報認識サービス 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタに接続したＥＣＨＯＮＥＴレディ機器の機器インタ

フェース情報を認識するためのサービス仕様を示す。 

 

８．７．１ 機器インタフェース情報認識サービス用フレーム構成 

「機器インタフェース情報認識サービス」を実行する際のフレームの構成を図８．１２の

とおり規定する。 フレームタイプコード（ＦＴ）、コマンド番号コード（ＣＮ）、フレーム

番号コード（ＦＮ）、データ長コード（ＤＬ）、フレームデータ（ＦＤ）の部分が、ＥＣＨＯ

ＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースプロトコルのＤＡＴＡとなる。  

 

 

 

 

図８．１２ 機器インタフェース情報認識サービスソフトウェアプロトコル 

 

 

（１） ＳＴＸ（制御コード） 

先頭コード。機器インタフェース情報認識サービスソフトウェアプロトコルにおいては、 

０ｘ０２固定とする。 

 

（２） ＦＴ (Frame Type：フレームタイプ) 

フレーム毎のタイプを示す。機器インタフェース情報認識用フレームは、０ｘＦＦＦＦ固

定とする。 

 

（３） ＣＮ（Command No.：コマンド番号コード） 

コマンド番号コードは、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースの機器

インタフェース情報認識サービスソフトウェアプロトコルで規定されているサービスを指定

するための１バイトのコードとする。 

2byte 

ＦＤ

1byte 

STX ＦＴ DL

1byte 最大 16 byte

ＦＮＣＮ 

1byte 2byte

FCC

1byte
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表８．７ 機器インタフェース情報認識サービスのコマンドコード 

上位４ビット 
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D E F

0 機器インタフェース情報
要求 

       機器インタフェース情
報応答 

       

1 機器インタフェース情報
確定通知 

       機器インタフェース情
報確定受理応答 

       

2 -        -        
3 -        -        
4 -        -        
5 -        -        
6 -        -        
7 -        -        
8 -        -        
9 -        -        
A -        -        
B -        -        
C -        -        
D -        -        
E -        -        

 
 
 
 
 
下
位
４
ビ
ッ
ト 

F -        -        
 

 

 

 

（４） ＦＮ (Frame No：フレーム番号) 

要求側が付与する番号。（0ｘ0１～0ｘFF）応答フレームは対応する要求フレームと同じ番

号にする必要がある。 

なお、フレーム番号に対応できないＥＣＨＯＮＥＴレディ機器についてはこの番号を0x00

固定値とする。 

 

（５） ＤＬ（Data Length：データ長コード） 

データ長コードは、後に続くフレームデータ（ＦＤ）部のサイズを示す２バイト長のコー

ドとする。 サイズは、バイト数とし、ＨＥＸ表示する。本サービスにおいては、ＤＬの取

る最大値は、0ｘ0010とする。 尚、本データの配置はビッグエンディアンとする。 

 

（６） ＦＤ（Frame Data:フレームデータ） 

フレームデータ部は、フレームタイプ（ＦＴ）及びコマンド番号コード（ＣＮ）により規

定されるデータのフィールドである。 ２バイト以上のデータの並びはビッグエンディアン

とする。具体的な構成は、コマンド番号コード（ＣＮ）毎に規定する。 

 

（７） ＦＣＣ（Frame Check Code:フレームチェックコード） 

フレームチェックコードとして１バイトのチェックコードを規定する。 

for future reserved for future reserved 
注）－：機器インタフェース情報認識サービスコマンド for future reserved 
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８．７．２ 機器インタフェース情報認識サービス用コマンド 

以下に、各ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースの機器インタフェー

ス情報認識サービスで用いるコマンドの詳細を示す。 

 

（１） 機器インタフェース情報要求／応答コマンド（Required） 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタが、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器が実装するＥＣＨＯ

ＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースの種類を取得する。 

 

◇要求コマンドの方向 

   ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ → ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 

 

◇要求コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x02 
           ＦＴ ：0xFFFF 
  ＣＮ ：0x00 
           ＦＮ ：0x＊＊ 
  ＤＬ ：0x0000 

   ＦＣＣ ：0x＊＊ 
 

◇応答コマンド 

 

 
 

   ＳＴＸ ：0x02 
                   ＦＴ   ：0xFFFF 
   ＣＮ ：0x80 
                   ＦＮ   ：要求時の値（機能を搭載していない場合は０ｘ００） 
   ＤＬ ：n + 2 
   ＦＤ(0) ：ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器対応ミドルウェアアダプタ種別 
 
 
 
       b2～b７：for future reserved（０固定） 
         
        b１：オブジェクト生成タイプ（０;無，１;有） 
        b０：Peer to Peerタイプ搭載（０;無，１;有） 
 
   ＦＤ(1) ：伝送速度 
                0x00             2400bps 
                                0x01             4800bps 
                0x02             9600bps 
                                0x03             19.2Kbps 
                0x04             38.4Kbps 
                                0x05             57.6Kbps 

ＳＴＸ ＣＮ 
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト

ＳＴＸ 
１バイト 

ＦＴ 
１バイト 

FD(0)
２バイト

FD(1) FD(2) DL
１バイト １バイト n バイト 

☆ 
b0 b1 b2 b3 b4 b5 b6 b7

☆ 0 0 0 0 0 0

ＦＮ ＤＬ

１バイト 2バイト

CN ＦN 
2バイト １バイト

FCC
１バイト

FCC

１バイト
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                0x06             115Kbps 
                                0x07～0xFF      未定義（for future reserved） 
 
   ＦＤ(2) ：方式別定義領域 （n byte） 
     － オブジェクト生成タイプ：無し（０Byte） 
      
     － Peer to Peerタイプ 

 
 

 
 
 
 

インタフェース情報（１バイト） 
b0 b1 b2 b3 b4 b5 b6 b7 
＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

 
 b7,b6：通信シーケンス 

                         b7,b6＝0,1：アダプタポーリング 1,1：双方向 
                             1,0 0,0：未定義 

 b5：フロー制御有無 0：無し １：有り 
 b4：ＡＣＫ/ＮＡＫ応答有無 0：無し 1：有り  
 b3：ダウンロード有無 ０：無し １：有り  

 b2～b0：未定義 
 

ＥＣＨＯＮＥＴメーカーコード（３バイト） 
                                 ＥＣＨＯＮＥＴ規定による 

機種コード（２バイト） 
                                  １バイト目：クラスグループ 2バイト目：クラスコード 

型式コード（２バイト） 
                                 メーカーコード＊機種コード毎に独自規定 

 
   ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

 

FD(2)

インタフェース情報 ECHONETﾒｰｶｰｺｰﾄﾞ 機種コード 型式コード 
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（２） 機器インタフェース情報確定通知／確定受理応答コマンド（Required） 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタは、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器から指定された通信

方式に対応可能か対応不可能かを、機器インタフェース情報確定通知によりＥＣＨＯＮＥＴ

レディ機器に通知する。本通知は、機器インタフェース情報受信後、Ti=300msec 以内に行

うものとする。対応可能とした場合は、機器インタフェース情報確定受理応答の待ち受けを

行う。対応不可とした場合は、接続不可状態に遷移する。 

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器は、機器インタフェース情報確定通知を受信した場合、Result

の値をチェックし、値が「対応可」である場合は、Ti=300msec 以内に機器インタフェース

情報確定受理応答をＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタに送信後、未確認状態に遷移する。

値が「対応不可」の場合は、機器インタフェース情報要求の待ち受けとなる。 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタは、機器インタフェース情報確定通知送信後、300msec

以内に機器インタフェース情報確定受理応答を受信した場合は、未確認状態に遷移にする。

300msecを経過しても受信しない場合は、機器インタフェース情報要求送信を再度行う。 

 

◇要求コマンドの方向 

   ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ → ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 

 

◇要求コマンド 

 

 
 

   ＳＴＸ ：0x02 
                   ＦＴ   ：0xFFFF 
   ＣＮ ：0x01 

           ＦＮ   ：0x＊＊ 
   ＤＬ ：0x0001 
   ＦＤ(0) ：Result 
      0x01 ：対応不可 
      0x00 ：対応可 
      0x02 ：現行速度対応可（指定速度対応不可） 
      0x11 ：複数指定時Ｐeer to Peerタイプ対応可 
      0x12 ：複数指定時オブジェクト生成タイプ対応可 
   ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

◇応答コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x02 

                   ＦＴ   ：0xFFFF 
   ＣＮ ：0x81 
                   ＦＮ   ：要求時の値（機能を搭載していない場合は０ｘ００） 

  ＤＬ ：0x0000 
   ＦＣＣ ：0x＊＊ 

ＳＴＸ FD(0)
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト

FCCＣＮ 
１バイト １バイト

ＳＴＸ 
１バイト 

ＦＴ 
2バイト

ＤＬ

２バイト

FCC
１バイト

DLＦＮ 

１バイト2バイト

ＣＮ ＦＮ 
１バイト １バイト
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８．７．３ 機器インタフェース情報認識サービスシーケンス 

図８．１３に本サービスの動作シーケンス、図８．１４に、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェア

アダプタ、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器双方の状態遷移図を示す。両図に示すように、ＥＣＨ

ＯＮＥＴミドルウェアアダプタ、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器双方は、機器インタフェース情

報認識サービスが正常に実行できるまでを「未認識」状態とし、可能な伝送速度で、順次機

器インタフェース情報認識サービスの実行を試みる。機器インタフェース情報認識サービス

によってＥＣＨＯＮＥＴレディ機器の通信方式を認識し、以降はその方式で通信を行う。 

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ共に、起動後、または

いずれかの側がリセットなどされた場合を考慮し、各通信方式においては、同期ずれ等正常

に通信できない状況(通信不良)を検出した場合は、適当な回復策（複数回試みるなど）を実

施後、回復しない場合は図８．１４に示すような状態遷移で、未認識状態に遷移する必要が

ある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８．１３ 動作シーケンス 

ECHONETミド

ルウェアアダプタ

ECHONET 
レディ機器 

機器インタフェース情報要求 速度Ａ

機器インタフェース情報応答 速度 B

Min:T1(図８．１４、表８．８) 未認識  

各伝送速度で試行 

 Ttrans 

○○方式で確認

確認応答 

認識済み(未確認) 

 

以降各方式での通信手順

に準ずる 

 

認識した方式で確認を実

行する 

認識済み(確認済み)

機器インタフェース情報要求 速度B

機器インタフェース情報確定受理応答 速度 B

機器インタフェース情報確定通知 速度B 
Ti 
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Ttrans ：各方式仕様への移行時間。500msec以上あけること。 
Ti   ：MAX.300msec 
アダプタは、応答を正常に認識できない場合はT1時間(図８．１０)後再度認識サー

ビスを発行する。 
 

８．７．４ タイプ共通用状態遷移図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             図８．１４ 状態遷移 

 

通信不良：各方式の通信手順による。 
注）通信不良検出時に、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタは再度確認処理を実施するこ

とも可。 
電源投入時に、未認識状態から起動するか、認識済みから起動するか否かは、実装に委

ねる。 
 

未認識 

認識済み

認識サービス正常実施

＆移行時間経過 

通信不良検出／回復策実施

通信不良回復不可 

電源投入 
(リセット) 

認識確認失敗 

未確認 

確認済み 

確認成功
通信不良検出 注）

接続不可 接続失敗 
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               表８．８ 状態定義 

状態名 状態定義 備考 
ECHONETレディ機器側： 
アダプタからの認識サービスの要求待ち状態。 
ECHONETミドルウェアアダプタからの機

器インタフェース情報確定通知が「対応不可」

の場合は、機器インタフェース情報要求の待

ち受けを行う。 
「対応可」の場合は、機器インタフェース情

報確定受理応答送信後、未確認状態に遷移す

る。 

 未認識 相手との通信方式の認識を完

了していない状態。 
通信不良検出後。 
 

ECHONETミドルウェアアダプタ側：

ECHONETレディ機器へ認識サービスの要

求試行状態。 
認識が完了するまで、任意の間隔で適宜可能

な認識サービスを試行する。複数の速度Ａ，

Ｂを適宜繰り返す。 
機器インタフェース情報応答を受け取った場

合、その内容での通信が可能ならば、「対応

可」とした機器インタフェース情報確定通知

をECHONETレディ機器に送信し、その受

理応答を受けた後に未確認状態に遷移する。

受け取った情報での通信が不可能な場合は、

「対応不可」とした機器インタフェース情報

確定通知をECHONETレディ機器に送信

し、接続不可状態に遷移する。 

速度を繰り返す順序、試行回

数、間隔(Min：T1 図８．

１５)は規格外とする。各ア

ダプタの性質に合わせて最適

な方法を実行する。 

接続不可状態 ECHONETミドルウェアアダ

プタ、ECHONETレディ機器

間で一致する通信方式が存在

しない場合に遷移する状態。

通信不能の異常処理を行う。  

未確認 方式毎の通信手順で、正常に通信可能かを未

確認の状態。 
ECHONETミドルウェアアダプタ側： 
各方式ごとに定める確認の方法で確認作業を

実施する。 

通信不良を検出後、適当な回

復処理を実行後にも回復しな

い場合には「未認識」状態に

移行する。 

認

識

済

み 
確認済

み 

相手との通信方式の認識を完

了し、方式毎の通信手順で通

信をしている状態。 
 
 
 方式毎の通信手順で、正常に通信が確認でき

た状態。 
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８．７．５ 異常処理 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタは、以下のような状態になった場合、ノードプロファ

イルオブジェクト、あるいは機器オブジェクトに異常をセットして、通信が可能な場合、他

のノードに異常をアナウンスする。 

 
(a)通信不能 

機器インタフェース情報認識サービスにより、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器との通信が不可

能であることが判明した場合。ノードプロファイルオブジェクト異常内容プロパティ

（EPC=0x89）に 0x03E9（ミドルウェアアダプタ認識異常）をセットした後、異常発生状態

プロパティ（EPC=0x88）に0x41をセットする。 

 

(b)設定異常 
確認済み状態のときに行うパラメータ設定に失敗し、その続行が不可能と判断した場合。

異常の要因に応じてノードプロファイルオブジェクト異常内容プロパティ（EPC=0x89）に下

記の異常内容コードをセットし、異常発生状態プロパティ（EPC=0x88）に0x41 をセットす

る。なお、具体的な詳細要因は、各通信方法に依存する。 

       異常内容コード 
  0x03EA：オブジェクト異常 
  0xE3EB：アダプタ初期化異常 
  0x03EC：その他設定異常 
 

(c)通信異常 
確認済み状態において、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器との通信ができない場合。通信異常と

なった機器に対応する機器オブジェクト異常内容プロパティ（EPC=0x89）に 0x03E9（通信

異常）をセットした後、異常発生状態プロパティ（EPC=0x88）に0x41をセットする。また、

通信異常と判定する条件については、各通信方法に依存する。 



 

 ８-３６

© 2000（2011）  ECHONET CONSORTIUM  ALL RIGHTS RESERVED

ECHONET SPECIFICATION 
第７部 ECHONET 通信装置仕様 
第８章 ECHONET ミドルウェアアダプタ 

Date：Jun. 30, 2011
     Version 4.00

CONFIDENTIAL
ECHONET CONSORTIUM

 

８．８ オブジェクト生成タイプ用通信プロトコル 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタとＥＣＨＯＮＥＴレディ機器間の通信インタフェー

スの種類が、オブジェクト生成タイプの場合の通信ソフトウェアプロトコルを規定する。 

 

ミドルウェアアダプタのタイプとして、以下の２種類を規定する。 

 
基本ミドルウェアアダプタ 
拡張ミドルウェアアダプタ 

 
拡張ミドルウェアアダプタとは、ミドルウェアアダプタインタフェース上において、ＥＣ

ＨＯＮＥＴネットワーク上に存在する他のノードのアドレス情報を処理できるアダプタであ

る。一方、基本ミドルウェアアダプタとは、ミドルウェアアダプタインタフェース上におい

て、ＥＣＨＯＮＥＴネットワーク上に存在する他のノードのアドレス情報を処理できないア

ダプタである。 また、拡張ミドルウェアアダプタは、配列プロパティをその要素に空きが

存在するか、しないかを区別して処理できるアダプタである。 拡張ミドルウェアアダプタ

は、基本ミドルウェアアダプタの機能を全て含むものとする。 

なお、通信定義オブジェクトについては、拡張ミドルウェアアダプタについては全てをオ

プショナル機能で実装可能とする。 

 

なお、拡張相当の処理要求を行うＥＣＨＯＮＥＴレディ機器が、基本ミドルウェアアダプ

タに接続された場合、機器は以下の処理を行わなければならない。 

 
    ・他ノードの状態の参照、変更ができないこと表示する。 
    ・相手先を指定しての通知は、一斉同報の通知で行う。 
    ・他ノードからの要求に対する応答は、基本ミドルウェアアダプタ通信フレーム 

で行う。 
 

本バージョンにおいては、拡張ミドルウェアアダプタへの対応を考慮した上で基本ミドル

ウェアアダプタについて規定する。 

 
基本ミドルウェアアダプタは、少なくとも３個の機器オブジェクトを内部に生成し、管理

できなくてはならない。管理可能な機器オブジェクト数が3個の場合は、プロパティの値を

保持するための領域として、最小１KBを確保する必要がある。 

また、4個以上の機器オブジェクトを生成、管理するためには、オプショナル（Optional）

コマンドを使用する。この場合は、プロパティの値を保持するための領域として、最小２

KBを確保する必要がある。 
 

基本ミドルウェアアダプタは、規格書第２部で搭載必須となっているノードプロファイル

オブジェクト等のオブジェクトクラスは必須で搭載するものとする。 
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８．８．１ オブジェクト生成タイプ用フレーム構成 

オブジェクト生成タイプソフトウェアプロトコル（フレーム）の構成を図８．１６のとお

り規定する。 フレームタイプコード（ＦＴ）、コマンド番号コード（ＣＮ）、フレーム番号

コード（ＦＮ）、データ長コード（ＤＬ）、フレームデータ（ＦＤ）の部分が、ＥＣＨＯＮＥ

Ｔミドルウェアアダプタ通信インタフェースプロトコルのＤＡＴＡとなる。 図８．１５の

構成は、機器インタフェース情報認識サービスと同じである。 

 

 

 

 

図８．１５ オブジェクト生成タイプＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信ソフトウェアプロトコル 

 

（１） ＳＴＸ（制御コード） 

制御コード。 ０ｘ０２固定とする。 

 

（２） ＦＴ (Frame Type：フレームタイプ） 

フレーム毎のタイプを示す。 
b15～b12 ：Version 
  フレームのバージョン番号を示す。0000とする。 
b11～b8 ：for future reserved (0000) 
b7～b0 ：Type 
  各種コマンドのフレームタイプを示す。 
    0x00 ：機器インタフェース情報確認フレーム 
    0x01 ：アダプタ初期化用フレーム 
    0x02 ：オブジェクト構築用フレーム 
    0x03 ：基本ＥＣＨＯＮＥＴ通常フレーム 
    0x04 ：拡張ＥＣＨＯＮＥＴ通常フレーム 
    0x05～0xDF ：for future reserved 
    0xE0～0xFE ：ユーザ定義領域 
    0xFF ：エラー通知フレーム 
 
ただし、以下の機器インタフェース情報認識フレームと同値を取らないこと 

0xFFFF ：機器インタフェース情報認識用フレーム 

 

（３） ＣＮ（Command No.：コマンド番号コード） 

コマンド番号コードは、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースのオブ

ジェクト生成タイプソフトウェアプロトコルで規定するサービスを指定するための１バイト

のコードとする。 本規格においては、表８．９で示したコマンドを規定する。 具体的な

割り当ての無いコードについては、for future reserved とする。 

2byte 

ＦＤ

1byte 

STX ＦＴ DL

1byte ｎbyte

ＦＮ ＣＮ

1byte 2byte 1byte

FCC
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表８．９ オブジェクト生成タイプインタフェースのコマンドコード 

フレームタイプ（ＦＴ） 
ｺﾏﾝﾄﾞ番号

ｺｰﾄﾞ(CN）
コマンド名 搭載 

0x00 機器インタフェース情報確認要求 Required 機器インタフェース確認モード 
機器インタフェース情報確認フレーム(0x0000)を使用 0x80 機器インタフェース情報確認応答 Required 

0x01 アダプタ初期化設定要求 Required 

0x81 アダプタ初期化設定応答 Required 

0x02 アダプタ初期化完了通知 Required 

アダプタ初期化モード 
アダプタ初期化用フレーム(0x0001)を使用 

0x82 アダプタ初期化完了通知受理応答 Required 

0x00 機器問い合わせ要求 Required 

0x80 機器問い合わせ応答 Required 

0x01 機器問い合わせ完了通知 Required 

0x81 機器問い合わせ完了通知受理応答 Required 

0x02 アダプタ立ち上げ通知 Required 

0x82 アダプタ立ち上げ通知受理応答 Required 

0x03 オブジェクト指定機器問合せ要求 Optional*1 

オブジェクト構築モード 
オブジェクト構築用フレーム(0x0002)を使用 

0x83 オブジェクト指定機器問合せ応答 Optional*1 

0x10 機器状態アクセス要求 Required 

0x90 機器状態アクセス応答 Required 

0x11 機器状態通知要求 Required*2 

0x91 機器状態通知応答 Required 

0x12 要素指定機器状態アクセス要求 Required 

0x92 要素指定機器状態アクセス応答 Required 

0x13 要素指定機器状態通知要求 Required*2 

0x93 要素指定機器状態通知応答 Required 

0x14 オブジェクトアクセス要求 Required*2 

0x94 オブジェクトアクセス応答 Required 

0x20 機器状態アクセス一括要求 Optional 

0xA0 機器状態アクセス一括応答 Optional 

0x21 機器状態アクセス一括UP要求 Optional 

0xA1 機器状態アクセス一括UP応答 Optional 

0x22 機器状態通知一括要求 Optional 

0xA2 機器状態通知一括応答 Optional 

0x23 オブジェクトアクセス一括要求 Optional 

ECHONET通信モード 
基本ECHONET通常フレーム(0x0003)を使用 

0xA3 オブジェクトアクセス一括応答 Optional 

注）＊１：生成する機器オブジェクト数４以上の場合にはRequired。 

  ＊２：機器側はOptional。 

 

（４） ＦＮ (Frame No：フレーム番号) 

要求側が付与する番号。（0x0１～0xFF） 要求側は順番に番号を付与する必要がある。 応

答フレームは対応する要求フレームと同じ番号にする必要がある。 

なお、フレーム番号に対応できないＥＣＨＯＮＥＴレディ機器についてはこの番号を0ｘ

00固定値とする。 
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（５） ＤＬ（Data Length：データ長コード） 

データ長コードは、後に続くフレームデータ（ＦＤ）部のサイズを示す２バイト長のコー

ドとする。 サイズは、バイト数とし、ＨＥＸ表示する。 例えば、ＦＤ部が２０バイトの

場合には、ＤＬは２０バイトを示す 0x0014 となる。 尚、本データの配置はビッグエン

ディアンとする。 

 

（６） ＦＤ（Frame Data:フレームデータ） 

フレームデータ部は、フレームタイプ（ＦＴ）及びコマンド番号コード（ＣＮ）により規

定されるデータのフィールドである。 ２バイト以上のデータの並びはビッグエンディアン

とする。具体的な構成は、コマンド番号コード（ＣＮ）毎に規定する。 

 

（７） ＦＣＣ（Frame Check Code:フレームチェックコード） 

フレームチェックコードとして１バイトのチェックコードを規定する。 

 

８．８．２ アダプタ内部サービス 

ミドルウェアアダプタは、自ノードプロパティとしてアダプタ内に値を保持するものと値

を保持しないでアダプタを通過するものとをプロパティ個別に設定できる。 従って、他の

ノードからSet、SetM（機器状態の変更）、あるいはGet、GetM（機器状態の参照）といった

サービスを受信した場合に、そのサービスをアダプタがどのように処理するかをアダプタ内

部サービスとしてIASet、IASetup、IASetM、IASetMup、IAGet、IAGetup、IAGetM、IAGetMup

の8種類を規定し、プロパティ毎に個々に設定可能する。内部サービスとして、Setを受け

付けた場合にはIASet、IASetupのいずれかが、SetMを受け付けた場合にはIASetM、IASetMup

のいずれかが、Getを受け付けた場合にはIAGet、IAGetupのいずれかが、GetMを受け付け

た場合にはIAGetM、IAGetMupのいずれかが行われる。 

 

A)アダプタ内に値を保持するサービス 

 ECHONET レディ機器の通信負荷を

軽くするためにアダプタで応答する。 

IASet、IASetM、IAGet、IAGetM 

B)アダプタ内に値を保持しないサービス 

 リアルタイム性を要求されるプロパ

ティに対しアダプタを通過させて

ECHONETレディ機器で応答する。 

IASetup、IASetMup、IAGetup、IAGetMup 

 

上記A) B)どちらのサービスを選択するかについては、プロパティ毎に設定可能で、オブ

ジェクト構築コマンドによりＥＣＨＯＮＥＴレディ機器から機器問い合わせデータとして取

得する。 

なお、IASetM，IAGetM については将来規定とし、本バージョンでは使用しないものと

する。 
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８.８.２.１ IASet／IASetM 
IASet／IASetM とは、他のノードから Set／SetM を要求されたミドルウェアアダプタが、

ミドルウェアアダプタ内部に存在する機器オブジェクトの該当する領域に指定された値を書

き込むアダプタ内部サービスである。 

他ノードに対する受理/不可応答は、ミドルウェアアダプタが値を書き込んだタイミング

となる。 

本サービスでは、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタは他ノードからの要求の値をＥＣ

ＨＯＮＥＴレディ機器へ通知することは行わない為、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器は、定期的

にミドルウェアアダプタの機器オブジェクトを参照することで、他ノードから状態変更の依

頼を確認する。図にその動作を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．１６ IASet（IASetM）動作 

機器オブジェクト

に値を書き込む 

Set／SetM要求 

他ノード ミドルウェアアダプタ ECHONETレディ機器 

機器オブジェクトデータ読み出し 

機器に値を

取り込む 

機器オブジェクトデータ読み出し 

機器に値を

取り込む 

受理／不可応答 

機器オブジェクトデータ読み出し 

機器に値を

取り込む 

値をポーリング 

オブジェクトアクセス要求 

オブジェクトアクセス要求 

オブジェクトアクセス要求 

オブジェクトアクセス応答 

オブジェクトアクセス応答 

オブジェクトアクセス応答 
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８.８.２.２ IASetup／IASetMup 
IASetup／IASetMupとは、他のノードからSet／SetMを要求されたミドルウェアアダプタ

が、その要求（状態取得要求）をＥＣＨＯＮＥＴレディ機器に伝えるアダプタ内部サービス

である。 

他ノードに対する受理応答は、ミドルウェアアダプタがＥＣＨＯＮＥＴレディ機器にIASetup

の応答としてＥＣＨＯＮＥＴレディ機器から機器状態アクセス応答を受け取ったタイミング

となる。図にその動作を示す。 機器状態アクセス応答（IASetMup の場合は要素指定機器

状態アクセス応答）が返ってこなかった場合はタイムアウトして他ノードに不可応答を返す。 

ただし、プロパティが存在しない場合は、機器状態アクセス要求を行わず他ノードに不可

応答を返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．１７ IASetup(IASetMup)の動作 

機器に値を

取り込む 

Set／SetM要求 

他ノード ミドルウェアアダプタ ECHONETレディ機器 

機器状態アクセス要求（要素指定機器状態アクセス要求） 

受理／不可応答 

機器状態アクセス応答（要素指定機器状態アクセス応答） 
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８.８.２.３ IAGet／IAGetM 
IAGet／IAGetM とは、他のノードから Get／GetM を要求されたミドルウェアアダプタが、

ミドルウェアアダプタ内部に存在する機器オブジェクトの該当する領域の指定された値を応

答するアダプタ内部サービスである。 

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器は、自己の状態が変わるごとに、ミドルウェアアダプタの機器

オブジェクトの対応するプロパティ値を変更する必要がある。 

ただし、プロパティが存在しない場合は、他ノードに不可応答を返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．１８ IAGet(IAGetM)の動作 

 

機器オブジェ

クトから値を

取り出す 

Get／GetM要求 

他ノード ミドルウェアアダプタ ECHONETレディ機器 

受理／不可要求 

機器オブジェクトデータ書き込み 
オブジェクトアクセス要求 

オブジェクトアクセス応答 

機器状態の変化 

機器オブジェクトデータ書き込み 
オブジェクトアクセス要求 

オブジェクトアクセス応答 

機器状態の変化 

機器オブジェクトデータ書き込み 
オブジェクトアクセス要求 

オブジェクトアクセス応答 

機器状態の変化 
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８.８.２.４ IAGetup／IAGetMup 
IAGetup／IAGetMupとは、他のノードからGet／GetMを要求されたミドルウェアアダプタ

が、その要求（状態変更要求）をＥＣＨＯＮＥＴレディ機器に伝えるアダプタ内部サービス

である。 

他ノードに対する値の応答は、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器から対応するプロパティ値の応

答が返ってきたタイミングとなる。 

ただし、プロパティが存在しない場合は、機器状態アクセス要求を行わず他ノードに不可

応答を返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．１９ IAGetup(IAGetMup)の動作 

 

８.８.２.５ 状変アナウンスとアダプタ内部サービス 
状変アナウンスプロパティマッププロパティの対応するビットが1とされている（状変設

定されている）プロパティは、アダプタ内部サービスがIAGet、IAGetup、IAGetM、IAGetMup

となっている場合、その値が変化したタイミングでドメイン内一斉同報を行わなければな

らない。 

IAGet、IAGetM に設定されている場合は、ミドルウェアアダプタがドメイン内一斉同報の

処理を行う。IAGetup、IAGetMupに設定されている場合は、ECHONETレディ機器がドメイン

内一斉同報の処理を行う。 

機器から値

を取り出す 

Get／GetM要求 

他ノード ミドルウェアアダプタ ECHONETレディ機器 

機器状態アクセス要求 

機器状態アクセス応答 
受理／不可応答 
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８．８．３ オブジェクト生成タイプ用状態遷移 

本項では、各ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースのオブジェクト生

成タイプを実装する場合の、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタの状態遷移を規定する。 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタは、内部でのオブジェクト生成が完了するまでは、Ｅ

ＣＨＯＮＥＴへの参入処理は行わないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．２０ ミドルウェアアダプタ状態遷移 

電源投入(リセット) 

電源投入 

(リセット) 

確認済み（機器I/F情報認識サービス） 
 

未確認 
（機器I/F情報認識サービス） 

オブジェクト 
構築状態 エラー停止状態 

待機状態 

アダプタ初期化設定要求
フレーム受信

アダプタ初期化シー
ケンス正常終了 

アダプタ初期化 
シーケンス異常終了 

アダプタ初期化設定 
要求フレーム受信 

かつ
オブジェクト構築 
シーケンス正常終了

障害発生

アダプタ初期化設定 
要求フレーム受信 

機器インタフェース 
確認状態 

通常動作状態 

認識サービス正常実施 
＆移行時間経過 

未認識 
（機器I/F情報認識サービス） 

接続不可状態 
接続失敗 

機器インタフェース情報

確認応答フレーム受信

注）電源投入時の動作については、

図8.14を参照のこと。 
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８.８.３.１ 機器インタフェース確認状態 
電源投入、あるいは外部からのリセット入力直後、または機器インタフェース情報認識サー

ビスの認識済みからの移行状態で、機器インタフェース情報認識サービスでの認識確認処理

を行うまでの状態。 機器インタフェース情報確認処理以外のフレームには状態不一致エラー

を返す。 また、ＥＣＨＯＮＥＴネットワーク上からの入力はすべて破棄する。 機器イン

タフェース情報確認処理終了後、待機状態に遷移する。 

機器インタフェース情報確認処理が規定回数異常終了した場合は、機器インタフェース情

報の未認識状態へ遷移する。 

 
８.８.３.２ 待機状態 
ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器とのインタフェース状態確認が終了、または機器オブジェクト

構築が成功し、アダプタ初期化要求フレーム待ちの状態。アダプタ初期化設定要求フレーム

以外のフレームには状態不一致エラーを返す。 また、ＥＣＨＯＮＥＴネットワーク上から

の入力はすべて破棄する。 

 
８.８.３.３ オブジェクト構築状態 
アダプタ初期化設定要求フレームの入力により、「待機状態」、「エラー停止状態」、「通常

動作状態」から遷移する状態で、アダプタ側初期化とオブジェクト構築シーケンスを実行し

ている状態である。この間、アダプタ初期化モードとオブジェクト構築モード関連フレーム

以外のフレームには状態不一致エラーを返す。 

ミドルウェアアダプタは、この期間に、通信ミドルウェアのコールドスタート（ＥＣＨＯ

ＮＥＴアドレスの取得）を行う。 

同時に、オブジェクト構築シーケンスを実行する。 

アダプタ側初期化シーケンスが正常に終了し、かつ、オブジェクト構築シーケンス一連の

処理が正常終了した場合、通常動作状態に遷移する。 異常終了した場合は、エラー停止状

態に遷移する。 

 
８.８.３.４ エラー停止状態 
ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタは、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタの初期化

シーケンスの失敗、もしくは、通常動作状態での障害発生時にエラー停止状態へ遷移する。 

本状態に遷移した場合は、８．７．５項に記載されている設定異常の処理を行う。 異常内

容プロパティにどのような値をセットするかは、エラー停止状態に遷移することになった要

因により変化する。 要因と異常内容コードの関係を以下に示す。 

 
オブジェクト構築に失敗した場合  ：0x03EA（オブジェクト異常） 
アダプタ初期化シーケンスに失敗した場合 ：0x03EB（アダプタ初期化異常） 
通常動作中障害発生    ：0x03EC（その他設定異常） 
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８.８.３.５ 通常動作状態 
オブジェクト構築状態におけるオブジェクト構築シーケンスが正常終了した場合に、本状

態に遷移する。このとき初期値が必要なプロパティにおいては、ミドルウエアアダプタは、

レディ機器に対して機器状態アクセス要求を発行することで初期値を取得する。 本状態に

おいてのみ、通常のＥＣＨＯＮＥＴ通信が可能となる。 本状態においては、オブジェクト

構築モード関連フレームは受け付けない。 
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８．８．４ オブジェクト生成タイプ用コマンド 

本項では、各ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースのオブジェクト生

成タイプで用いるコマンドの詳細を規定する。 

 

８.８.４.１ 機器インタフェース確認モード 
 

（１） 機器インタフェース情報確認要求／応答コマンド（Required） 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタが、保持している機器アダプタインタフェースの通

信方式とオブジェクトを確認するためＥＣＨＯＮＥＴレディ機器に問い合わせる。 オブジェ

クトが存在しない場合は、オブジェクト数０で問い合わせる。 

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器は、ミドルウェアアダプタ種別とオブジェクトの一致を確認し、

応答する。 

 

◇要求コマンドの方向 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ → ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 

 

◇要求コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x02 
  ＦＴ ：0x0000 
  ＣＮ ：0x00 
  ＦＮ ：0x＊＊ 
  ＤＬ ：0x＊＊＊＊ 
  ＦＤ(0) ：ミドルウェアアダプタ種別 
                         0x01              Peer to Peer 方式 
                         0x02              オブジェクト生成方式 
                         0x03              オブジェクト内蔵方式 
                         0x04～0xFF       未定義（for future reserved） 

   ＦＤ(1) ：伝送速度 
0x00 ：2400bps， 0x01 ：4800bps 

       0x02 ：9600bps， 0x03 ：19.2Kbps 
       0x04 ：38.4Kbps， 0x05 ：57.6Kbps 
       0x06 ：115Kbps， 0x07～0xFF ：for future reserved 

           ＦＤ(2)   ：アダプタ保持オブジェクト定義領域（０～ｎ+1バイト） 
ｎは、１８×＜オブジェクト数＞の値。 

                         アダプタ内で保持しているオブジェクトがない場合は、FD(2)は０バイトとする。 
 
           ＜オブジェクト数＞＜ＥＯＪ＞＜メーカコード＞＜商品コード＞ 
 
 
 
            EOJ      アダプタ内で保持しているオブジェクトコード（３バイト） 
            メーカコード アダプタ内で保持しているメーカコード（３バイト） 
            商品コード  アダプタ内で保持している商品コード（１２バイト） 

ＳＴＸ ＣＮ 
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト

ＦＮ ＤＬ

１バイト 2バイト

FD(0) FD(1) FD(2)
１バイト １バイト n –+1バイト

オブジェクト数分を列挙（最大３） 

ＦＣＣ 
１バイト 
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  ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

◇応答コマンド 

 

 
 

   ＳＴＸ ：0x02 
   ＦＴ ：0x0000 
   ＣＮ ：0x80 
   ＦＮ ：要求時の値（機能を搭載していない場合は0x00） 
   ＤＬ ：0x0002 
   ＦＤ(0) ：処理結果 
 

ＦＤ(0)の値 内容 

0x0000 正常終了 

0x0011 アダプタ種別不一致エラー 

0x0012 オブジェクト不一致エラー 

0x0021 機器インタフェース情報破棄 

0xFFFF その他のエラー 
 
   ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

ＳＴＸ FD(0)
１バイト １バイト 

ＦＴ 
2バイト

DL
１バイト

ＦＮ ＣＮ 
2バイト ２バイト

ＦＣＣ

１バイト
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８.８.４.２ アダプタ初期化モード 
 

（１） アダプタ初期化設定要求／応答コマンド（Required） 

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器から基本ミドルウェアアダプタに対し、ＥＣＨＯＮＥＴ通信ミ

ドルウェア以下の初期化を要求する。 

初期化の種類は、コールドスタート(1)、コールドスタート(2) またはコールドスタート

(3)である。 

また、内部に機器オブジェクトが既に存在する場合、機器オブジェクト保持の初期化（機

器情報保持コールドスタート(1) 、機器情報保持コールドスタート(2)、機器情報保持コー

ルドスタート(3)）、或は、機器オブジェクト破棄の初期化（機器情報破棄コールドスタート

(1) 、機器情報破棄コールドスタート(2) 、機器情報破棄コールドスタート(3)）の選択が

できなくてはならない。 

基本ミドルウェアアダプタは、アダプタ初期化設定要求を受け取ることで、待機状態から

オブジェクト構築状態へと遷移する。 

◇要求コマンドの方向 

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 → ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ 

 

◇要求コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x02 
  ＦＴ ：0x0001 
  ＣＮ ：0x01 
  ＦＮ ：0x＊＊（機能を搭載していない場合は0x00） 
  ＤＬ ：0x0002 
  ＦＤ(0) ：初期化方法 
 

ＦＤ(0)の値 内容 

0x0001 機器情報保持コールドスタート（２） 
 基本ミドルウェアアダプタ内に既に機器オブジェクトが存在する場合
は、それを保持したままコールドスタート(2) で動作することを要求す
る（その後の機器問い合わせ要求は行われず、コールドスタート(2)を
行い基本ミドルウェアアダプタは直ちに通信状態となる）。機器オブジェ
クトが存在しない場合は、機器問い合わせ要求が行われ、機器オブジェ
クト生成、コールドスタート(2)を行う。 

0x0002 機器情報破棄コールドスタート（２） 
 基本ミドルウェアアダプタ内に既に機器オブジェクトが存在する場合
は、それを破棄してコールドスタート(2) で動作することを要求する（そ
の後、機器問い合わせ要求が行われ、機器オブジェクト生成、コール
ドスタート(2)を行う。 

0x0003 機器情報保持コールドスタート（１） 
 基本ミドルウェアアダプタ内に既に機器オブジェクトが存在する場合
は、それを保持したままコールドスタート(1) で動作することを要求す
る（その後の機器問い合わせ要求は行われず、基本ミドルウェアアダ
プタは直ちに通信状態となる）。機器オブジェクトが存在しない場合は、
機器問い合わせ要求が行われ、オブジェクト生成、コールドスタート(1)

ＳＴＸ ＣＮ 
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト

ＦＮ ＤＬ

１バイト 2バイト

FD(0)
２バイト

ＦＣＣ

１バイト
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を行う。 

0x0004 機器情報破棄コールドスタート（１） 
 基本ミドルウェアアダプタ内に既に機器オブジェクトが存在する場合
は、それを破棄してコールドスタート(1) で動作することを要求する（そ
の後、機器問い合わせ要求が行われ、機器オブジェクト生成、コール
ドスタート(1)を行う。 

0x0005 機器情報保持コールドスタート（３） 
基本ミドルウェアアダプタ内に既に機器オブジェクトが存在する場合は、
それを保持したままコールドスタート(3) で動作することを要求する（そ
の後の機器問い合わせ要求は行われず、基本ミドルウェアアダプタは直ち
に通信状態となる）。機器オブジェクトが存在しない場合は、機器問い合
わせ要求が行われ、オブジェクト生成、コールドスタート(3)を行う。 

0x0006 機器情報破棄コールドスタート（３） 
基本ミドルウェアアダプタ内に既に機器オブジェクトが存在する場合は、
それを破棄してコールドスタート(3) で動作することを要求する（その後、
機器問い合わせ要求が行われ、機器オブジェクト生成、コールドスタート
(3)を行う。 

0x0007 
～ 

0xFFFF 

for future  reserved 

  ＦＣＣ ：0x＊＊ 
 

◇応答コマンド 

 

 
 

   ＳＴＸ ：0x02 
   ＦＴ ：0x0001 
   ＣＮ ：0x81 
   ＦＮ ：要求時の値 
   ＤＬ ：0x0002 / 0x000B 
   ＦＤ(0) ：応答結果 
 

ＦＤ(0)の値 内容 

0x0000 初期化受理 

0x0011 初期化拒否 

0x0101 状態不一致エラー（機器インタフェース確認状態（未確認）） 

0xFFFF その他のエラー 

  

 
   ＦＤ(1) ：下位通信ソフトウェアＩＤ 

      
    ※第２部９．１１．１項 ノードプロファイルクラス詳細規定のノード識別番号プロパティ 
                を参照。ミドルウェアアダプタは、下位通信ソフトウェアＩＤにてノード識別番号情報も  
                設定する。 
 
 
   ＦＤ(2) ：ノード識別番号の固有番号フィールド 
                         ※第２部９．１１．１項 参照 
   ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

ＳＴＸ FD(0)
１バイト ２バイト 

ＦＴ 
2バイト

DL
１バイト

ＦＮ ＣＮ 
2バイト 2バイト

FD(1)
１バイト

FD(2)
8バイト

ＦＣＣ 
１バイト 



 

 ８-５１

© 2000（2011）  ECHONET CONSORTIUM  ALL RIGHTS RESERVED

ECHONET SPECIFICATION 
第７部 ECHONET 通信装置仕様 
第８章 ECHONET ミドルウェアアダプタ 

Date：Jun. 30, 2011
     Version 4.00

CONFIDENTIAL
ECHONET CONSORTIUM

（２）アダプタ初期化完了通知／通知受理応答コマンド（Required） 

基本ミドルウェアアダプタは、初期化が終了した場合、アダプタ初期化完了通知をＥＣＨ

ＯＮＥＴレディ機器に送らなければならない。 

初期化が正常に終了した場合は、「初期化正常終了」を送る。 

初期化に失敗した場合は、「初期化異常終了」を渡す。 

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器は、アダプタ初期化完了通知を受け取った場合、アダプタ初期

化完了通知受理応答を返さなくてはならない。 

 

◇要求コマンドの方向 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ → ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 

 

◇要求コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x02 
  ＦＴ ：0x0001 
  ＣＮ ：0x02 
  ＦＮ ：0x＊＊ 
  ＤＬ ：0x0002 
  ＦＤ(0) ：初期化結果通知 
 

ＦＤ(0)の値 内容 

0x0000 初期化正常終了 

0x0011 初期化異常終了 

 
   ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

◇応答コマンド 

 

 
 

   ＳＴＸ ：0x02 
   ＦＴ ：0x0001 
   ＣＮ ：0x82 
   ＦＮ ：要求時の値（機能を搭載していない場合は0x00） 
   ＤＬ ：0x0002 
   ＦＤ(0) ：応答結果 
 

ＦＤ(0)の値 内容 

0x0000 通知受理 

0xFFFF その他のエラー 

   ＦＣＣ ：0x＊＊ 

ＳＴＸ ＣＮ 
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト

ＳＴＸ FD(0)
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト

DL
１バイト

ＦＮ ＤＬ

１バイト 2バイト

FD(0)
２バイト

ＦＮ ＣＮ 
2バイト 2バイト

ＦＣＣ

１バイト

ＦＣＣ

１バイト
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８.８.４.３ オブジェクト構築モード 

 
（１） 機器問合せ要求／応答コマンド（Required） 

基本ミドルウェアアダプタは、内部に機器オブジェクトが存在しない場合に、ＥＣＨＯＮ

ＥＴレディ機器に対し機器問い合わせ要求を行う。 

この要求に対し、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器からは機器の情報が機器問い合わせ応答とし

て返される。 

機器問い合わせ要求を受け取ったＥＣＨＯＮＥＴレディ機器は、機器オブジェクトを基本

ミドルウェアアダプタに構築するために必要な情報を、機器問い合わせ応答として基本ミド

ルウェアアダプタに渡す。構築可能最大機器オブジェクト数は3である。3つの機器に関す

る情報を1つの応答で送る、あるいは2つの応答、または3つの応答に分けて送ることがで

きる。 

 

◇要求コマンドの方向 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ → ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 

 

◇要求コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x02 
  ＦＴ ：0x0002 
  ＣＮ ：0x00 
  ＦＮ ：0x＊＊ 
  ＤＬ ：0x0000 
  ＦＣＣ ：0x＊＊ 
 

◇応答コマンド 

 

 
 

   ＳＴＸ ：0x02 
   ＦＴ ：0x0002 
   ＣＮ ：0x80 
   ＦＮ ：要求時の値（機能を搭載していない場合は0x00） 
   ＤＬ ：0x＊＊＊＊ 
   ＦＤ(0) ：応答結果 
                0x0000  正常 
                0xFFFF その他のエラー 
   ＦＤ(1) ：フレーム内送信オブジェクト数 
                機器問合せ応答フレームに含まれるオブジェクトの数 
   ＦＤ(2) ：オブジェクトデータ 
       オブジェクトデータフォーマットを参照 

  ＦＣＣ ：0x＊＊ 
 

ＳＴＸ ＣＮ 
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト

ＳＴＸ FD(0)
１バイト 

ＦＴ 
2バイト

DL
１バイト

ＦＮ ＤＬ

１バイト 2バイト

ＦＮ ＣＮ 
2バイト 2バイト

FD(1)
１バイト ＊バイト

FD(2)

ＦＣＣ

１バイト

ＦＣＣ 
１バイト 1バイト 
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＜オブジェクトデータフォーマット＞ 
以下のフォーマットを１個または３個実装する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名称 サイズ 
(byte) 

説明 

オブジェクト識別情報 １ アダプタが管理すべきオブジェクトの総数情報と各オブジェクトを管理する
ために識別番号を付与する。 

b7～b4：総オブジェクト数 
（1：0001、２：0010、３：0011） 

b3～b0：オブジェクト識別番号 
（1：0001、２：0010、３：0011） 

EOJ 3 生成するオブジェクトの ECHONET オブジェクトコード。 

機器問い合わせデータ長 2 機器問い合わせデータのサイズを示す。 

機器問い合わせデータ 194～321 機器問い合わせデータフォーマットを参照。 

 
＜機器問い合わせデータフォーマット＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有効/無効ビット

マップ 
SetMプロパ

ティマップ 

2バイト 17バイト 

Setプロパティ

マップ 

17バイト 

GetMプロパティ

マップ 

17バイト 

Getプロパティ

マップ 

17バイト 

状変アナウンス

プロパティマップ

17バイト 

IASetupプロパ

ティ動作マップ 

17バイト 

IAGetupプロパ

ティ動作マップ 

17バイト 

IASetMupプロ

パティ動作マップ 

17バイト 

IAGetMupプロ

パティ動作マップ

17バイト 

Version情報 

4バイト 

メーカコード 

3バイト 

事業所コード 

3バイト 

商品コード 

12バイト 

製造番号 

12バイト 

製造年月日 

4バイト 

プロパティサイ

ズマップ 

1～128バイト

2バイト 

機器問い合わ

せデータ長 
機器問い合わせデータ 

194～３２１バイト 

1または3個 

オブジェクト 
識別情報 

１バイト 3バイト 

EOJ 
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名称 サイズ 

(byte) 
説明 

有効／無効ビットマップ 2 以降に連続するデータの中で意味のあるものを示す。 
  b15：SetM プロパティマップ 
  b14 ：Set プロパティマップ 
  b13 ：GetM プロパティマップ 
  b12：Get プロパティマップ 
  b11：状変アナウンスプロパティマップ 
  b10：IASetup プロパティ動作マップ 
  b9：IAGetup プロパティ動作マップ 
  b8：IASetMup プロパティ動作マップ 
  b7：IAGetMup プロパティ動作マップ 
  b6：Version 情報 
  b5：メーカコード 
  b4：事業所コード 
  b3：商品コード 
  b2：製造番号 
  b1：製造年月日 
  b0：プロパティサイズマップ 
1 がセットされる項目が有効である。 

SetM プロパティマップ 17 SetM を受け付けるプロパティを示す。*1 

Set プロパティマップ 17 Set を受け付けるプロパティを示す。*1 

GetM プロパティマップ 17 GetM を受け付けるプロパティを示す。*1 

Get プロパティマップ 17 Get を受け付けるプロパティを示す。*1 

状変アナウンスプロパティマップ 17 状変アナウンスを行うプロパティを示す。*1。 

IASetup プロパティ動作マップ 17 Set を受け付けるプロパティに対するアダプタ内部サービスを示す。プロパ
ティへの処理は、IASｅｔup サービス処理となる。*1 

IAGetup プロパティ動作マップ 17 Get を受け付けるプロパティに対するアダプタ内部サービスを示す。プロパ
ティへの処理は、IAGｅｔｕｐサービス処理となる。*1 

IASetMup プロパティ動作マップ 17 SetM を受け付けるプロパティに対するアダプタ内部サービスを示す。プロパ
ティへの処理は、IASetMup サービス処理となる。*1 

IAGetMup プロパティ動作マップ 17 GetM を受け付けるプロパティに対するアダプタ内部サービスを示す。プロパ
ティへの処理は、IAGetMup サービス処理となる。*1 

Version 情報 4 使用する規格Version を示す。書式は ECHONET 規格に従う。 

メーカコード 3 ECHONET レディ機器の製造メーカを示す。書式は ECHONET 規格に従う。 

事業所コード 3 ECHONET レディ機器を製造した事業所を示すベンダ依存のコードを示す。書
式は ECHONET 規格に従う。 

商品コード 12 ベンダ依存の ECHONET レディ機器の商品コードを示す。書式は ECHONET
規格に従う。 

製造番号 12 ベンダ依存のECHONETレディ機器の製造番号を示す。書式はECHONE規格
に従う。 

製造年月日 4 ECHONET レディ機器が製造された年月日を示す。書式は ECHONET 規格に
従う。 

プロパティサイズマップ 1～128 規定の機器オブジェクトが持つ全てのプロパティに関して、個々のプロパティ
のサイズをバイト単位で示す。配列プロパティの場合は 1 つの配列要素のサ
イズと最大配列要素数の積となる。存在するプロパティについて、EPC の小さ
い順にサイズを列挙する。 

注）＊１：書式はECHONET 規格第２部付録２記載のプロパティマップ記述形式（２）

での記述方法とする。（サイズは１７バイト固定） 
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（２） 機器問合せ完了通知／通知受理応答コマンド（Required） 

基本ミドルウェアアダプタは、全ての機器オブジェクトを構築するための情報を受け取っ

た場合、機器問い合わせ完了通知をＥＣＨＯＮＥＴレディ機器に送る。 

機器問い合わせ応答で受け取ったデータに異常がある場合は、機器問合せ処理結果として

異常ありを返し、エラー停止状態に遷移する。 

機器問い合わせ完了通知を受け取ったＥＣＨＯＮＥＴレディ機器は、基本ミドルウェアア

ダプタに機器問い合わせ完了通知受理応答を返す。 

機器問合せ処理結果が異常ありである機器問い合わせ完了通知を受け取った場合は、初期

化シーケンスのやり直しを行わなければならない。 

 

◇要求コマンドの方向 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ → ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 

 

◇要求コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x02 
  ＦＴ ：0x0002 
  ＣＮ ：0x01 
  ＦＮ ：0x＊＊ 
  ＤＬ ：0x0002 
  ＦＤ(0) ：機器問合せ処理結果 
 

ＦＤ(0)の値 内容 

0x0000 異常なし 

0x0011 異常あり 

  ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

◇応答コマンド 

 

 
 

   ＳＴＸ ：0x02 
                   ＦＴ ：0x0002 
   ＣＮ ：0x81 
                   ＦＮ ：要求時の値（機能を搭載していない場合は0x00） 
   ＤＬ ：0x0002 
   ＦＤ(0) ：応答結果 
 

ＦＤ(0)の値 内容 

0x0000 正常受理 

0xFFFF その他のエラー 

  ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

ＳＴＸ ＣＮ 
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト

ＳＴＸ FD(0)
１バイト 

ＦＴ 
2バイト

DL
１バイト

ＦＮ ＤＬ

１バイト 2バイト

FD(0)
2バイト

ＦＮ ＣＮ 
2バイト 2バイト

ＦＣＣ

１バイト

ＦＣＣ

１バイト

1バイト 
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（３） アダプタ立ち上げ通知／通知受理応答コマンド（Required） 

基本ミドルウェアアダプタは、初期化シーケンスが正常終了し、かつ、オブジェクト構築

シーケンスが正常終了したときに,その内部に機器オブジェクトを保持している場合、ある

いは機器オブジェクトの構築に成功した場合は、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器に対しアダプタ

立ち上げ通知を送信する。 

なお、アダプタ立ち上げ通知を送る前に、第2部にしたがったノードプロファイルオブジェ

クトも構築しておかなければならない。 

機器オブジェクトの構築に失敗した場合は、初期化処理結果を立ち上げ失敗としたアダプ

タ立ち上げ通知を送り、エラー停止状態に遷移する。 

応答として応答結果が正常受理であるアダプタ立ち上げ通知応答を受け取った場合、通常

動作状態に遷移する。 

アダプタ立ち上げ通知を受け取ったＥＣＨＯＮＥＴレディ機器は、基本ミドルウェアアダ

プタに対し、アダプタ立ち上げ通知受理応答を返す。 

初期化処理結果が立ち上げ失敗であるアダプタ立ち上げ通知を受け取った場合は、初期化

シーケンスのやり直しを行わなければならない。 

 

◇要求コマンドの方向 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ → ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 

 

◇要求コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x02 
           ＦＴ ：0x0002 
  ＣＮ ：0x02 
           ＦＮ ：0x＊＊ 
  ＤＬ ：0x0002 
           ＦＤ(0) ：初期化処理結果 
 

ＦＤ(0)の値 内容 

0x0000 立ち上げ成功 

0x0011 立ち上げ失敗 

 
  ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

◇応答コマンド 

 

 
 

   ＳＴＸ ：0x02 
                   ＦＴ ：0x0002 
   ＣＮ ：0x82 
                   ＦＮ ：要求時の値（機能を搭載していない場合は0x00） 
   ＤＬ ：0x0002 
   ＦＤ(0) ：応答結果 

ＳＴＸ ＣＮ 
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト

ＳＴＸ FD(0)
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト

DL
１バイト

ＦＮ ＤＬ

１バイト 2バイト

FD(0)
2バイト

ＦＮ ＣＮ 
2バイト 2バイト

ＦＣＣ

１バイト

ＦＣＣ

１バイト
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ＦＤ(0)の値 内容 

0x0000 正常受理 

0xFFFF その他のエラー 

 

  ＦＣＣ ：0x＊＊ 
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（４） オブジェクト指定機器問合せ要求／応答コマンド（Optional） 

基本ミドルウェアアダプタは、内部に機器オブジェクトが存在しない場合などに、ＥＣＨ

ＯＮＥＴレディ機器に対しオブジェクト指定機器問い合わせ要求を行う。この要求に対し、

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器からは機器の情報がオブジェクト指定機器問い合わせ応答として

返される。 

オブジェクト指定機器問い合わせ要求を受け取ったＥＣＨＯＮＥＴレディ機器は、機器オ

ブジェクトを基本ミドルウェアアダプタに構築するために必要な情報を、オブジェクト指定

機器問い合わせ応答として基本ミドルウェアアダプタに渡す。オブジェクト情報の取得管理

はＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタで行う。ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器は、生成したい

オブジェクト数が最大値となるような０ｘ０１から始まる１バイトのオブジェクト識別番号

を、オブジェクトコード（ＥＯＪ）に付与して管理し、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプ

タに応答する。ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタは、このオブジェクト識別番号を利用

してオブジェクトを識別管理する。 

 

注）＊：生成できる機器オブジェクト数が４以上のアダプタ、及び、生成要求する機

器オブジェクトが４以上のレディ機器ではRequiredとする。 

 

◇要求コマンドの方向 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ → ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 

 

◇要求コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x02 
  ＦＴ ：0x0002 
  ＣＮ ：0x03 
  ＦＮ ：0x＊＊ 
  ＤＬ ：0x0001 
  ＦＤ(0) ：オブジェクト識別番号（0x01から順次使用する） 
  ＦＣＣ ：0x＊＊ 
 

◇応答コマンド 

 

 
 

   ＳＴＸ ：0x02 
   ＦＴ ：0x0002 
   ＣＮ ：0x83 
   ＦＮ ：要求時の値（機能を搭載していない場合は0x00） 
   ＤＬ ：0x＊＊＊＊ 
 

ＳＴＸ ＣＮ 
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト

ＦＮ ＤＬ

１バイト 2バイト

ＦＣＣ

１バイト

FD(0)
1バイト

ＳＴＸ FD(0)
１バイト ２バイト 

ＦＴ

2バイト

DL
１バイト

ＦＮＣＮ 
2バイト 2バイト

FD(1)
１バイト ｎバイト

FD(2) ＦＣＣ 
１バイト 
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   ＦＤ(0) ：応答結果 

  
名称 サイズ 

(byte) 
説明 

Result 2 応答結果。 
  0x0000：受理応答 
  0x0001：受理応答（ネットワーク停止中） 
  0x0011：拒否応答 
  0x0012：指定機器オブジェクト無し 
  0x0101：状態不一致エラー（機器インタフェース確認
状態（未確認）） 
  0x0103：状態不一致エラー（待機状態） 
  0x0105：状態不一致エラー（エラー停止状態） 
  0xFFFF：その他のエラー 

 ＦＤ(1) ：フレーム内送信オブジェクト数 
0x01固定。 

   ＦＤ(2) ：オブジェクトデータ 
       オブジェクトデータフォーマットを参照 

 ＦＣＣ ：0x＊＊ 
 
 

＜オブジェクトデータフォーマット＞ 
 
 
 
 
 
 

名称 サイズ 
(byte) 

説明 

オブジェクト識別情報 2 １バイト目：オブジェクト識別番号 
２バイト目：オブジェクト全数 

EOJ 3 構築する機器オブジェクトの ECHONET オブジェクトコード。 

機器問い合わせデータ長 2 機器問い合わせデータのサイズを示す。 

機器問い合わせデータ 194～289 機器問い合わせデータフォーマットを参照。 

 
＜機器問い合わせデータフォーマット＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

有効/無効ビット

マップ 
SetMプロパ

ティマップ 

2バイト 17バイト 

Setプロパティ

マップ 

17バイト 

GetMプロパティ

マップ 

17バイト 

Getプロパティ

マップ 

17バイト 

状変アナウンス

プロパティマップ

17バイト 

IASetupプロパ

ティ動作マップ 

17バイト 

IAGetupプロパ

ティ動作マップ 

17バイト 

IASetMupプロ

パティ動作マップ 

17バイト 

IAGetMupプロ

パティ動作マップ

17バイト 

Version情報 

4バイト 

メーカコード 

3バイト 

事業所コード 

3バイト 

商品コード 

12バイト 

製造番号 

12バイト 

製造年月日 

4バイト 

プロパティサイ

ズマップ 

1～128バイト

2バイト 

機器問い合わ

せデータ長 
機器問い合わせデータ 

194～289バイト 

オブジェクト 
識別情報 

２バイト 3バイト 

EOJ 
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名称 サイズ 

(byte) 
説明 

有効／無効ビットマップ 2 以降に連続するデータの中で意味のあるものを示す。 
  b15：SetM プロパティマップ 
  b14 ：Set プロパティマップ 
  b13 ：GetM プロパティマップ 
  b12：Get プロパティマップ 
  b11：状変アナウンスプロパティマップ 
  b10：IASetup プロパティ動作マップ 
  b9：IAGetup プロパティ動作マップ 
  b8：IASetMup プロパティ動作マップ 
  b7：IAGetMup プロパティ動作マップ 
  b6：Version 情報 
  b5：メーカコード 
  b4：事業所コード 
  b3：商品コード 
  b2：製造番号 
  b1：製造年月日 
  b0：プロパティサイズマップ 
1 がセットされる項目が有効である。 

SetM プロパティマップ 17 SetM を受け付けるプロパティを示す。*1 

Set プロパティマップ 17 Set を受け付けるプロパティを示す。*1 

GetM プロパティマップ 17 GetM を受け付けるプロパティを示す。*1 

Get プロパティマップ 17 Get を受け付けるプロパティを示す。*1 

状変アナウンスプロパティマップ 17 状変アナウンスを行うプロパティを示す。*1 

IASetup プロパティ動作マップ 17 Set を受け付けるプロパティに対するアダプタ内部サービスを示す。プロパ
ティへの処理は、IASｅｔup サービス処理となる。*1 

IAGetup プロパティ動作マップ 17 Get を受け付けるプロパティに対するアダプタ内部サービスを示す。プロパ
ティへの処理は、IAGｅｔｕｐサービス処理となる。*1 

IASetMup プロパティ動作マップ 17 SetM を受け付けるプロパティに対するアダプタ内部サービスを示す。プロパ
ティへの処理は、IASetMup サービス処理となる。*1 

IAGetMup プロパティ動作マップ 17 GetM を受け付けるプロパティに対するアダプタ内部サービスを示す。プロパ
ティへの処理は、IAGetMup サービス処理となる。*1 

Version 情報 4 使用する規格Version を示す。書式は ECHONET 規格に従う。 

メーカコード 3 ECHONET レディ機器の製造メーカを示す。書式は ECHONET 規格に従う。 

事業所コード 3 ECHONET レディ機器を製造した事業所を示すベンダ依存のコードを示す。書
式は ECHONET 規格に従う。 

商品コード 12 ベンダ依存の ECHONET レディ機器の商品コードを示す。書式は ECHONET
規格に従う。 

製造番号 12 ベンダ依存のECHONETレディ機器の製造番号を示す。書式はECHONE規格
に従う。 

製造年月日 4 ECHONET レディ機器が製造された年月日を示す。書式は ECHONET 規格に
従う。 

プロパティサイズマップ 1～128 規定の機器オブジェクトが持つ全てのプロパティに関して個々のプロパティ
のサイズをバイト単位で示す。配列プロパティの場合は 1 つの配列要素のサ
イズと最大配列要素数の積となる。存在するプロパティについて、EPC の小さ
い順にサイズを列挙する。 

注）＊１：書式はECHONET 規格第２部付録２記載のプロパティマップ記述形式（２）

での記述方法とする。（サイズは１７バイト固定） 
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８.８.４.４ ＥＣＨＯＮＥＴ通信モード 
 

（１） 機器状態アクセス要求／応答コマンド（Required） 

基本ミドルウェアアダプタは、アダプタ内部サービスがIASetup、IASetMupであるプロパ

ティに対しSetが行われた場合、あるいはアダプタ内部サービスがIAGetup、IAGetMupであ

るプロパティにGetが行われた場合は、Set、SetM、あるいはGet、GetMの情報を機器状態

アクセス要求によりＥＣＨＯＮＥＴレディ機器に伝える。 

機器状態アクセス要求を受け取ったＥＣＨＯＮＥＴレディ機器は、それがIASetup、IASetMup

の場合はそれに対する応答を、IAGetup、IAGetMupの場合は指定されたプロパティに対応す

る状態値を、機器状態アクセス応答により基本ミドルウェアアダプタに返す。 

 

◇要求コマンドの方向 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ → ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 

 

◇要求コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x02 
  ＦＴ ：0x0003 
  ＣＮ ：0x10 
  ＦＮ ：0x＊＊ 
  ＤＬ ：6+n 
  ＦＤ(0) ：オブジェクト情報 
 

名称 サイズ 
(byte) 

説明 

EOJ 3 参照、または変更対象機器の EOJ 

Length 2 EPC＋EDT のバイト数。これが 0x01 の場合は
IAGetup（状態参照）、それ以外の場合は IASetup
（状態変更）となる。 

EPC 1 参照、または変更対象のプロパティの EPC 

EDT n この値が存在する場合は、プロパティの変更とな
り、ECHONETレディ機器のEPCに対応する状態が
変更される（MAX 245byte）。この値が存在しない
場合は、状態参照となる。 

 

  ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

◇応答コマンド 

 

 
 

   ＳＴＸ ：0x02 
   ＦＴ ：0x0003 
   ＣＮ ：0x90 

ＳＴＸ ＣＮ 
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト

ＳＴＸ FD(0)
１バイト 

ＦＴ 
2バイト

DL
１バイト

ＦＮ ＤＬ

１バイト 2バイト

FD(0)
6+nバイト

ＦＮ ＣＮ 
2バイト 8+nバイト

ＦＣＣ

１バイト

ＦＣＣ

１バイト

1バイト 
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   ＦＮ ：要求時の値（機能を搭載していない場合は0x00） 
   ＤＬ ：8+n 
 
   ＦＤ(0) ：オブジェクト情報 
 

名称 サイズ 
(byte) 

説明 

EOJ 3 参照、または変更対象ECHONET レディ機器の EOJ。 

Result 2 応答結果。 
  0x0000：受理応答 
  0x0011：拒否応答 
  0xFFFF：その他のエラー 

Length 2 EPC＋EDT のバイト数。これが 0x01 の場合は変更応
答、それ以外の場合は参照応答となる。 

EPC 1 参照、または変更対象のプロパティの EPC。 

EDT n この値が存在する場合は、これが参照応答値となる
（MAX 245byte）。 

 

 ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

（２） 機器状態通知要求／応答コマンド（Required） 

基本ミドルウェアアダプタは、機器状態通知を受け取った場合、機器状態通知応答をＥＣ

ＨＯＮＥＴレディ機器に返し、通知対象プロパティのアダプタ内部サービスがIAGet、IAGetM

の場合は、内部に保持している機器オブジェクトの対象プロパティに通知する値を書き込む

とともに、その値をドメイン内にアナウンスする。通知対象プロパティのアダプタ内部サー

ビスがIAGetup、IAGetMupの場合は、機器状態通知応答をＥＣＨＯＮＥＴレディ機器に返し、

通知するべき値をドメイン内にアナウンスする。 

 

◇要求コマンドの方向 

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 → ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ 

 

◇要求コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x02 
           ＦＴ ：0x0003 
  ＣＮ ：0x11 
           ＦＮ ：0x＊＊（機能を搭載していない場合は0x00） 
  ＤＬ ：6+n 
           ＦＤ(0) ：オブジェクト情報 
 

名称 サイズ
(byte) 

説明 

EOJ 3 通知対象ECHONET レディ機器の EOJ。 

Length 2 EPC＋EDT のバイト数。 

EPC 1 通知対象のプロパティの EPC。 

EDT n 通知データ（MAX 245byte）。 

 

ＳＴＸ ＣＮ 
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト

ＦＮ ＤＬ

１バイト 2バイト

FD(0)
6+nバイト

ＦＣＣ

１バイト
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  ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

 

◇応答コマンド 

 

 
 

   ＳＴＸ ：0x02 
   ＦＴ ：0x0003 
   ＣＮ ：0x91 
   ＦＮ ：要求時の値 
   ＤＬ ：0x0005 
   ＦＤ(0) ：処理結果 
 

名称 サイズ
(byte) 

説明 

Result 2 応答結果。 
  0x0000：受理応答 
  0x0011：拒否応答（ネットワーク停止中） 
  0x0012：拒否応答（その他） 
  0x0101：状態不一致エラー（機器インタフェース確認
状態（未確認）） 
   
  0x0103：状態不一致エラー（待機状態） 
  0x0104：状態不一致エラー（オブジェクト構築状態） 
  0x0105：状態不一致エラー（エラー停止状態） 
  0xFFFF：その他のエラー（EOJ,EPC が存在しなかっ
た場合等） 

 
   ＦＤ(1) ：通知対象ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器のＥＯＪ 

 ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

ＳＴＸ FD(0)
１バイト 

ＦＴ 
2バイト

DL
１バイト

ＦＮ ＣＮ 
2バイト 2バイト

FD(1)
3バイト

ＦＣＣ

１バイト1バイト 
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（３） 要素指定機器状態アクセス要求／応答コマンド（Required） 

基本ミドルウェアアダプタは、アダプタ内部サービスがIASetMup であるプロパティに対

し SetM が行われた場合、あるいはアダプタ内部サービスが IAGetMup であるプロパティに

GetMが行われた場合は、SetM、あるいはGetMの情報を要素指定機器状態アクセス要求によ

り機器に伝える。 

要素指定機器状態アクセス要求を受け取ったＥＣＨＯＮＥＴレディ機器は、それがIASetMup

の場合はそれに対する応答を、IAGetMup の場合は指定されたプロパティの要素番号に対応

する状態値を、要素指定機器状態アクセス応答により基本ミドルウェアアダプタに返す。 

 

◇要求コマンドの方向 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ → ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 

 

◇要求コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x02 
           ＦＴ ：0x0003 
  ＣＮ ：0x12 
           ＦＮ ：0x＊＊ 
  ＤＬ ：8+n 
           ＦＤ(0) ：ミドルウェアアダプタ種別 
 

名称 サイズ
(byte) 

説明 

EOJ 3 参照、または変更対象ECHONET レディ機器の EOJ 

Length 2 EPC＋EDT＋要素番号のバイト数。これが 0x03 の場合
は参照、それ以外の場合は変更となる。 

EPC 1 参照、または変更対象のプロパティの EPC 

要素番号 2 参照、または変更対象の配列の要素番号。 

EDT n この値が存在する場合は、プロパティの変更となり、
ECHONETレディ機器のEPCに対応する状態が変更され
る（MAX 245byte）。この値が存在しない場合は、状態参
照となる。 

 

ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

◇応答コマンド 

 

 
 

   ＳＴＸ ：0x02 
   ＦＴ ：0x0003 
   ＣＮ ：0x92 
   ＦＮ ：要求時の値（機能を搭載していない場合は0x00） 
   ＤＬ ：10+n 
   ＦＤ(0) ：オブジェクト情報 
 

ＳＴＸ ＣＮ 
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト

ＳＴＸ FD(0)
１バイト 

ＦＴ 
2バイト

DL
１バイト

ＦＮ ＤＬ

１バイト 2バイト

FD(0)
8+nバイト

ＦＮ ＣＮ 
2バイト １0+nバイト

ＦＣＣ

１バイト

ＦＣＣ

１バイト

1バイト 
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名称 サイズ
(byte) 

説明 

EOJ 3 参照、または変更対象ECHONET レディ機器の EOJ。 

Result 2 応答結果。 
  0x0000：受理応答 
  0x0011：拒否応答 
  0xFFFF：その他のエラー（EOJ,EPC が存在しなかった
場合等） 

Length 2 EPC＋EDT＋要素番号のバイト数。これが 0x01 の場合
は変更応答、それ以外の場合は参照応答となる。 

EPC 1 参照、または変更対象のプロパティの EPC。 

要素番号 2 参照、または変更対象の配列の要素番号。 

EDT n この値が存在する場合は、これが参照応答値となる。 

 

 ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

（４） 要素指定機器状態通知要求／応答コマンド（Required） 

基本ミドルウェアアダプタは、要素指定機器状態通知を受け取った場合、要素指定機器状

態通知応答をＥＣＨＯＮＥＴレディ機器に返し、通知対象プロパティのアダプタ内部サービ

スがIAGetM の場合は、内部に保持している機器オブジェクトの対象プロパティの要素番号

に通知する値を書き込むとともに、その値をドメイン内にアナウンスする。通知対象プロパ

ティのアダプタ内部サービスがIAGetMup の場合は、要素指定機器状態通知応答をＥＣＨＯ

ＮＥＴレディ機器に返し、プロパティの要素番号で指定される値をドメイン内にアナウンス

する。 

 

◇要求コマンドの方向 

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 → ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ 

 

◇要求コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x02 
  ＦＴ ：0x0003 
  ＣＮ ：0x13 
  ＦＮ ：0x＊＊（機能を搭載していない場合は0x00） 
  ＤＬ ：8+n 
  ＦＤ(0) ：オブジェクト情報 
 

名称 サイズ
(byte) 

説明 

EOJ 3 通知対象ECHONET レディ機器の EOJ。 

Length 2 EPC＋EDT＋要素番号データのバイト数。 

EPC 1 通知対象のプロパティの EPC。 

要素番号 2 通知対象の要素番号。 

EDT n 通知データ（MAX 245byte）。 

 

  ＦＣＣ ：0x＊＊ 

ＳＴＸ ＣＮ 
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト

ＦＮ ＤＬ

１バイト 2バイト

FD(0)
8+nバイト

ＦＣＣ

１バイト
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◇応答コマンド 

 

 
 

   ＳＴＸ ：0x02 
   ＦＴ ：0x0003 
   ＣＮ ：0x93 
   ＦＮ ：要求時の値 
   ＤＬ ：0x0005 
   ＦＤ(0) ：応答結果 

 
名称 サイズ

(byte) 
説明 

Result 2 応答結果。 
  0x0000：受理応答 
  0x0011：拒否応答（ネットワーク停止中） 
  0x0012：拒否応答（その他） 
  0x0101：状態不一致エラー（機器インタフェース確認状
態（未確認）） 
  0x0103：状態不一致エラー（待機状態） 
  0x0104：状態不一致エラー（オブジェクト構築状態） 
  0x0105：状態不一致エラー（エラー停止状態） 
  0xFFFF：その他のエラー（EOJ,EPC が存在しなかった
場合等） 

 
  ＦＤ(1) ：通知対象ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器のＥＯＪ 

 ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

ＳＴＸ FD(0)
１バイト 

ＦＴ 
2バイト

DL
１バイト

ＦＮ ＣＮ 
2バイト 2バイト

FD(1)
3バイト

ＦＣＣ

１バイト1バイト 
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（５） オブジェクトアクセス要求／応答コマンド（Required） 

アダプタ内部サービスがIASet或いはIAGetとなっているプロパティに対し、書き込み指定のオブ

ジェクトアクセス要求が行われた場合、基本ミドルウェアアダプタは指定されたプロパティの値を

対応するプロパティに書き込む。アダプタ内部サービスがIAGet或いはIASetとなっているプロパ

ティに対し、読み出し指定のオブジェクトアクセス要求が行われた場合、基本ミドルウェアアダプ

タは指定されたプロパティの値をオブジェクトアクセス応答としてＥＣＨＯＮＥＴレディ機器に返

す。IASetup且つIAGetupが指定されているプロパティ、或いは、IASetMup且つIAGetMupが指定さ

れているプロパティに対しオブジェクトアクセス要求が行われた場合は、Resultを拒否応答とした

オブジェクトアクセス応答をＥＣＨＯＮＥＴレディ機器に返す。 

 

◇要求コマンドの方向 

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 → ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ 

 

◇要求コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x02 
  ＦＴ ：0x0003 
  ＣＮ ：0x14 
  ＦＮ ：0x＊＊（機能を搭載していない場合は0x00） 
  ＤＬ ：6+n 
  ＦＤ(0) ：オブジェクト情報 
 

名称 サイズ 
(byte) 

説明 

EOJ 3 参照、または変更対象ECHONET レディ機器の EOJ 

Length 2 EPC＋EPC データのバイト数。これが 0x01 の場合は
参照、それ以外の場合は変更となる。 

EPC 1 参照、または変更対象のプロパティの EPC 

EDT n この値が存在する場合は、プロパティの変更となり、
ECHONETレディ機器のEPCに対応する状態が変更さ
れる（MAX 245byte）。この値が存在しない場合は、状
態参照となる。 

 

  ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

◇応答コマンド 

 

 
 

   ＳＴＸ ：0x02 
   ＦＴ ：0x0003 
 
   ＣＮ ：0x94 
   ＦＮ ：要求時の値 
   ＤＬ ：8+n 
   ＦＤ(0) ：応答結果 

ＳＴＸ ＣＮ 
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト

ＳＴＸ FD(0)
１バイト 

ＦＴ 
2バイト

DL
１バイト

ＦＮ ＤＬ

１バイト 2バイト

FD(0)
6+nバイト

ＦＮ ＣＮ 
2バイト 2バイト

FD(0)
6+nバイト

ＦＣＣ

１バイト

ＦＣＣ

１バイト

1バイト 
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名称 サイズ 

(byte) 
説明 

Result 2 応答結果。 
  0x0000：受理応答 
  0x0001：受理応答（ネットワーク停止中） 
  0x0011：拒否応答 
  0x0101：状態不一致エラー（機器インタフェース確認
状態（未確認）） 
   
  0x0103：状態不一致エラー（待機状態） 
  0x0104：状態不一致エラー（オブジェクト構築状態） 
  0x0105：状態不一致エラー（エラー停止状態） 
  0xFFFF：その他のエラー（EOJ,EPC が存在しなかっ
た場合等） 

 
   ＦＤ(1) ：オブジェクト情報 

 
名称 サイズ 

(byte) 
説明 

EOJ 3 参照、または変更対象ECHONET レディ機器の EOJ。 

Length 2 EPC＋EPC データのバイト数。これが 0x01 の場合は変
更応答、それ以外の場合は参照応答となる。 

EPC 1 参照、または変更対象のプロパティの EPC。 

EDT n この値が存在する場合は、これが参照応答値となる
（MAX 245byte）。 

 

 ＦＣＣ ：0x＊＊ 
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（６）機器状態アクセス一括要求／応答コマンド（Optional） 
ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタが、以下の場合に、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器への

値の読み出しや値の設定を、それぞれのサービスが指定されているプロパティを一括して行

う為のコマンド。 

・IAGet、IAGetMサービスが指定されているプロパティに対して、ＥＣＨＯＮＥＴレ

ディ機器が保持するプロパティの値の読み出しを、一括で行う場合 

・IASet、IASetMサービスが指定されているプロパティに対して、ＥＣＨＯＮＥＴミ

ドルウェアアダプタが保持するプロパティの値の読み出しを、一括で行う場合 

・IAGet、IAGetMサービスが指定されているプロパティに対して、ＥＣＨＯＮＥＴミ

ドルウェアアダプタが保持するプロパティの値の機器への通知を、一括で行う場合 

・IASet、IASetMサービスが指定されているプロパティに対して、ＥＣＨＯＮＥＴミ

ドルウェアアダプタが保持するプロパティの値の機器への通知を、一括で行う場合 

機器状態アクセス一括要求を受け取ったＥＣＨＯＮＥＴレディ機器は、それが読み出しの

要求なのか通知の要求なのかにより、応答電文を構成して、機器状態アクセス応答により基

本ミドルウェアアダプタに返す。 

 

◇要求コマンドの方向 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ → ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 

 

◇要求コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x０２ 

   ＦＴ ：0x０００３ 
  ＣＮ ：0x２０ 
  ＦＮ ：0x００～0xＦＦ 
  ＤＬ ：FD(0)～FD(2)全体のサイズをＨＥＸ表示した値 
  ＦＤ(0) ：アクセス要求内容指定  

0x00：IAGet、IAGetMサービス指定プロパティ読み出し要求 
0x01：IAGet、IAGetMサービス指定プロパティ通知要求 
0x02：IASet、IASetMサービス指定プロパティ読み出し要求 
0x03：IASet、IASetMサービス指定プロパティ通知要求 
0x02～0xFF：for future reserved 

   ＦＤ(1) ：オブジェクトコード(EOJ) 
ＦＤ(2) ：ＦＤ(0)が0x01及び0x03の時に、存在する。 
 ＦＤ(0)が、0x01の時には、 

「Version 情報」「メーカコード」「事業所コード」「商品コード」「製造番号」「製造年月
日」プロパティ及び各種プロパティマッププロパティを除く、IAGet／IAGetMとしてミ
ドルウェアアダプタにて保持しているプロパティ値を、プロパティコードの小さい順に
列挙する。 

 ＦＤ(0)が、0x03の時には、 
「Version 情報」「メーカコード」「事業所コード」「商品コード」「製造番号」「製造年月
日」プロパティ及び各種プロパティマッププロパティを除く、IASet／IASetMとしてミ
ドルウェアアダプタにて保持しているプロパティ値を、プロパティコードの小さい順に
列挙する。 

ＦＣＣ ：0x＊＊ 

ＳＴＸ ＤＬ

１バイト ２バイト

ＣＮ 
１バイト 

FD(1)
３バイト

FＮ 
１バイト 

FT 
２バイト 

FCC 
１バイト 

FD(0) ＦＤ(2)
１バイト ｎバイト 
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◇応答コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x０２ 

   ＦＴ ：0x０００３ 
  ＣＮ ：0xＡ０ 
  ＦＮ ：要求時の値（機能を搭載していない場合は0x00） 
  ＤＬ ：FD(0)～FD(1)全体のサイズをＨＥＸ表示した値 

   ＦＤ(0) ：処理結果 
ＦＤ(0)の値 内容 備考 
0x００００ 要求受理（正常）  
0x００１１ 要求不受理（要求指定対象オブジェクト無）  
0xＦＦＦＦ 要求不受理（上記以外の理由）  
上記以外 for future reserved  

ＦＤ(1) ：要求電文のFD(0)で、0x00及び0x02（読み出し要求）が指定された時で、応答電文の
ＦＤ(0)が要求受理（0x0000）の時に、存在する。 

 要求電文のＦＤ(0)が、0x00の時には、 
「Version 情報」「メーカコード」「事業所コード」「商品コード」「製造番号」「製造年月
日」プロパティ及び各種プロパティマッププロパティを除く、IAGet／IAGetMとしてレ
ディ機器にて保持しているプロパティ値を、プロパティコードの小さい順に列挙する。 

 要求電文のＦＤ(0)が、0x02の時には、 
「Version 情報」「メーカコード」「事業所コード」「商品コード」「製造番号」「製造年月
日」プロパティ及び各種プロパティマッププロパティを除く、IASet／IASetMとしてレ
ディ機器にて保持しているプロパティ値を、プロパティコードの小さい順に列挙する。 

 ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

ＳＴＸ ＤＬ

１バイト ２バイト

ＣＮ 
１バイト 

FD(0)
２バイト

FＮ 
１バイト

FT 
２バイト

FCC
１バイト

FD(1)
ｍバイト
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（７）機器状態アクセス一括UP要求／応答コマンド（Optional） 
複合電文対応の機能を持つＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタにおいて、以下の場合に、

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器への値の読み出しや値の設定を、複合電文で指定されたプロパティ

に対して一括して行う為のコマンド。 

・IAGetup、IAGetMupサービスが指定されているプロパティに対して、他のノードか

ら読み出し要求があり、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器が保持する対象のプロパティの

値の読み出しを行う場合 

・IASetup、IASetMupサービスが指定されているプロパティに対して、他のノードか

ら書き込み要求があり、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器へ要求のあった値の通知を行う

場合 

機器状態アクセス一括UP要求を受け取ったＥＣＨＯＮＥＴレディ機器は、それが読み出

しの要求なのか書き込みの要求なのかにより、応答電文を構成して、機器状態アクセス一括

UP応答により基本ミドルウェアアダプタに返す。 

ミドルウェアアダプタは、本コマンドの応答としてコマンドエラーが指定された通信エラー

コマンドを受信した場合には、機器状態アクセス要求コマンドを用いて複合電文で指定され

たプロパティに関して個別にて要求を行うものとする。 

 

◇要求コマンドの方向 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ → ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 

 

◇要求コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x０２ 

   ＦＴ ：0x０００３ 
  ＣＮ ：0x２１ 
  ＦＮ ：0x００～0xＦＦ 
  ＤＬ ：FD(0)～FD(3)全体のサイズをＨＥＸ表示した値 
  ＦＤ(0) ：アクセス要求内容指定  

0x00：IAGetup，IAGetMupサービス指定プロパティ値読み出し要求 
0x01：IASetup，IASetMupサービス指定プロパティ値書き込み要求 
0x02～0xFF：for future reserved 

   ＦＤ(1) ：オブジェクトコード(EOJ) 
ＦＤ(2) ：２バイト。EPC数，EPCコード＋配列要素数。 

指定プロパティが非配列型の場合 
 ・１バイト目は、0x00固定。２バイト目でEPC数。 
指定プロパティが配列型の場合 
 ・１バイト目は、EPCコード値（0x80～0xFF）。２バイト目は配列要素数。 

ＦＤ(3) ：ＦＤ(0)が0x00の場合と0x01の場合で構成が異なる。 
FD(0)が0x00の場合で、FD(2)の1バイト目が0x00の場合には、IAGetup要求のある
EPCのコードを列挙する。列挙するEPCの数は、FD(2)の２バイト目で指定。 
FD(0)が0x00の場合で、FD(2)の１バイト目が0x00以外（指定プロパティが配列型）の
場合には、IAGetup要求のある配列要素番号を列挙する。列挙する配列要素の数は、FD(2)
の２バイト目で指定。 
FD(0)が0x01の場合には、指定プロパティが非配列か配列かにより、以下とする。

ＳＴＸ ＤＬ

１バイト ２バイト

ＣＮ 
１バイト 

FD(1)
3バイト

FD(2)
2バイト

FD(3) 
1～256バイト 

FＮ 
１バイト 

FT 
２バイト 

FCC
１バイト

FD(0)
１バイト
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FD(0)が0x01の場合で、指定プロパティが非配列型の場合、FD(2)で示された数だけEPC
毎の下記構成を列挙する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
FD(0)が0x01の場合で、指定プロパティが配列型の場合、FD(2)で示した配列要素数分、
下記構成を列挙する。 
 
 
 
 
 
 
 

ＦＣＣ ：0x＊＊ 
 

◇応答コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x０２ 

   ＦＴ ：0x０００３ 
  ＣＮ ：0xＡ１ 
  ＦＮ ：要求時の値（機能を搭載していない場合は0x00） 
  ＤＬ ：FD(0)～FD(2)全体のサイズをＨＥＸ表示した値 

   ＦＤ(0) ：処理結果 
ＦＤ(0)の値 内容 備考 
0x００００ 要求受理（正常）  
0x００１１ 要求不受理（要求指定対象オブジェクト無）  
0xＦＦＦＦ 要求不受理（上記以外の理由）  
上記以外 for future reserved  

 
ＦＤ(1) ：応答電文のＦＤ(0)が要求受理（0x0000）の時に存在する。 

２バイト。EPC数，EPCコード＋配列要素数。 
指定プロパティが非配列型の場合 
 ・１バイト目は、0x00固定。２バイト目でEPC数。 
指定プロパティが配列型の場合 
 ・１バイト目は、EPCコード値（0x00以外）。２バイト目は配列要素数。 

ＦＤ(2) ：応答電文のＦＤ(0)が要求受理（0x0000）で、要求電文のＦＤ(0)が0x00の場合に存在
する。 
指定プロパティが非配列型の場合、FD(2)で示された数だけEPC 毎の下記構成を列挙す
る。 
 
 
 
 
 
 

ＳＴＸ ＤＬ

１バイト ２バイト

ＣＮ 
１バイト 

FD(0)
２バイト

FＮ 
１バイト

FT 
２バイト

FCC 
１バイト 

FD(1)
２バイト

FD(2)
ｎバイト

１バイト 

EPC EDT 

ｎバイト 

EPCとEDTの

サイズ 

１バイト 

FD(2)で示した数分列挙 

EDT 

ｎバイト 

配列番号と

EDTのサイズ

１バイト 

FD(2)で示した数分列挙 

配列番号 

２バイト 

１バイト 

EPC EDT 

ｎバイト 

EPCとEDTの

サイズ 

１バイト 

FD(2)で示した数分列挙 
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プロパティが配列型の場合、FD(2)で示した配列要素巣分、下記構成を列挙する。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

EDT 

ｎバイト 

配列番号と

EDTのサイズ

１バイト 

FD(2)で示した数分列挙 

配列番号 

２バイト 
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（８）機器状態通知一括要求／応答コマンド（Optional） 
ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器が、以下の場合に、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタへの

値の通知を、それぞれのサービスが指定されているプロパティを一括して行う為のコマンド。 

・IAGet、IAGetMサービスが指定されているプロパティの値のＥＣＨＯＮＥＴ上への

通知指定を、一括で行う場合 

・IASet、IASetMサービスが指定されているプロパティの値のＥＣＨＯＮＥＴ上への

通知指定を、一括で行う場合 

・IAGetup、IAGetMupサービスが指定されているプロパティの値のＥＣＨＯＮＥＴ上

への通知指定を、一括で行う場合 

・IASetup、IASetMupサービスが指定されているプロパティの値のＥＣＨＯＮＥＴ上

への通知指定を、一括で行う場合 

基本ミドルウェアアダプタは、機器状態通知一括要求をＥＣＨＯＮＥＴレディ機器から受

け取った場合、機器状態通知一括応答をＥＣＨＯＮＥＴレディ機器に返し、通知対象プロパ

ティをドメイン内にアナウンスする。この時、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタでは、

複合電文に対応した機能を持つ場合には、複合電文を形成して送信する。 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタでは、IAGet，IAGetM，IASet，IASetM 指定のプロ

パティに関しては、受け取った値で保持している内容を更新する。 

 

◇要求コマンドの方向 

   ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 → ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ 

 

◇要求コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x０２ 

   ＦＴ ：0x０００３ 
  ＣＮ ：0x２２ 
  ＦＮ ：0x＊＊（機能を搭載していない場合は0x00） 
  ＤＬ ：FD(0)～FD(4)全体のサイズをＨＥＸ表示した値 
  ＦＤ(0) ：アクセス要求内容指定  

0x00：IAGet、IAGetMサービス指定プロパティ通知要求 
0x01：IASet、IASetMサービス指定プロパティ通知要求 
0x02：IAGetup、IAGetMupサービス指定プロパティ通知要求 
0x03：IASetup、IASetMupサービス指定プロパティ通知要求 
0x04～0xFF：for future reserved 

   ＦＤ(1) ：オブジェクトコード(EOJ) 
ＦＤ(2) ：「Version情報」「メーカコード」「事業所コード」「商品コード」「製造番号」「製造年月

日」プロパティ及び各種プロパティマッププロパティを除くＦＤ(0)で指定された対象の
プロパティの値を、通知の有無に関わらずプロパティコードの小さい順に列挙する。 

ＦＤ(3) ：ＦＤ(2)で指定したプロパティの内、外部へ通知するプロパティの数（ＦＤ(4)で列挙す
るプロパティ数）の値 

ＦＤ(4) ：ＦＤ(2)で指定したプロパティの内、外部へ通知するプロパティコードを列挙する。 
   ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

ＳＴＸ ＤＬ

１バイト ２バイト

ＣＮ 

１バイト 

FD(1)
ｎバイト

FD(0)
１バイト

FD(2)
３バイト

FD(4)
mバイト

FN 
１バイト

ＦＴ 
２バイト

FCC
１バイト

FD(3) 
１バイト 
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◇応答コマンド 

 

 
 

   ＳＴＸ ：0x０２ 
   ＦＴ ：0x０００３ 
   ＣＮ ：0xＡ２ 

  ＦＮ ：要求時の値 
   ＤＬ ：0x０００２ 
   ＦＤ(0) ：処理結果（Result） 
  

名称 サイズ
(byte) 

説明 

Result 2 応答結果。 
  0x0000：受理応答 
  0x0011：拒否応答（ネットワーク停止中） 
  0x0012：拒否応答（その他） 
  0x0101：状態不一致エラー（機器インタフェース確認
状態（未確認）） 
  0x0103：状態不一致エラー（待機状態） 
  0x0104：状態不一致エラー（オブジェクト構築状態） 
  0x0105：状態不一致エラー（エラー停止状態） 
  0xFFFF：その他のエラー 

  ＦＣＣ ：0x＊＊ 
 

ＳＴＸ FD(0)
１バイト ２バイト

CN 
１バイト 

DL
2バイト

FN 
１バイト２バイト

FT FCC
１バイト
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（９）オブジェクトアクセス一括要求／応答コマンド（Optional） 
ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器が、以下の場合に、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタへの

値の読み出しや値の設定を、それぞれのサービスが指定されているプロパティを一括して行

う為のコマンド。 

・IASet、IASetMサービスが指定されている、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ

が保持するプロパティの値の読み出しを行う場合 

・IAGet、IAGetMサービスが指定されているプロパティに対して、ＥＣＨＯＮＥＴレ

ディ機器がＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタへプロパティの値の書き込みを行

う場合 

オブジェクトアクセス一括要求を受け取ったＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタは、そ

れが読み出しの要求なのか書き込みの要求なのかにより、応答電文を構成して、オブジェク

トアクセス一括応答によりＥＣＨＯＮＥＴレディ機器へ返す。 

 

◇要求コマンドの方向 

   ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 → ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ 

 

◇要求コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x０２ 

   ＦＴ ：0x０００３ 
  ＣＮ ：0x２３ 
  ＦＮ ：0x＊＊（機能を搭載していない場合は0x00） 
  ＤＬ ：FD(0)～FD(2)全体のサイズをＨＥＸ表示した値 
  ＦＤ(0) ：アクセス要求内容指定  

0x00：IASet､IASetMサービス指定プロパティ値読み出し要求 
0x01：IAGet，IAGetMサービス指定プロパティ値書き込み要求 
0x02～0xFF：for future reserved 

   ＦＤ(1) ：オブジェクトコード(EOJ) 
ＦＤ(2) ：ＦＤ(0)が0x01の時に、存在する。 

「Version 情報」「メーカコード」「事業所コード」「商品コード」「製造番号」「製造年月
日」プロパティ及び各種プロパティマッププロパティを除く、IAGet／IAGetMとしてレ
ディ機器にて保持しているプロパティ値を、プロパティコードの小さい順に列挙する。 

ＦＣＣ ：0x＊＊ 

ＳＴＸ ＤＬ

１バイト ２バイト

ＣＮ 
１バイト 

FD(1)
３バイト

FD(2)
nバイト

FＮ 
１バイト 

FT 
２バイト 

FCC 
１バイト 

FD(0)
１バイト



 

 ８-７７

© 2000（2011）  ECHONET CONSORTIUM  ALL RIGHTS RESERVED

ECHONET SPECIFICATION 
第７部 ECHONET 通信装置仕様 
第８章 ECHONET ミドルウェアアダプタ 

Date：Jun. 30, 2011
     Version 4.00

CONFIDENTIAL
ECHONET CONSORTIUM

 

◇応答コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x０２ 

   ＦＴ ：0x０００３ 
  ＣＮ ：0xＡ３ 
  ＦＮ ：要求時の値 
  ＤＬ ：FD(0)～FD(3)全体のサイズをＨＥＸ表示した値 

   ＦＤ(0) ：処理結果 
  

名称 サイズ 
(byte) 

説明 

Result 2 応答結果。 
  0x0000：受理応答 
  0x0001：受理応答（ネットワーク停止中） 
  0x0011：拒否応答 
  0x0101：状態不一致エラー（機器インタフェース確認
状態（未確認）） 
  0x0103：状態不一致エラー（待機状態） 
  0x0104：状態不一致エラー（オブジェクト構築状態） 
  0x0105：状態不一致エラー（エラー停止状態） 
  0xFFFF：その他のエラー 

ＦＤ(1) ：応答電文のＦＤ(0)が受理応答（0x0000 或いは0x0001）の場合で、要求電文のFD(0)
で、0x00が指定された時に、存在する。 
「Version 情報」「メーカコード」「事業所コード」「商品コード」「製造番号」「製造年月
日」プロパティ及び各種プロパティマッププロパティを除く、IASet／IASetMとしてレ
ディ機器にて保持しているプロパティ値を、プロパティコードの小さい順に列挙する。 

ＦＤ(2) ：応答電文のＦＤ(１)が存在する時に存在する。ＦＤ(1)で指定したプロパティの内、ＦＤ
(3で列挙するプロパティの数を示す。 

ＦＤ(3) ：応答電文のＦＤ(1)が存在する時に存在する。ＦＤ(1)で指定したプロパティの内、前回
アクセス要求されてから新たに外部から書き込みのあったプロパティコードを列挙する。 

 ＦＣＣ ：0x＊＊ 

ＳＴＸ ＤＬ

１バイト ２バイト

ＣＮ 
１バイト 

FD(0)
２バイト

FＮ 
１バイト

FT 
２バイト

FCC
１バイト

FD(2)
１バイト

FD(1)
ｎバイト

 FD(3) 
mバイト 
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８.８.４.５ 通信エラー通知コマンド（Required） 
ミドルウェアアダプタ、およびＥＣＨＯＮＥＴレディ機器において、フレーム受信時に下

表で定義されている通信エラーが発生した場合は、通信エラー通知フレームを応答データと

して通知する必要がある。 

 

◇要求コマンドの方向 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ ⇔ ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 

 

◇要求コマンド 

 

 
 
  ＳＴＸ ：0x02 
  ＦＴ ：0x00FF 
  ＣＮ ：エラー番号 
 

エラー名称 Command 
No 

エラー内容 

FCCエラー 0x00 正常にフレームを受信したが、FCCが異常で

ある。 
コマンドエラー 0x01 該当するCommand Noが存在しない。 
応答結果エラー 0x02 受信した応答フレームの応答結果が想定外の

値である。 
フレーム内エラー 0x03 正常にフレームを受信したが、フォーマット

が異常である。 
その他のエラー 0xFF 上記以外のフレーム受信エラー 

 
  ＦＮ ：0x＊＊ 
  ＤＬ ：0x0000 
  ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

ＳＴＸ ＣＮ 
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト

ＦＮ ＤＬ

１バイト 2バイト

ＦＣＣ

１バイト
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８．８．５ オブジェクト生成タイプ用通信シーケンス 

本項では、各ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースのオブジェクト生

成タイプで用いる通信シーケンスを規定する。以下通信シーケンス毎に詳細を示す。 

 

表８．１０ オブジェクト生成タイプ用通信シーケンス一覧 
No. シーケンス名 概要 備考 
１ 情報確認シーケンス ECHONETミドルウェアアダプタが、ECHONETレディ機器に対

して、インタフェース方式およびオブジェクト内容を確認す
るためのシーケンス 

 

２ 初期化シーケンス ECHONETレディ機器が、ECHONETミドルウェアアダプタに対
して初期化を行うためのシーケンス 

 

３ オブジェクト構築シーケンス ECHONETミドルウェアアダプタがECHONETレディ機器からオ
ブジェクト情報を取得し、内部にオブジェクトを生成するた
めのシーケンス 

 

４ 機器状態アクセス要求シーケ
ンス 

ECHONETミドルウェアアダプタが、ECHONETレディ機器内に
プロパティを持つものに対してSet/Get要求を伝えるための
シーケンス 

 

５ 機器状態通知要求シーケンス ECHONETレディ機器が、ECHONETミドルウェアアダプタ内部
にプロパティを持つものに対して値の書き込みおよび外部へ
の通知をするためのシーケンス 

 

６ 要素指定機器状態アクセス要
求シーケンス 

ECHONETミドルウェアアダプタが、ECHONETレディ機器内に
プロパティを持つものに対してSet/Get要求を伝えるための
シーケンス（要素指定） 

 

７ 要素指定機器状態通知要求
シーケンス 

ECHONETレディ機器が、ECHONETミドルウェアアダプタ内部
にプロパティを持つものに対して値の書き込みおよび外部へ
の通知をするためのシーケンス（要素指定） 

 

８ オブジェクトアクセス要求
シーケンス 

ECHONET ミドルウェアアダプタが内部に持つプロパティへ
ECHONETレディ機器からアクセスを行うためのシーケンス 

 

 

 

８.８.５.１ 機器インタフェース確認モード 
 

（１） 情報確認シーケンス（Required） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．２１ 情報確認シーケンス 

 

ＥＣＨＯＮＥＴ
ミドルウェアアダプタ 

ＥＣＨＯＮＥＴ 
レディ機器 

自ノード

機器インタフェース情報確認要求 

他ノード 

機器インタフェース情報確認応答 
Tout0 
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【機器側機器インタフェース情報確認シーケンス】 

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器は機器インタフェース確認状態のとき、機器インタフェース情

報確認フレーム以外を受け付けない。機器インタフェース情報確認要求を受け取った場合、

アダプタ種別とオブジェクトを確認し、Tout30 以内に機器インタフェース情報確認応答を

返す。アダプタ種別の不一致の場合、あるいは機器オブジェクト情報の不一致の場合はエラー

を処理結果にセットし、回答する。 

アダプタ種別の不一致の場合は、Tout40経過後、アダプタへのリセット信号を出力して、

機器インタフェース確認要求を待つ。３回繰り返して、アダプタ種別不一致のエラーが継続

している場合は、機器インタフェース情報破棄を処理結果にセットし、機器インタフェース

情報確認応答を返し、Tout50 経過後、機器インタフェースに関する情報を破棄し、リセッ

ト信号出力して、未認識状態に遷移する。 

フレームエラーなど全ての通信エラーを無視し、電源投入後あるいはアダプタへのリセッ

ト信号出力後Tout50 以上経過しても、機器インタフェース情報確認要求がこない場合は、

アダプタへのリセット信号を出力して、機器インタフェース確認要求を待つ。３回繰り返し

て、要求無しのエラーが継続している場合は、機器インタフェース情報を破棄し、アダプタ

へのリセット信号を出力して、未認識状態に遷移する。 

 

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器が未認識状態のときは、機器インタフェース情報認識サービス

仕様の動作にもとづく。 

 

【アダプタ側側機器インタフェース情報確認シーケンス】 

基本ミドルウェアアダプタは、電源投入後、保持している機器アダプタインタフェースの

通信方式とオブジェクトを確認するためＥＣＨＯＮＥＴレディ機器に機器インタフェース情

報確認要求を送信する。オブジェクトが存在しない場合は、オブジェクト数０で問い合わせ

る。 

機器インタフェース情報確認応答の処理結果により以下の処理を行う。 

・ 正常終了で帰ってきた場合は、待機状態に遷移する。 
・ アダプタ種別の不一致の場合は、待機状態に遷移する。 
・ オブジェクト不一致の場合は、機器オブジェクトに関する情報を破棄した後、

待機状態へ遷移する。 
・ 機器インタフェース情報破棄の場合は、Tout50 以内に、機器インタフェース

と機器オブジェクトに関する情報を破棄して、未認識状態に遷移する。 
 

フレームエラーなど全ての通信エラーを無視して、Tout61 内に応答が帰ってこない場合

は、再度、機器インタフェース情報確認要求を送信する。 

応答が帰ってこない場合は、機器インタフェースと機器オブジェクトに関する情報を破棄

して、未認識状態に遷移する。 
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８.８.５.２ アダプタ初期化モード 
 

（１） 初期化シーケンス（Required） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．２２ 初期化シーケンス 

 

【機器側初期化シーケンス】 

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器はオブジェクト構築状態移行後、アダプタ初期化設定要求を基

本ミドルウェアアダプタに要求する。 

Tout0 内に初期化受理応答がない場合は、1回のみ再送を行う。再送後も初期化設定応答

がない場合は、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器はスタンドアロンモードで動作を行う。  

初期化設定応答を受け取ったＥＣＨＯＮＥＴレディ機器は、初期化設定完了通知を少なく

ともTout11期間待つ。Tout11経過後も初期化設定完了通知を受信しなかった場合は、初期

化シーケンスを終了し、スタンドアロン動作する。 

初期化設定完了通知を受け取った場合はTout1内にアダプタ初期化設定完了通知受理応答

を基本ミドルウェアアダプタに返す。 

 

【アダプタ側初期化シーケンス】 

基本ミドルウェアアダプタは、機器情報保持のアダプタ初期化設定要求を受信した場合、

アダプタ初期化設定応答をTout0内に返信し、内部の初期化（下位通信ソフトウェアの指定

されたスタート処理）を始める。 

機器情報破棄のアダプタ初期化設定要求を受信した場合は、機器オブジェクトに関する情

報を破棄した後、同様の処理を行う。 

初期化が終了した後、アダプタ初期化完了通知をＥＣＨＯＮＥＴレディ機器に送る。 

その後Tout1内に初期化正常終了アダプタ初期化完了通知受理応答がない場合は、1回再

送を行う。再送後も応答がない場合は、処理を中止し、アダプタ初期化設定要求を待つ。

ＥＣＨＯＮＥＴ
ミドルウェアアダプタ 

ＥＣＨＯＮＥＴ 
レディ機器 

自ノード他ノード 

アダプタ初期化設定要求

アダプタ初期化設定応答

アダプタ初期化完了通知

アダプタ初期化完了通知受理応答 Tout1 

Tout0 
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８.８.５.３ オブジェクト構築モード 

 
オブジェクト構築モードのシーケンスを機器オブジェクト保持の場合と、機器オブジェ

クト非保持の場合とで、それぞれ下図（図８．２３、図８．２４）に示す。 
 

（１） オブジェクト構築シーケンス（Required） 

ａ）機器オブジェクト保持の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．２３ オブジェクト動作シーケンス（１） 

【アダプタ側オブジェクト構築シーケンス】 
アダプタ立ち上げ通知をレディ機器へ送信した後、レディ機器からTout1以内にアダプ

タ立ち上げ通知受理応答を受信するのを確認する。その後、通常動作状態へ遷移する。 
 

【機器側オブジェクト構築シーケンス】 

アダプタ立ち上げ通知を受信した場合、Tout1 以内にアダプタ立ち上げ通知受理応答を

送信する。 

ＥＣＨＯＮＥＴ
ミドルウェアアダプタ 

ＥＣＨＯＮＥＴ
レディ機器 

自ノード

アダプタ立ち上げ通知

他ノード 

アダプタ立ち上げ通知受理応答 

通常動作状態 

Tout1 
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ｂ）機器オブジェクト非保持の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．２４ オブジェクト動作シーケンス（２） 

 

【アダプタ側オブジェクト構築シーケンス】 
機器問い合わせ要求（オブジェクト指定機器問い合わせ要求）をレディ機器へ送信した

後、レディ機器からTout1以内に機器問い合わせ応答（オブジェクト指定機器問い合わせ

応答）を受信するのを確認する。オブジェクトの個数が複数の場合は、オブジェクト情報

を取得完了するまで処理を繰り返す。 
オブジェクト情報取得が終わると、機器問い合わせ完了通知をレディ機器へ送信する。

レディ機器からTout1以内に機器問い合わせ完了通知受理応答を受信するのを確認する。 
アダプタ立ち上げ通知をレディ機器へ送信した後、レディ機器からTout1以内にアダプ

タ立ち上げ通知受理応答を受信するのを確認する。その後、通常動作状態へ遷移する。 
 

【機器側オブジェクト構築シーケンス】 

機器問い合わせ要求（オブジェクト指定機器問い合わせ要求）を受信した場合、Tout1
以内に機器問い合わせ応答（オブジェクト指定機器問い合わせ応答）を送信する。搭載オ

ブジェクト情報が複数の場合は、処理を繰り返し、機器問い合わせ完了通知を受信した場

合、Tout1以内に機器問い合わせ完了通知受理応答を送信する。 
アダプタ立ち上げ通知を受信した場合、Tout1 以内にアダプタ立ち上げ通知受理応答を

送信する。 

 

ＥＣＨＯＮＥＴ
ミドルウェアアダプタ 

ＥＣＨＯＮＥＴ 
レディ機器 

自ノード

機器問合せ要求／ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指定機器問合せ要求 

他ノード 

機器問合せ完了通知

機器問合せ完了通知受理応答

アダプタ立ち上げ通知

アダプタ立ち上げ通知受理応答 

・
・
・

Tout1

Tout1

Tout1

Tout1

機器オブジェクトの個数

により、機器問い合わせ

回数が変わります。 

機器問合せ要求／ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指定機器問合せ要求 

機器問合せ応答／ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指定機器問合せ応答 

機器問合せ応答／ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指定機器問合せ応答 

通常動作状態 
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８.８.５.４ ＥＣＨＯＮＥＴ通信モード 
 
ＥＣＨＯＮＥＴ通信モードでは、機器状態アクセス要求、機器状態通知要求、要素指定

機器状態アクセス要求、要素指定機器状態通知要求、オブジェクトアクセス要求の５つの

コマンドシーケンスを定義しており、それぞれ下図（図８．２５、図８．２６、図８．２

７、図８．２８、図８．２９）に示す。 
 
 

（１） 機器状態アクセス要求シーケンス（Required） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．２５ 機器状態アクセス要求シーケンス 

【アダプタ側機器状態アクセス要求シーケンス】 

機器状態アクセス要求（機器状態アクセス一括要求）をレディ機器へ送信した後、レディ

機器からTout1以内に機器状態アクセス応答（機器状態アクセス一括応答）を受信するのを

確認する。 

 

【機器側機器状態アクセス要求シーケンス】 

機器状態アクセス要求（機器状態アクセス一括要求）を受信した場合、Tout1以内に機器

状態アクセス応答（機器状態アクセス一括応答）を送信する。 

ＥＣＨＯＮＥＴ
ミドルウェアアダプタ 

ＥＣＨＯＮＥＴ 
レディ機器 

自ノード

機器状態アクセス要求／機器状態アクセス一括要求 

他ノード 

機器状態アクセス応答／機器状態アクセス一括応答 Tout1
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（２） 機器状態通知要求シーケンス（Required） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．２６ 機器状態通知要求シーケンス 

 

【アダプタ側機器状態通知要求シーケンス】 

 レディ機器から機器状態通知要求（機器状態通知一括要求）を受信した場合、Tout1以内

に機器状態通知応答（機器状態通知一括要求）をレディ機器へ送信する。 

 

【機器側機器状態通知要求シーケンス】 

機器状態通知要求を送信した後、Tout1以内に機器状態通知応答（機器状態通知一括応答）

を受信するのを確認する。 

ＥＣＨＯＮＥＴ
ミドルウェアアダプタ 

ＥＣＨＯＮＥＴ 
レディ機器 

自ノード他ノード 

機器状態通知要求／機器状態通知一括要求 

機器状態通知応答／機器状態通知一括要求 Tout1 
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（３） 要素指定機器状態アクセス要求シーケンス（Required） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．２７ 要素指定機器状態アクセス要求シーケンス 

 

【アダプタ側要素指定機器状態アクセス要求シーケンス】 

 要素指定機器状態アクセス要求をレディ機器へ送信した後、レディ機器からTout1以内に

要素指定機器状態アクセス応答を受信するのを確認する。 

 

【機器側要素指定機器状態アクセス要求シーケンス】 

 要素指定機器状態アクセス要求を受信した場合、Tout1以内に要素指定機器状態アクセス

応答を送信する。 

 

ＥＣＨＯＮＥＴ
ミドルウェアアダプタ 

ＥＣＨＯＮＥＴ 
レディ機器 

自ノード他ノード 

要素指定機器状態アクセス要求 

要素指定機器状態アクセス応答 Tout1



 

 ８-８７

© 2000（2011）  ECHONET CONSORTIUM  ALL RIGHTS RESERVED

ECHONET SPECIFICATION 
第７部 ECHONET 通信装置仕様 
第８章 ECHONET ミドルウェアアダプタ 

Date：Jun. 30, 2011
     Version 4.00

CONFIDENTIAL
ECHONET CONSORTIUM

 

（４） 要素指定機器状態通知要求シーケンス（Required） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．２８ 要素指定機器状態通知要求シーケンス 

 

【アダプタ側要素指定機器状態通知要求シーケンス】 

  レディ機器から要素指定機器状態通知要求を受信した場合、Tout1以内に要素指定機器

状態通知応答をレディ機器へ送信する。 

 

【機器側要素指定機器状態通知要求シーケンス】 

  要素指定機器状態通知要求を送信した後、Tout1以内に要素指定機器状態通知応答を受

信するのを確認する。 

ＥＣＨＯＮＥＴ
ミドルウェアアダプタ 

ＥＣＨＯＮＥＴ 
レディ機器 

自ノード他ノード 

要素指定機器状態通知要求

要素指定機器状態通知応答
Tout1 
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（５） オブジェクトアクセス要求シーケンス（Required） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８．２９ オブジェクトアクセス要求シーケンス 

 

【アダプタ側オブジェクトアクセス要求シーケンス】 

  レディ機器からオブジェクトアクセス要求（オブジェクトアクセス一括要求）を受信し

た場合、Tout1以内にオブジェクトアクセス応答（オブジェクトアクセス一括応答）をレディ

機器へ送信する。 

 

【機器側オブジェクトアクセス要求シーケンス】 

  オブジェクトアクセス要求（オブジェクトアクセス一括要求）を送信した後、Tout1以

内にオブジェクトアクセス応答（オブジェクトアクセス一括応答）を受信するのを確認する。 

 

ＥＣＨＯＮＥＴ
ミドルウェアアダプタ 

ＥＣＨＯＮＥＴ 
レディ機器 

自ノード他ノード 

オブジェクトアクセス要求／ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄｱｸｾｽ一括要求 

オブジェクトアクセス応答／ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄｱｸｾｽ一括応答 Tout1 

値変更 
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８.８.５.５ 機器側通信エラー処理シーケンス 
ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器は、ミドルウェアアダプタからのフレーム受信時に通信エラー

が発生した場合、受信フレームを破棄して通信エラー通知フレームを送信する。 

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器は、コマンドを発行した時にミドルウェアアダプタから応答デー

タとして通信エラーフレームを受信した場合は、タイムアウト時処理と同様にコマンドが正

常通知できなかったと判断して、再度コマンドを発行する。 

ただし、通信エラーが頻発する場合、エラー表示を行うことを推奨する。 

 

８.８.５.６ アダプタ側通信エラー処理シーケンス 
ミドルウェアアダプタは、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器からのフレーム受信時に通信エラー

が発生した場合、受信フレームを破棄して通信エラー通知フレームを送信する。 

ミドルウェアアダプタは、コマンドを発行した時にＥＣＨＯＮＥＴレディ機器から応答デー

タとして通信エラーフレームを受信した場合は、タイムアウト時処理と同様にコマンドが正

常通知できなかったと判断して、再度コマンドを発行する。 

ただし、通信エラーが頻発する場合、異常内容プロパティにエラーコードをセットし、異

常状態プロパティをエラー発生とし、８．３．３項に記載する通信異常処理を行う。 

 

８.８.５.７ 同時発行可能フレーム数 
基本ミドルウェアアダプタにおいて、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ、ＥＣＨＯＮ

ＥＴレディ機器は、要求フレーム、あるいは通知フレームは送信後、その応答フレームを受

信するまで新たな要求フレーム、あるいは通知フレームを送信してはならない。応答フレー

ムを返信する前、または要求に新たな要求フレーム、あるいは通知フレームを受信した場合､

それは破棄されなくてはならない。 

  

８.８.５.８ 複合電文処理 
基本ミドルウェアアダプタは、複合電文処理機能を有する場合で、ＥＣＨＯＮＥＴ上の他

ノードからの複合電文によるGet要求受信時には、以下の処理を行う。 

（１）複合にて指定されているプロパティが、IAGetup サービス指定のものを含まない

場合には、基本ミドルウェアアダプタにて応答電文を構築し、返信を返す。 

（２）複合にて指定されているプロパティが、IAGetup サービス指定のものを含む場合

には、機器状態アクセス要求コマンド或いは機器状態アクセス一括UP要求コマン

ドにて機器からの値の取得後に、応答電文を構築し、返信を返す。 

また、基本ミドルウェアアダプタが、複合電文処理機能を有する場合で、ＥＣＨＯＮＥＴ

上の他のノードから複合電文によるSet要求受信時には、以下の処理を行う。 

（１）複合にて指定されているプロパティが、IASetup サービス指定のものを含まない

場合には、基本ミドルウェアアダプタにて応答電文を構築し、返信を返す。 

（２）複合にて指定されているプロパティが、IASetup サービス指定のものを含む場合

には、機器状態アクセス要求コマンド或いは機器状態アクセス一括UP要求コマン

ドにてSet要求を通知後に、応答電文を構築し、返信を返す。 
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８.８.５.９ タイムアウト時間 
タイムアウト時間を、下表のように定める。 

 
表８．１１ タイムアウト時間一覧 

記号 名称 時間 内容 
Tout0 、

Tout1 
最大応答時間1 3sec ミドルウェアアダプタ・ECHONETレディ機器間で、要求受

信から応答返信までの最大値 
Tout10 最大初期化処理時間 5sec 初期化処理に要することが可能な最大時間 
Tout11 最大初期化処理待ち時間 6sec 初期化処理待ち可能な最大時間 
Tout2 最大応答時間2 5sec ノード間で、要求受信から応答返信までの最大値 
Tout30 最大機器インタフェース情

報確認処理待ち時間 
（ECHONETレディ機器）

3sec ECHONETレディ機器がミドルウェアアダプタに対して機器

インタフェース情報確認応答を返信するまでの最大値 

Tout40 最小オブジェクト情報破棄

待ち時間 
6sec ミドルウェアアダプタが機器インタフェース情報を破棄するの

をECHONETレディ機器が待つ最大値 
Tout50 最大機器インタフェース情

報確認要求発行時間 
3sec ECHONETレディ機器がミドルウェアアダプタに対して機器

インタフェース情報確認応答を返信するまでの最大値 
Tout61 最大機器インタフェース情

報確認処理待ち時間 
（ミドルウェアアダプタ） 

5sec ミドルウェアアダプタが機器インタフェース情報確認応答を待

つ時間。 

※注：Tout61＞Tout30、Tout61＞Tout50 
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８．８．６ オブジェクト生成タイプの機械・物理特性 

通信インタフェースは、基本的に機器インタフェース情報認識サービスの機械・物理特性

に準拠とするが、RST（リセット）端子および伝送速度の取り扱いが以下のようになる。 

 

○RST（リセット） 

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器からアダプタへのリセット出力 

Lowで動作停止状態、Low→Highでリセット起動 

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 ：必須とする 

ミドルウェアアダプタ ：必須とする 

 

○伝送速度： 2400bps /4800bps/ 9600bps / 19200bps / 38400bps / 57600bps / 115200bps 
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８．９ Ｐｅｅｒ ｔｏ Ｐｅｅｒタイプ用通信プロトコル 

 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタとＥＣＨＯＮＥＴレディ機器の間で、ユーザ定義の

通信方式によって、情報授受を行う為のプロトコルである。Ｐｅｅｒ ｔｏ Ｐｅｅｒタイ

プを実現する形態には以下の２つがある。 

 
プログラム選択形態 
プログラムダウンロード形態 

 
 

８．９．１ プログラム選択形態 

 
プログラム選択形態は、Ｐｅｅｒ ｔｏ Ｐｅｅｒタイプの通信のうち、ＥＣＨＯＮＥ

Ｔレディ機器に対応した通信方式（ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信ソフトウェ

ア）を、あらかじめＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ内に備えている形態である。本

規格では特に規定しない。 
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８．９．２ プログラムダウンロード形態 

 
プログラムダウンロード形態は、Ｐｅｅｒ ｔｏ Ｐｅｅｒタイプの通信のうち、ＥＣ

ＨＯＮＥＴレディ機器に対応した通信方式（ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信ソ

フトウェア、以下プログラム）を、外部からダウンロードして入手する形態である。本バー

ジョンでは、ECHONET レディ機器からプログラムをダウンロードするプロトコルにつ

いて規定する。また、ダウンロードしたプログラムをECHONET ミドルウェアアダプタ

内で実行するプログラム実行環境を推奨仕様として規定する。（図８．３０） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

図８．３０ プログラムダウンロード形態の仕様化範囲 

ECHONET

通信処理部

プロトコル差異吸収

処理部

下位通信ソフトウェア

ECHONET レディ機器

ECHONETレディ機器からの
ダウンロードプロトコル仕様
（規格）

プログラム
実行環境仕様（推奨）

ECHONETミドルウェアアダプタ通信ソフトウェア
(ECHONETレディ機器側)

プログラムダウンロード

ECHONETミドルウェアアダプタ通信ソフトウェア
(ECHONETミドルウェアアダプタ側)

ECHONET
ミドルウェアアダプタ
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８．９．３ ECHONETレディ機器からのプログラムダウンロードプロトコル 

ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器から、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェー

スを介してプログラムをダウンロードするプロトコルを示す。 

 
８.９.３.１ プログラムダウンロード用フレーム構成 

 
プログラムダウンロード形態のプロトコルで使用するフレームの構成を図８．３１のとお

りに規定する。フレームタイプコード（ＦＴ）、コマンド番号コード（ＣＮ）、フレーム番号

コード（ＦＮ）、データ長コード（ＤＬ）、フレームデータ（ＦＤ）の部分が、ＥＣＨＯＮＥ

Ｔミドルウェアアダプタ通信インタフェースプロトコルのＤＡＴＡとなる。  

 
 
 

 

図８．３１ プログラムダウンロード用フレーム構成 

 
（１） ＳＴＸ（制御コード） 

制御コード。 ０ｘ０２固定とする。 

 
（２） ＦＴ (Frame Type：フレームタイプ） 

フレーム毎のタイプを示す。ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースの

プログラムダウンロードプロトコルにおいては、０ｘ０１００固定とする。 

 
（３） ＣＮ（Command No.：コマンド番号コード） 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースのプログラムダウンロードプロ

トコルで規定するコマンドを指定するための１バイトのコードとする。本バージョンにおい

ては、表８．１２で示したコマンドを規定する。具体的な割り当ての無いコードについては、

for future reserved とする。 

 
表８．１２ プログラムダウンロードインタフェースのコマンドコード 

コマンド名 
ｺﾏﾝﾄﾞ番号 

ｺｰﾄﾞ(CN） 
搭載 

プログラムダウンロード要求 0x00 Required 

プログラムダウンロード応答 0x80 Required 

ダウンロード完了通知 0x01 Required 

ダウンロード完了応答 0x81 Required 

 
 

（４） ＦＮ (Frame No：フレーム番号) 

2byte 

ＦＤ

1byte 

STX ＦＴ DL

1byte ｎbyte

ＦＮ ＣＮ 

1byte 2byte 1byte

FCC
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要求側が付与する番号。（0x0１～0xFF） 要求側はインクリメンタルに番号を付与する必

要がある。応答フレームは対応する要求フレームと同じ番号にする必要がある。 

なお、応答フレームに要求フレームと同じ番号を付与することができないＥＣＨＯＮＥＴ

レディ機器についてはこの番号を0ｘ00固定値とする。 

 
（５） ＤＬ（Data Length：データ長コード） 

データ長コードは、後に続くフレームデータ（ＦＤ）部のサイズを示す２バイト長のコー

ドとする。 サイズは、バイト数とし、ＨＥＸ表示する。例えば、ＦＤ部が２０バイトの場

合には、ＤＬは２０バイトを示す 0x0014 となる。尚、本データの配置はビッグエンディ

アンとする。 

 
（６） ＦＤ（Frame Data:フレームデータ） 

フレームデータ部は、フレームタイプ（ＦＴ）及びコマンド番号コード（ＣＮ）により規

定されるデータのフィールドである。 ２バイト以上のデータの並びはビッグエンディアン

とする。具体的な構成は、コマンド番号コード（ＣＮ）毎に規定する。 

 
（７） ＦＣＣ（Frame Check Code:フレームチェックコード） 

フレームチェックコードとして１バイトのチェックコードを規定する。Frame Type 以降、

Frame DATA までの合計値の２の補数とする。 
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８.９.３.２ プログラムダウンロード用コマンド 

 
各ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースのプログラムダウンロードプ

ロトコルで用いるコマンドの詳細を規定する。 

 
 

（１） プログラムダウンロード要求／応答コマンド（Required） 

 
◇要求コマンドの方向 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ → ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 

 
◇要求コマンド 

 
 
 

  ＳＴＸ ：0x02 
  ＦＴ ：0x0100 
  ＣＮ ：0x00 
  ＦＮ ：0x＊＊ 
  ＤＬ ：0x0012 
  ＦＤ(0) ：0x**** 送信要求シーケンス番号(2バイト) 
                         0x0000：送信対象情報の取得要求 
                         0x0001～：分割データシーケンス番号 

   ＦＤ(1) ：対象機器情報(7バイト) 
ECHONETメーカコード(3バイト) 

       機種コード(2バイト) 
       型式コード(2バイト) 
                ※機器インタフェース情報認識サービスで取得した情報で埋める 
                   ＦＤ(2)  ：ソフトウェア情報(9バイト) 

ECHONETメーカコード(3バイト) 
プログラム識別子(6バイト) 

                ※既にダウンロードを実施し、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ内にプログラム 
を保持している場合は、その情報で埋める 

                ※ダウンロードを実施しておらず、プログラムを保持していない場合は、全て 
０ｘｆｆで埋める 

  ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

ＳＴＸ ＣＮ 
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト

ＦＮ ＤＬ

１バイト 2バイト

FD(0) FD(1)
2バイト ７バイト

ＦＣＣ 
１バイト 

FD(2)
9バイト
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◇応答コマンド 

 

a)要求コマンドのFD(0)=0x00の場合、（送信対象情報の取得要求） 
 
 
 
 

  ＳＴＸ ：0x02 
  ＦＴ ：0x0100 
  ＣＮ ：0x80 
  ＦＮ ：0x＊＊ 
  ＤＬ ：0x000e 
  ＦＤ(0) ：データタイプ(プログラム0x00/取得先0x01) 
                       ※取得先とは、ＵＲＬ情報や、ダウンロードデータのパス情報などを考慮した情報で、

記述方法及び、取得先を元にした処理は規定しない。 
  ＦＤ(1) ：電文分割数(2バイト) 
  ＦＤ(2) ：ソフトウェア情報(9バイト) 

ECHONETメーカコード(3バイト) 
プログラム識別子(6バイト) 

                ※プログラム識別子は、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器メーカ内でプログラムを一意に識 
別可能とするためのメーカ独自規定とする 

                               ※ＦＤ（０）＝０ｘ０１(応答データが取得先)の場合は、全て０ｘｆｆで埋める 
  ＦＤ(3) ：ダウンロードデータサイズ(2バイト) 
  ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 
b)要求コマンドのFD(0)≠0x00の場合、（分割データシーケンス番号） 

 
 
 
 

  ＳＴＸ ：0x02 
  ＦＴ ：0x0100 
  ＣＮ ：0x80 
  ＦＮ ：0x＊＊ 
  ＤＬ ：0x＊＊＊＊ 
  ＦＤ(0) ：分割データシーケンス番号 

   ＦＤ(1) ：ダウンロードデータ(nバイト、最大128バイト） 
  ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 
 

ＳＴＸ ＣＮ 
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト 

ＦＮ ＤＬ

１バイト 2バイト

FD(0) FD(1)
１バイト 2バイト

ＦＣＣ 
１バイト 

FD(2)
9バイト

FD(3)
2バイト

ＳＴＸ ＣＮ 
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト 

ＦＮ ＤＬ

１バイト 2バイト

FD(0) FD(1)
2バイト

ＦＣＣ

１バイト最大128バイト
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（２） ダウンロード完了通知／応答コマンド（Required） 

 
◇通知コマンドの方向 

ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ → ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器 

 
◇通知コマンド 

 
 
 
 

  ＳＴＸ ：0x02 
  ＦＴ ：0x0100 
  ＣＮ ：0x01 
  ＦＮ ：0x＊＊ 
  ＤＬ ：0x0001 
  ＦＤ(0) ：ダウンロード結果 
                         0x00：失敗 
                         0x01：成功 
  ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 
◇応答コマンド 

 
 
 
 

  ＳＴＸ ：0x02 
  ＦＴ ：0x0100 
  ＣＮ ：0x81 
  ＦＮ ：0x＊＊ 
  ＤＬ ：0x0000 
  ＦＣＣ ：0x＊＊ 

 

ＳＴＸ ＣＮ 
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト 

ＦＮ ＤＬ

１バイト 2バイト

FD(0)
１バイト

ＦＣＣ

１バイト

ＳＴＸ ＣＮ 
１バイト 1バイト 

ＦＴ 
2バイト

ＦＮ ＤＬ

１バイト 2バイト

ＦＣＣ

１バイト
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８.９.３.３ ダウンロードデータフォーマット仕様 

 
図８．３２にダウンロードデータのデータフォーマットを規定する。１バイトのプログラ

ム実行環境識別子と、プログラム本体から構成し、プログラム実行環境識別子については、

下記のように規定する。また、プログラム本体のフォーマットは、プログラム実行環境識別

子毎に規定することとする。 

 
 

 
図８．３２ ダウンロードデータのフォーマット 

 
 

（１）プログラム実行環境識別子 

プログラム本体を実行可能なプログラム実行環境を表す１バイトのコードを表す。ミドル

ウェアアダプタは、搭載されているプログラム実行環境と比較し、ダウンロードしたプログ

ラム本体が実行可能かを判断する。本バージョンにおいては、表８．１３で示したプログラ

ム実行環境識別子を規定する。新たな実行環境については、このプログラム実行環境識別子

を追加規定する。具体的な割り当てのないコードについては、 for future reserved とす

る。 

 

表８．１３ プログラム実行環境識別子コード 

実行環境名 プログラム実行環境識別子 

インタプリタ方式（8.10にて定義） 0x00 

 

プログラム 
実行環境識別子 

１バイト 

プログラム本体 

最大65534バイト(=65535-1)
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８.９.３.４ プログラムダウンロード用通信シーケンス 

 
各ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタ通信インタフェースのプログラムダウンロードプ

ロトコルで用いる通信シーケンスを規定する。 

図８．３３に、プログラムダウンロードプロトコルの通信シーケンスを示す。通信方式が

Ｐｅｅｒ ｔｏ Ｐｅｅｒ（機器インタフェース情報応答コマンドＦＤ（０）：ｂ０が１）、

かつ、ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器がダウンロード情報を保持する（機器インタフェース情報

応答コマンドＦＤ（２）のインタフェース情報：ｂ３が１）場合、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェ

アアダプタは、機器インタフェース情報認識サービスで規定された移行時間(Ttrans)経過後、

プログラムダウンロード要求コマンドを送信する。 
アダプタからのプログラムダウンロード要求の送信は、機器インタフェース情報認識サー

ビスで認識した伝送速度で行う。機器インタフェース情報応答コマンドで送られた伝送速度

に対応できない場合は、機器インタフェース情報確定通知で、「現行速度対応可（指定速度

対応不可）」を送信し、現行速度のままプログラムダウンロードを行う。 
アダプタは、プログラムダウンロード応答コマンド（要求シーケンス番号=0）のソフト

ウェア情報と、現在保持しているソフトウェア情報が異なり、かつ、プログラムダウンロー

ド応答コマンド（要求シーケンス番号=1）のプログラム実行環境識別子が搭載されている

プログラム実行環境を示している場合に、要求シーケンス番号=2 以降のダウンロードを実

行する。プログラムダウンロード応答コマンド（要求シーケンス番号=0）のソフトウェア

情報と、現在保持しているソフトウェア情報が同じ、かつ、プログラムダウンロード応答コ

マンド（要求シーケンス番号=1）のプログラム実行環境識別子が搭載されているプログラ

ム実行環境を示している場合は、ダウンロードを実行せずに、プログラムダウンロード完了

通知をＦＤ（０）＝０ｘ０１（成功）を送信する。 
応答待ちタイムアウト時間(T1)は、300msとする。 
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図８．３３ プログラムダウンロード通信シーケンス 

 
Ttrans ：各方式仕様への移行時間。500msec以上あけること。 
Ti   ：受信タイムアウト時間。MAX.300msec 
 

 
 

ECHONETミドル

ウェアアダプタ 
ECHONET 
レディ機器 

機器インタフェース 
情報認識サービス 

プログラムダウンロード 
プロトコル 

Peer to Peer方式 
プロトコル 

ダウンロード要求(要求シーケンス番号=0) 

ダウンロード応答(ソフトウェア情報) 

ダウンロード完了通知 

ダウンロード完了応答 

ダウンロード要求(要求シーケンス番号=1) 

ダウンロード応答(実行環境識別子、分割データ1) 

ダウンロード要求(シーケンスNo=N) 

ダウンロード応答(分割データN) 

・・・・・ 

(Peer to Peer方式､ダウンロード有) 

認識した 
伝送速度で通信 

 Ttrans 

Peer to Peer方式で通信 

ソフトウェア情報と 
実行環境識別子に基づき 
実行判断 

 T1 

ダウンロード要求(要求シーケンス番号=2) 

ダウンロード応答(分割データ2) 
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８.９.３.５ 異常処理 
 

プログラムダウンロード通信シーケンス中に発生した異常処理について以下のように規定

する。 

 

（１）表示部 

ミドルウェアアダプタは、ダウンロード中に発生した異常を通知するための表示部を搭載

しなければならない。表示手段については特に規定しないが、表示するためにLEDを具備す

る場合は、ＥＣＨＯＮＥＴ規格書第７部第８章８．３．２表示部を推奨とする。 

 

（２）ダウンロードデータの受信失敗 

プログラムダウンロード中に受信に失敗した場合（受信タイムアウト、ＦＣＣエラー、Ｆ

ｒａｍｅＮｏ不正*1）は、３回まで再送する。再送を３回してもなお受信に失敗した場合は、

プログラムダウンロード不可異常とし、表示部に異常表示する。 

 

＊１ ＦｒａｍｅＮｏ不正：受信した応答コマンドのＦｒａｍｅＮｏが、０でないかつ、 

要求コマンドのＦｒａｍｅＮｏと異なる場合。 

 

（３）ダウンロードデータの大きさが受信範囲超過（ダウンロード応答失敗） 

ダウンロード応答受信時に含まれるデータサイズがアダプタ内部で許容するダウンロード

データのサイズを越えている場合は、ダウンロードデータは破棄し、表示部に異常表示する。 

 

（４）ダウンロードデータエラー 

プログラムダウンロード応答コマンド中のＥＣＨＯＮＥＴメーカコードが要求したメーカ

コードと異なる場合、又はプログラムダウンロード応答コマンド（要求シーケンス番号=1）
のプログラム実行環境識別子が自己の実行環境と異なる場合は、ダウンロードデータを破棄

し、表示部に異常表示する。 

８．１０ Peer to Peer タイプのプログラムダウンロード形態におけるインタプ

リタ方式プログラム実行環境仕様（推奨） 

８．１０．１ 本推奨仕様の適用範囲 

 
本推奨仕様では、Peer to Peerタイプのプログラムダウンロード形態におけるプログラ

ム実行環境仕様のうち、ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェアアダプタに搭載し、ダウンロードデー

タ中のプログラム本体を解釈・実行するインタプリタ方式の実行環境仕様について規定す

る。 
（１）プログラム本体フォーマット仕様 
（２）ダウンロードプログラム言語仕様 
（３）インタプリタＡＰＩ仕様 
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（４）プログラム圧縮・伸張仕様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

図８．３４ 適用範囲 

ECHONET

通信処理部

プロトコル差異吸収

処理部

下位通信ソフトウェア

ECHONET レディ機器

適用範囲
（１）プログラム本体フォーマット仕様
（２）ダウンロードプログラム言語仕様
（３）インタプリタＡＰＩ仕様
（４）プログラム圧縮・伸張仕様

インタプリタ方式
プログラム実行環境

［インタプリタの動作］
（１）プログラム本体フォーマット仕様により、
　　ダウンロードプログラムを抽出する
（２）プログラム圧縮・伸張仕様により、ダウンロ
　　ードプログラムを伸張する
（３）ダウンロードプログラム言語仕様、及びイ
　　ンタプリタＡＰＩ仕様により、ダウンロードプロ
　　グラムを解釈、実行する

ECHONETミドルウェアアダプタ通信ソフトウェア
(ECHONETミドルウェアアダプタ側)

プログラムダウンロード

ECHONETミドルウェアアダプタ通信ソフトウェア
(ECHONETレディ機器側)

ECHONET

通信処理部

プロトコル差異吸収

処理部

下位通信ソフトウェア

ECHONET レディ機器

適用範囲
（１）プログラム本体フォーマット仕様
（２）ダウンロードプログラム言語仕様
（３）インタプリタＡＰＩ仕様
（４）プログラム圧縮・伸張仕様

インタプリタ方式
プログラム実行環境

［インタプリタの動作］
（１）プログラム本体フォーマット仕様により、
　　ダウンロードプログラムを抽出する
（２）プログラム圧縮・伸張仕様により、ダウンロ
　　ードプログラムを伸張する
（３）ダウンロードプログラム言語仕様、及びイ
　　ンタプリタＡＰＩ仕様により、ダウンロードプロ
　　グラムを解釈、実行する

ECHONETミドルウェアアダプタ通信ソフトウェア
(ECHONETミドルウェアアダプタ側)

プログラムダウンロード

ECHONETミドルウェアアダプタ通信ソフトウェア
(ECHONETレディ機器側)
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８．１０．２ インタプリタ方式プログラム実行環境の概要 

 
８.１０.２.１  ダウンロードプログラムとインタプリタの機能分担 

 
図８．３５に、ダウンロードプログラムとインタプリタとの間の機能分担を示す。方式

毎にフォーマットが異なる各種ユーザ定義の通信方式のコマンドを統一的に扱えるように、

中間オブジェクトと呼ぶ仮想的なオブジェクトの概念をインタプリタAPIに導入する。 
 ダウンロードプログラムは、ECHONET ミドルウェアアダプタ通信インタフェースの

各種ユーザ定義の通信方式のコマンドを、中間オブジェクトを用いたコマンドに変換し、

インタプリタAPIにアクセスする。 
 インタプリタは、ダウンロードプログラムより予め設定された変換テーブルを用いて、

中間オブジェクトから ECHONET オブジェクトの変換を行い、ECHONET 通信処理部

APIにアクセスする。 
 

 

ミドルウェアアダプタ

■ユーザ定義通信方式コマンド 

■ECHONETオブジェクト

インタプリタ

ダウンロード

プログラム

■中間オブジェクト(インタプリタAPI) 

変換

ﾃｰﾌﾞﾙ

●ダウンロードプログラム内で、 
  ユーザ定義-中間オブジェクト変換 

●ダウンロードプログラムより設定 
  された変換テーブルに従い、中間- 
  ECHONETオブジェクト変換を行う 

Peer to Peer － 中間 
変換 

中間-ECHONET 
変換 

ECHONETレディ機器

ECHONET通信処理部 

プロトコル差異吸収処理部 

下位通信ソフトウェア 

 
図８．３５ 機能分担 
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８.１０.２.２  動作手順 

 
図８．３６に、インタプリタ方式プログラム実行環境を搭載したECHONETミドルウェ

アアダプタの動作手順を示す。 
 
① プログラムダウンロード 

ECHONETレディ機器よりプログラムをダウンロードする 
② ECHONETオブジェクト生成 
   インタプリタがダウンロードプログラムを読み込み実行を開始し、ダウンロードプ 

ログラムからECHONETオブジェクトを生成する。 
自ノードオブジェクト及び、ノードプロファイルオブジェクトはインタプリタが生 
成する。 

③ 変換テーブルの初期化 
   ダウンロードプログラムから、中間オブジェクト－ECHONET オブジェクトの相

互変換を行う変換テーブルの初期化を行う。 
④ ECHONET初期化 
 ダウンロードプログラムからECHONET初期化APIを呼び出す。 
⑤ ECHONETコマンド送受信／Peer to Peer方式コマンド送受信 

ECHONETを利用した通信は、変換テーブルを介して行う。 
ECHONET レディ機器との通信、データ解釈は、ダウンロードプログラムが直接

行う。 
 

 ダウンロードプログラム
①

 

ECHONET通信
処理部 

 
ハードウェア 
ドライバ 

②

変換 
テーブル 

③ ④ 

インタプリタ 

⑤

プログラムダウンロード方式アダプタ 

インタプリタ API 

プロトコル差異吸収
処理部 

下位通信ソフトウェア
  

図８．３６ 動作手順 
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８.１０.２.３  変換テーブルモデル 
 

(1)変換テーブルモデルの構成 
 
 図８．３７に、本方式で使用する変換テーブルのモデルを示す。 
 ・ECHONETノードは、複数(n個)の中間オブジェクトを所有している。 
 ・中間オブジェクトは ID により識別される。ECHONET のクラスグループ、クラス、

インスタンス情報を保持している。 
 ・中間オブジェクトは、複数(N個)の中間オブジェクトプロパティと、複数(M個)の 

ECHONETプロパティを所有している。 
 ・中間オブジェクトプロパティとECHONET プロパティは変換テーブルにて関連付け

されている。 
・プロパティ間の関連には、同一値型、マッピング型、関数型の３種類があり、それぞ 
れの型に従った変換テーブルが生成される。 

・同一値型は、１対１のプロパティコードの関連を、マッピング型は、N対Mのプロパ 
ティコードと値の関連を、関数型は、N対Mのプロパティコードの関連を表す。 

・アダプタは、上記テーブルセットをノードの個数分保持している。 
 

 

 
中間オブジェクト 

ID 
クラスグループ 
クラス 
インスタンス 
 

ECHONET プロパティ 
プロパティコード(EPC) 
値(EDT) 
データ型 
データサイズ 
アクセスルール 
状変アナウンス(有/無) 
アダプタ内保持(する/しない) 
要素番号 

中間オブジェクトプロパティ 
プロパティコード(IPC) 
値(IDT) 
データ型 
データサイズ 
 

変換テーブル 

同一値型変換テーブル 
プロパティコード(IPC) 
プロパティコード(EPC)+要素番号 
 

関数型変換テーブル 
プロパティコード(IPC) × n 
{プロパティコード(EPC)+要素番号} × m 
中間→ECHONET 変換関数名 
ECHONET→中間変換関数名 
 

マッピング型変換テーブル 
{プロパティコード(IPC)+値(IDT)} × n 
{プロパティコード(EPC)+要素番号+値(EDT)} × m
IDT 優先フラグ 
EDT 優先フラグ 
 

N M

プロパティ間関連 

ECHONET ノード 
node_id 
EA 
 
 
 

1 n

 
図８．３７ 変換テーブルモデルの概要 
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(2)ECHONETノード 
 
◇概要 
 

アダプタが所有するECHONETノードの定義情報 
 
◇レコード形式 

 

NetID NodeID
ノードID

EA(ECHOENTアドレス)

 
※ノード IDは、ECHONETのNodeIDとは異なる。アダプタ内で 
ノードを識別するための ID(アダプタ内で一意)である。 

 
◇使用例 

 
自ノードが、EA=0x0001、コントローラノードがEA=0x0002の場合、 

NetID NodeID
0 0x00 0x01
1 0x00 0x02

ノードID
EA(ECHOENTアドレス)

 
※自ノードは、ノード ID=0で登録される。 
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(3)中間オブジェクトモデル 
 
◇概要 

 
アダプタが所有する中間オブジェクトの定義情報 

 
 ◇レコード形式 

 

クラスグループ クラス インスタンス
中間オブジェクトID

ECHONET

 
 
 ◇使用例 

 
家庭用エアコン、温度センサ、湿度センサを各１台ずつ所有している場合、 

クラスグループ クラス インスタンス
1 0x01 0x30 0x01
2 0x00 0x11 0x01
3 0x00 0x12 0x01

中間オブジェクトID
ECHONET
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(4)中間オブジェクトプロパティモデル 
  
◇概要 

 
   中間オブジェクトが所有するプロパティの定義情報 
 
 ◇レコード形式 

 

プロパティコード(IPC) 型 サイズ
中間オブジェクトID

プロパティ

 
 
 ◇使用例 
 
   中間オブジェクト(ID=1)が、 
    ・コード(IPC)=0x01として、unsigned char 型を 2 個、 
    ・コード(IPC)=0x02として、signed long 型を 1 個 
   所有している場合、 

プロパティコード(IPC) 型 サイズ
0x01 unsigned char 2
0x02 signed long 4

中間オブジェクトID

1

プロパティ
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(5)ECHONETプロパティモデル 
 
 ◇概要 
 
   中間オブジェクトが所有するECHONETプロパティの定義情報 
 
 ◇レコード形式 
 

プロパティコード
(EPC)

要素番号 型
アクセス
ルール

状変
アナウンス

サイズ
中間オブジェクト

ID

プロパティ

 
 
 ◇使用例 
 
   中間オブジェクト(ID=1)が、 
    ・コード(EPC)=0xB0として、unsigned char 型を 1 個、 
    ・コード(EPC)=0xC9、第0要素として、unsigned char 型を 1 個 
               第1要素として、unsigned char 型を 1 個 
   を所有している場合、 

プロパティコード
(EPC)

要素番号 型
アクセス
ルール

状変
アナウンス

サイズ

0xB0 - unsigned char set¦get 無 1
0xC9 0 unsigned char set¦get 無 1
0xC9 1 unsigned char set¦get 無 1

中間オブジェクト
ID

1

プロパティ
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(6)同一値型変換テーブルモデル 
 
 ◇概要 
 
  変換が不要な同一値型プロパティの変換情報 
 
 ◇レコード形式 
 

中間オブジェクトID IPC EPC 要素番号  
 
 ◇使用例 
 
   中間オブジェクト ID=1の 
   ・IPC=0x10 を、EPC=0x20 と、 
   ・IPC=0x11 を、EPC=0x30、要素番号3と同一値変換する場合。 

中間オブジェクトID IPC EPC 要素番号
0x10 0x20 -
0x11 0x30 3

1
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(7)マッピング型変換テーブルモデル 
 
 ◇概要 
 
  マッピングテーブルによる値変換を行うマッピング型プロパティの変換情報 
 
 ◇レコード形式 

 
中間オブジェクトID MapID IPC0…IPCn IFLG EPC0:ELE0…EPCm:ELEm EFLG  

 
  ・MapID：マッピング型変換テーブルの番号（テーブル生成時に使用する） 

・IPC0 ... IPCn ：n 組の中間オブジェクトプロパティコード(IPC) 
・IFLG：IPC→EPC変換時にマッピングが一意に定まらない場合の優先フラグ 
・EPC0:ELE0...EPCm:ELEm：m組の(ECHONETプロパティコード+要素番号) 

                 要素番号は、配列の場合に指定する 
・EFLG：EPC→IPC変換時にマッピングが一意に定まらない場合の優先フラグ 

 
 ◇使用例 

 
IPC=0x22 {1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8}と、EPC=0xAA {A, A, A, B, B, B, C, C}を 
マッピングする場合。 
EDT=Aの場合は、IDT=1、EDT=Bの場合は、IDT=5、EDT=Cの場合は、IDT=8
となる。 
(EFLG=1のマッピング関係が優先される) 

中間オブジェクトID MapID IPC=0x22 IFLG EPC=0xAA EFLG
1 1 A 1
2 1 A 0
3 1 A 0
4 1 B 0
5 1 B 1
6 1 B 0
7 1 C 0
8 1 C 1

11
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(8)関数型変換テーブルモデル 
 
◇概要 

 
   関数テーブルによる値変換を行う関数型プロパティの変換情報 
 
 ◇レコード形式 
 

中間オブジェクトID IPC0…IPCn EPC0:ELE0…EPCm:ELEm I2E_FUNC E2I_FUNC  
 

・IPC0 ... IPCn ：n 組の中間オブジェクトプロパティコード(IPC) 
・EPC0:ELE0...EPCm:ELEm：m組の(ECHONETプロパティコード+要素番号) 

                 要素番号は、配列の場合に指定する 
  ・I2E_FUNC：IPC → EPC 変換に使用するダウンロードプログラム中の関数名 
  ・E2I_FUNC：EPC → IPC 変換に使用するダウンロードプログラム中の関数名 
 
 ◇使用例 
 
   EPC=0xB3 {10, 11,12,13,14,15,16, 17,18,19,1A,1B,1C,1D,1E,1F} と、 
   IPC=0x11 {0, 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, A, B, C, D, E, F} を、 
   FUNC1(X)  { return X - 0x10;} 
   FUNC2(X)  { return X + 0x10;} 
   の２関数により変換する場合。 

中間オブジェクトID IPC0…IPCn EPC0:ELE0…EPCm:ELEm I2E_FUNC E2I_FUNC
1 0x11 0xB3 FUNC2 FUNC1  
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８．１０．３ プログラム本体のフォーマット仕様 

 
 図８．３８にインタプリタ方式プログラム実行環境における、プログラム本体のフォー

マットを示す。（図中ハッチング部） 
 

 

プログラムサイズ 

メーカコード 

インタプリタバージョン 

 

 

 

実行環境識別子

プログラム 

予約 

ダウンロード 
データ 

プログラム識別子 

プログラム本体 

 
図８．３８ プログラム本体のフォーマット 

 
 (1)インタプリタバージョン（3バイト） 
  1バイト目：0x00（固定） 
  2バイト目：仕様メジャーバージョン（バイナリ値）、本バージョンでは0x01 
  3バイト目：仕様マイナーバージョン（バイナリ値）、本バージョンでは0x00 
(2)メーカコード（4バイト） 
 1バイト目：0x00（固定） 

  2～4バイト目：ECHONETレディ機器のメーカコード 
      （ECHONETコンソーシアムで規定） 
(3)プログラム識別子（6バイト） 
  プログラムダウンロード要求／応答コマンドと同じ。 
(4)プログラムサイズ(2バイト) 
  1～2バイト：プログラムサイズ（単位：バイト） 
(5)予約領域(20バイト) 
(6)プログラム 
  ダウンロードプログラム言語仕様、インタプリタAPI仕様に基づき作成したプログラ

ムを、プログラム圧縮・伸張仕様に基づき変換したプログラム。 
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８．１０．４ ダウンロードプログラム言語仕様 

 
８.１０.４.１ 概要 

 
ダウンロードプログラムは、逆ポーランド記法を用いたスタック言語を用いる。 
 
APIの定義は、図８．３９のように記述する。 
 
FUNC1(arg1 arg2 arg3 <name> -- ret1 ret2 , コメント） 

図８．３９ API定義 

 
これはスタックダイアグラムと呼ばれ、"FUNC1"がAPI名、"--"の左側が入力（引数）、"--"
の右側が出力（戻り値）を、","以降がコメントを示す。arg1 ～ arg3 を順にスタックに

積み、FUNC1 を実行すると、実行後のスタックには、ret1, ret2 の順に積まれて戻って

くる。<name >は、FUNC1実行後の次に積まれたスタックを使用することを意味する。

なお、"--"の左右に何も記述がない場合は、入力、出力がないことを表す。 
 
arg1 ～ arg3 を順にスタックに積み、FUNC1 を実行するプログラムは、図８．４０の

ように記述する。 
 
arg1 arg2 arg3 FUNC1 name 

図８．４０ APIのプログラム記述方法 

 
また、FUNC1 APIを実行する前後のスタックの変化を図８．４１に示す。 
 

 

arg1 

arg3 

arg2 

FUNC1 

ret1 

ret2 

実行前のスタック 実行後のスタック 

スタックトップ 

 
図８．４１ API実行前後のスタックの変化 
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８.１０.４.２ 字句構造 

 
（１）文字コード 

ASCII コード（０ｘ２０～０ｘ７Ｅ）を使用する。大文字、小

文字の区別はしない。 
（２）空白 

スペース（０ｘ２０）とする。 
 
（３）字句変換 

ダウンロードプログラムは空白を区切りとしたトークンで構成

される。 
 
（４）トークン 

トークンは、データ（８．１０．４．３）、ユーザ定義名（８．

１０．４．４）、インタプリタ基本ＡＰＩ（８．１０．５）、イ

ンタプリタＥＣＨＯＮＥＴ ＡＰＩ（８．１０．６）から構成

される。 
 
 

８.１０.４.３ データ 
１６ビット値とする 
３２ビット値を扱う場合は、８ビット×４のバイト配列で表し、

ビッグエンディアンにてデータを配置する。 
 
 

８.１０.４.４ ユーザ定義名 
インタプリタ基本ＡＰＩの変数定義(８．１０．５．１)、配列

定義(８．１０．５．２)、定数定義(８．１０．５．３)、関数

定義(８．１０．５．４)で定義されるユーザ定義名ｎａｍｅ。

インタプリタ基本ＡＰＩ、インタプリタＥＣＨＯＮＥＴ ＡＰ

Ｉと重複して定義してはならない。 
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８．１０．５ インタプリタ基本ＡＰＩ仕様 

 
８.１０.５.１  変数定義(ＶＡＲＩＡＢＬＥ) 

 
(1)機能  16ビット変数 nameを定義する。 
 
(2)スタックダイアグラム 

VARIABLE ( <name> -- , 変数を定義する) 
 
(3)記述例 
 
アダプタの記述 
VARIABLE n 
 
C言語の記述 
int n; 
 



 

 ８-１１８

© 2000（2011）  ECHONET CONSORTIUM  ALL RIGHTS RESERVED

ECHONET SPECIFICATION 
第７部 ECHONET 通信装置仕様 
第８章 ECHONET ミドルウェアアダプタ 

Date：Jun. 30, 2011
     Version 4.00

CONFIDENTIAL
ECHONET CONSORTIUM

 
８.１０.５.２  配列(バイト列)定義(ＣＲＥＡＴＥ～ＡＬＬＯＴ) 

 

(1)機能  バイト配列nameを定義する。 
 
(2)スタックダイアグラム 

CREATE ( <name> -- , 配列名 nameを定義する) 
ALLOT  (n       -- , nバイト確保する) 

 
(3)記述例 
 
アダプタの記述 
CREATE buf 10 ALLOT 
 
C言語の記述 
char buf[10]; 
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８.１０.５.３  定数定義(ＣＯＮＳＴＡＮＴ) 

 
(1)機能  定数nameを定義する。 
 
(2)スタックダイアグラム 

CONSTANT ( n <name> -- , 定数nameを定義する) 
 
(3)記述例 
 
アダプタの記述 
128 CONSTANT MAX_CHARS 
 
C言語の記述 
#define MAX_CHARS 128; 
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８.１０.５.４  関数定義(：～；) 

 
(1)機能  関数nameを定義する 
 
(2)スタックダイアグラム 

: ( <name>--  , 関数定義を開始する) 
; (       --  , 関数定義を終了する) 

 
(3)記述例 
 
アダプタの記述 
: calc ( q -- ret )    ¥ q は入力（引数）、retは出力（戻り値） 
    128 + n !   
    n @   
; 
 
C言語の記述 
int calc( int q)   
{   
    n = q + 128;   
    return n;   
} 
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８.１０.５.５  変数代入(！) 

 
(1)機能  16ビット値を変数へ代入する。 

 

(2)スタックダイアグラム 

! (x addr -- , x を addr へ代入する) 

 

(3)記述例 

 

アダプタの記述 

34 n ! 

 

C言語の記述 

n = 34; 
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８.１０.５.６  変数取り出し(＠) 

 
(1)機能  変数から16ビット値をスタックトップに取り出す。 

 

(2)スタックダイアグラム 

@ (addr -- x, addr から値を取り出す) 

 

(3)記述例 

 

アダプタの記述 

n @ 

 

C言語の記述 

n; 
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８.１０.５.７  １バイト代入(C！) 

 
(1)機能  １バイトデータをバイト配列に代入する。 

 

(2)スタックダイアグラム 

C! (byte addr -- , byte を addr へ代入する) 

 

(3)記述例 

 

アダプタの記述 

34 buf 3 + C! 

 

C言語の記述 

buf[3] = 34; 
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８.１０.５.８  １バイト取り出し(C＠) 

 
(1)機能  １バイトデータをスタックトップに取り出す。 
 
(2)スタックダイアグラム 

C@ (addr -- byte, addr から値を取り出す) 
 
(3)記述例 
 
アダプタの記述 
buf 3 + C@ 
 
C言語の記述 
Buf[3]; 
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８.１０.５.９  四則演算(＋ － ＊ ／ MOD) 

 
(1)機能  加算、減算、乗算、除算、剰余算を行う。結果をスタックトップに 

格納する。 

 

(2)スタックダイアグラム 

+   (n1 n2 -- add , n1 + n2 を計算する) 

-   (n1 n2 -- sub , n1 - n2 を計算する) 

*   (n1 n2 -- mul , n1 * n2 を計算する) 

/   (n1 n2 -- div , n1 / n2 を計算する) 

MOD (n1 n2 -- rem , n1 % n2 を計算する) 

 

(3)記述例 

 

アダプタの記述 

1 1 + 

1 1 ‐  

1 1 * 

1 1 / 

1 1 MOD 

 
C言語の記述 

1 + 1; 

1 ‐  1; 

1 * 1; 

1 / 1; 

1 % 1; 
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８.１０.５.１０ ビットのシフト(ＬＳＨＩＦＴ ＲＳＨＩＦＴ) 

 
(1)機能  左シフト、右シフトを行う。結果をスタックトップに格納する。 

 

(2)スタックダイアグラム 

LSHIFT (n1 s -- n2 , n1 を s ビット左シフトする) 

RSHIFT (n1 s -- n2 , n1 を s ビット右シフトする) 

 

(3)記述例 

 

アダプタの記述 

n @ 4 LSHIFT     ¥ nの左シフト 

n @ 4 RSHIFT     ¥ nの論理右シフト(n=FFFFのとき、演算結果は0FFF) 

 

Ｃ言語の記述 

n << 4 

n >> 4 

 

※論理右シフト：符号付きの場合、0が左から入る 
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８.１０.５.１１  比較演算子(＝ ＞ ＜ ＞＝ ＜＝ ＜＞) 

 
(1)機能  2値を比較し、真ならTRUEを、偽ならFALSEをスタックトップに格納す

る。 

 

(2)スタックダイアグラム 

=  (n1 n2 -- flg , n1 =  n2 なら、flg = TRUE) 

>  (n1 n2 -- flg , n1 >  n2 なら、flg = TRUE) 

<  (n1 n2 -- flg , n1 <  n2 なら、flg = TRUE) 

>= (n1 n2 -- flg , n1 >= n2 なら、flg = TRUE) 

<= (n1 n2 -- flg , n1 <= n2 なら、flg = TRUE) 

<> (n1 n2 -- flg , n1 <> n2 なら、flg = TRUE) 

 

(3)記述例 

 

アダプタの記述 

2 2 = 

2 2 > 

2 2 < 

2 2 >= 

2 2 <= 

2 2 <> 

 

Ｃ言語の記述 

2 == 2 

2 > 2 

2 < 2 

2 >= 2 

2 <= 2 

2 != 2 
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(4)注意事項 

2値の比較は、符号付き(signed)データとして行う。 

符号なし(unsigned)データの比較は以下のように行う。 

【プログラム】 

(unsigned で 「a」と「b」を比較し、「a」の方が大きければ TRUE、等 

しいか「a」のほうが小さければ FALSE を返す) 

a @ 0 < b @ 0 < AND a @ 0 >= b @ 0 >= AND OR @ TRUE = IF 

a @ b @ > 

ELSE 

b @ a @ > 

THEN 

【解説】 

unsigned の比較の場合、先頭ビットが 1 (signed では負)の方が、先頭 

ビットが 0 (singed では正)よりも大きい。従って、符号が異なる数値

の比較では、「signed」と「unsigned」の大小関係は逆転する。また、同

符号の ときは、「singed」と「unsigned」の大小関係は一致するため、

上記のようなプログラムとなる。 
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８.１０.５.１２ 真偽値(ＴＲＵＥ ＦＡＬＳＥ) 

 
(1)機能  真偽値をスタックトップに格納する。 

 

(2)スタックダイアグラム 

TRUE  ( -- -1 , TRUEの値、-1) 

FALSE ( --  0 , FALSEの値  0) 

 

(3)記述例 

 

アダプタの記述 

2 TRUE = 

2 FALSE = 

 

Ｃ言語の記述 

2 == true 

2 == false 
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８.１０.５.１３ 論理演算子(ＡＮＤ ＯＲ ＮＯＴ ＸＯＲ) 

 
(1)機能  論理演算を行い、結果をスタックトップに格納する。 
 
(2)スタックダイアグラム 

AND (n1 n2 -- n3 , ビット単位の論理積) 
OR  (n1 n2 -- n3 , ビット単位の論理和) 
NOT (n1    -- n2 , 全ビット反転) 
XOR (n1 n2 -- n3 , ビット単位の排他的論理和) 

 
(3)記述例 
 
アダプタの記述 
0 1 AND 
0 1 OR 
n @ NOT 
0 1 XOR 
 
Ｃ言語の記述 
0 & 1 
0 | 1 
~n 
0 ̂  1 
 



 

 ８-１３１

© 2000（2011）  ECHONET CONSORTIUM  ALL RIGHTS RESERVED

ECHONET SPECIFICATION 
第７部 ECHONET 通信装置仕様 
第８章 ECHONET ミドルウェアアダプタ 

Date：Jun. 30, 2011
     Version 4.00

CONFIDENTIAL
ECHONET CONSORTIUM

 
８.１０.５.１４ 条件文(ＩＦ～ＥＬＳＥ～ＴＨＥＮ) 

 
(1)機能  条件により、処理を分岐する。 

 

(2)スタックダイアグラム 

IF   (flg --  , flgがTRUEの場合、以降のコードを実行する) 

ELSE (    --  , flgがFALSEの場合、以降のコードを実行する) 

THEN (    --  , IF..ELSE..を終了する) 

(3)記述例 

 

アダプタの記述(A) 

n @ 128 = IF   

    256 q !   

ELSE   

    64 q !   

THEN 

 

Ｃ言語の記述(A) 

if(n==128){   

    q = 256;   

} else{  

    q = 64;   

} 

 

アダプタの記述(B) 

: SAMPLE_IF ( X -- ) 

    DUP 1 = IF 11 SWAP THEN  

    DUP 2 = IF 12 SWAP THEN  

    DUP 3 = IF 13 SWAP THEN  

    DROP 

; 

 

Ｃ言語の記述(B) 

int sample_if(x) { 

    if (x == 1) return 11; 

    if (x == 2) return 12; 

    if (x == 3) return 13; 

} 
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８.１０.５.１５ ループ(ＢＥＧＩＮ～ＷＨＩＬＥ～ＲＥＰＥＡＴ) 
 
(1)機能  繰り返し処理する。 

 

(2)スタックダイアグラム 

BEGIN  (    --  , ループを開始する) 

WHILE  (flg --  , flgがTRUEの間、ループの実行を続ける) 

REPEAT (    --  , ループを終了する) 

 

(3)記述例 

 

アダプタの記述 

VARIABLE q  

VARIABLE n  

0 q !  

10 n !   

BEGIN 

n @ 0 > WHILE 

    q @ n @ + q !   

    n @ 1 -  

    n !   

REPEAT 

 

Ｃ言語の記述 

int q;  

int n;  

q=0;  

n=10;  

while( n>0 ){   

    q = q + n;    

    n--;  

} 
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８.１０.５.１６ 基数の変換(ＨＥＸ ＤＥＣＩＭＡＬ ＢＩＮＡＲＹ) 

 
(1)機能  基数を設定する。 

 

(2)スタックダイアグラム 

HEX     ( --  , 以降のデータを16進数として扱う) 

DECIMAL ( --  , 以降のデータを10進数として扱う) 

BINARY  ( --  , 以降のデータを2進数として扱う) 

 

(3)記述例 

 

アダプタの記述 

HEX       ¥ 16進数に 

DECIMAL   ¥ 10進数に 

BINARY    ¥ 2進数に 

 

(4)注意事項 

デフォルトは、DECIMAL(基数10)。 

プログラム中の任意の場所で記述することが可能である。 
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８.１０.５.１７ スタック操作(ＤＵＰ ＰＩＣＫ ＤＲＯＰ ＳＷＡＰ ＲＯＬＬ） 

 
(1)機能  スタックを操作する。 

 

(2)スタックダイアグラム 

DUP  (n -- n n , スタックトップを複製する) 

PICK (xn ... x1 x0 n -- xn ... x1 x0 xn, n番目のスタックをコピー 

する) 

DROP (n --  , スタックトップを削除する) 

SWAP (n1 n2 -- n2 n1 , 上から２つを入れ替える) 

ROLL (xn ... x1 x0 n -- xn-1 ... x1 x0 xn, n番目のスタックを回転 

する) 

 

(3)記述例 

 

アダプタの記述 

2 DUP         ¥ 2     → 2 2 

3 2 1 2 PICK  ¥ 3 2 1 → 3 2 1 3 

2 DROP        ¥ 2     →  

2 1 SWAP      ¥ 2 1   → 1 2 

3 2 1 2 ROLL  ¥ 3 2 1 → 2 1 3 
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８.１０.５.１８ コメント(￥ （．．．）) 

 
(1)機能  ソースコード上にコメントを記述する。インタプリタで解釈しない。 

 

(2)スタックダイアグラム 

¥ ( --  , 以降コメントして扱う) 

( ( --  , コメントを開始する) 

) ( --  , コメントを終了する) 

 

(3)記述例 

 

アダプタの記述 

¥ この行はコメントです。 

2 3 ( ここもコメントです ) + 

 

Ｃ言語の記述 

// この行はコメントです。 

2 + /* ここもコメントです */ 3 
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８.１０.５.１９ ＬＯＮＧ型データ演算(ＯＰ_ＬＯＮＧ) 

 
(1)機能  long型(4バイトデータ)の演算を行う。 

 

(2)スタックダイアグラム 

OP_LONG ( addr1 [addr2 | n] addr3 type -- result ) 

 

(3)説明  addr1 ：演算対象のデータを格納するアドレス１ 

addr2 ：演算対象のデータを格納するアドレス２(NOTの場合は不要) 

n ：LSHIFT、RSHIFT時のシフトビット数 

addr3 ：演算結果のデータを格納するアドレス 

type ：演算の種別 

1 (+) 

2 (-) 

3 (*) 

4 (/) 

5 (MOD) 

6 (LSHIFT) 

7 (RSHIFT) 

8 (AND) 

9 (OR) 

10 (XOR) 

11 (NOT) 

12 (=) 

13 (<) 

14 (<=) 

15 (>) 

16 (>=) 

17 (<>) 

result ：演算結果のデータを格納するアドレス(addr3と同じ) 

 

(4)注意事項 addr1、addr2、addr3、及びresult は、いずれも先頭から4バイト目ま

でに、ビッグエンディアンで、long型の値を格納する。 

TRUEは、0xffffffff、FALSEは0x00000000で表す。 
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８.１０.５.２０ ＬＯＮＧ値の真偽値への変換(ＣＯＮＶ_ＡＲＲＤ_ＴＯ_ＴＦ) 

 
(1)機能     4バイトデータを2バイトのTRUEまたはFALSEの値に変換する。 

 

(2)スタックダイアグラム 

CONV_ADDR_TO_TF ( addr -- val ) 

 

(3)説明  addr    ：4バイト値を格納したアドレス 

val     ：0  (FALSE： addrの先頭4バイトが全て0の場合) 

-1  (TRUE：  addrの先頭4バイトの何れかが0でない場合) 
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８．１０．６ インタプリタ ECHONET ＡＰＩ仕様 

 
８.１０.６.１ INIT_ECHONET 

 
(1)機能  ECHONET通信処理部の初期化を行う 

 

(2)スタックダイアグラム 

 INIT_ECHONET ( mode nretry -- result ) 

 

(3)説明  mode  ：スタートモード 

0（ウォームスタート） 

1（コールドスタート(1)） 

2（コールドスタート(2)） 

3（コールドスタート(3)） 

nretry  ：初期化失敗時のリトライ回数 

 

result  ：結果 

0（正常終了） 

-1（異常終了） 

 

(4)注意事項 

・ECHONET通信処理部の初期化(MidStart、MidReset、MidInit、MidInitAll)、 

動作開始(MidRequestRun)に相当する処理を行う。 

・本 API は、ECHONET オブジェクトの初期化、変換テーブルの初期化後

に１度だけ呼ばれる。 

 

 



 

 ８-１３９

© 2000（2011）  ECHONET CONSORTIUM  ALL RIGHTS RESERVED

ECHONET SPECIFICATION 
第７部 ECHONET 通信装置仕様 
第８章 ECHONET ミドルウェアアダプタ 

Date：Jun. 30, 2011
     Version 4.00

CONFIDENTIAL
ECHONET CONSORTIUM

 
８.１０.６.２ SET_COM_PARAM 

 
(1)機能  ＥＣＨＯＮＥＴミドルウェア通信インタフェースのパラメータ設定を行

う。本ＡＰＩでは、エラー時のリトライ待機時間[ms]を設定する。 

 

(2)スタックダイアグラム 

 SET_COM_PARAM ( r_time -- , 通信のパラメータ設定を行う) 

 

(3)説明  r_time ：エラー時のリトライ待機時間[ms] (デフォルト値1000ms) 

 

(4)注意事項  
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８.１０.６.３ SET_UART_RV_MODE 

 
(1)機能  ＥＣＨＯＮＥＴレディ機器からの受信電文の終了判定条件を設定する 

 

(2)スタックダイアグラム 

 SET_UART_RV_MODE ( (addr) (val | len) mode -- ) 

 

(3)説明  (addr)  ：mode=2時の終了コードの配列アドレス 

mode=1の場合は、省略可能 

val  ：mode=1時の受信終了判定時間(ミリ秒) 

len  ：mode=2時の終了コードのコード長 

mode  ：終了判定モード 

１（時間による判定モード） 

２（終了コードによる判定モード) 

 

(4)注意事項 ・(addr)は、mode=1の場合は不要 

・(val | len)は、mode= 1 の場合は、valとして、mode=2の場合は、len 

として指定する。 
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８.１０.６.４ CREATE_MNG_TABLES 

 
(1)機能  オブジェクト情報、プロパティ情報、プロパティ関連情報を格納する管

理テーブルを作成する 

 

(2)スタックダイアグラム 

 CREATE_MNG_TABLES ( n_obj n_ipc n_epc n_epcm n_irel n_mrel n_frel -- ) 

 

(3)説明  n_obj                  : 家電機器オブジェクトの数 

n_ipc                  : 家電機器側定義プロパティの数 

n_epc                  : 配列でないECHONETプロパティの数 

n_epcm                 : 配列のECHONETプロパティの数 

n_irel                 : 同一値型プロパティ関係の数 

n_mrel                 : マッピング型プロパティ関係の数 

n_frel                 : 関数型プロパティ関係の数 

 

(4)注意事項  ・本APIは、オブジェクト情報、プロパティ情報、プロパティ関連情 

報を登録するAPI（RGST_XXX）を実行する前に一度だけ呼ばれる。 
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８.１０.６.５ RGST_NODE 

 
(1)機能  他ノードを登録する 

 

(2)スタックダイアグラム 

 RGST_NODE ( node_id EA -- ) 

 

(3)説明  node_id  ：ノードID 

EA  ：ECHONETアドレス 

 

(4)注意事項 ・引数node_idは、ダウンロードプログラム内でノードを一意に識別す 

るためのID。ECHONETのNodeIDとは異なる。 

・自ノードは、インタプリタ起動時に、node_id=0にて自動生成される。 
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８.１０.６.６ RGST_OBJ 

 
(1)機能  中間オブジェクトを登録する 

 

(2)スタックダイアグラム 

 RGST_OBJ ( obj_id node_id obj_class_group obj_class instance -- ) 

 

(3)説明  obj_id   ：中間オブジェクトID 

node_id   ：ECHONETノードID 

obj_class_group  ：ECHONETオブジェクトのクラスグループ 

obj_class  ：ECHONETオブジェクトのクラス 

instance  ：ECHONETオブジェクトのインスタンス 

 

(4)注意事項 ・自ノードへオブジェクトを登録する場合は、node_id=0を指定する。 

・ノードプロファイルオブジェクトは、インタプリタ起動時に、obj_id=0 

にて自ノード(node_id=0)ヘ自動生成される。 

・本APIコール時にノードプロファイルオブジェクトの 

 ・自ノードインスタンスリストS 

 ・自ノードクラスリストS 

 ・自ノードインスタンス数 

 ・自ノードクラス数 

 ・自ノードインスタンスリスト 

 ・自ノードクラスリスト 

 の各プロパティを設定する。 
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８.１０.６.７ RGST_EPC 

 
(1)機能  配列でないECHONETプロパティを登録する 

 

(2)スタックダイアグラム 

 RGST_EPC ( obj_id epc type rule anno keep_edt size -- ) 

 

(3)説明  obj_id  ：中間オブジェクトID 

epc  ：ECHONETプロパティコード(EPC) 

type  ：プロパティの型 

0（signed char） 

1（signed short） 

2（signed long） 

3（unsigned char） 

4（unsigned short） 

5（unsigned long) 

6（データ型なし） 

rule  ：処理可能なアクセスルール(以下をOR指定する) 

0x0001（Set） 

0x0002（Get） 

0x0004（Anno） 

anno  ：状変時アナウンス有無 

1（アナウンス有） 

0（アナウンス無） 

keep_edt ：プロパティ値保持フラグ 

1（保持する） 

0（保持しない） 

size  ：データエリアサイズ(バイト数) 

(4)注意事項 ・ノードプロファイルオブジェクト(obj_id=0)の必須プロパティと、異 

常内容プロパティ(0x89)は、インタプリタ起動時に自動生成される。 

・対象オブジェクトのプロパティマップの設定も行う。 

・ruleとESVの関係 

Set ： SetI(0x60)、SetC(0x61) 

Get ： Get(0x62) 

Anno ： INF_REQ(0x63) 

・引数、keep_edt は、オブジェクト生成方式の、”アダプタ内に値を保 

持しないサービス”用に設定した。保持しない、に設定したプロパティ

は、ミドルウェアで折り返さないので、すべての要求が、CHK_RV_IPC

にて上がる。保持する、に設定したプロパティは、Set 要求のみが、

CHK_RV_IPCにて上がる。 
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８.１０.６.８ RGST_EPCM 
 
(1)機能  配列のECHONETプロパティを登録する 

 

(2)スタックダイアグラム 

 RGST_EPCM ( obj_id epc type rule anno keep_edt size member_no -- ) 

 

(3)説明  obj_id  ：中間オブジェクトID 

epc  ：ECHONETプロパティコード(EPC) 

type  ：プロパティの型 

0（signed char） 

1（signed short） 

2（signed long） 

3（unsigned char） 

4（unsigned short） 

5（unsigned long) 

6（データ型なし） 

rule  ：処理可能なアクセスルール(以下をOR指定する) 

0x0001（要素指定Set） 

0x0002（要素指定Get） 

0x0010（要素指定存在確認要求） 

0x0040（要素指定通知要求） 

anno  ：状変時アナウンス有無 

1（アナウンス有） 

0（アナウンス無） 

keep_edt ：プロパティ値保持フラグ 

1（保持する） 

0（保持しない） 

size  ：データエリアサイズ(バイト数) 

member_no ：登録する要素番号 

 

(4)注意事項 ・対象オブジェクトのプロパティマップの設定も行う。 

・ruleとESVの関係 

 要素指定Set   ： SetMI(0x64)、SetMC(0x65) 

 要素指定Get   ： GetM(0x66) 

 要素指定存在確認要求  ： CheckM(0x6c) 

 要素指定通知要求  ： INFM_REQ(0x67) 
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８.１０.６.９ ADD_EPC_MEMBER 

 
(1)機能  RGST_EPCMで登録した配列のECHONETプロパティに要素番号を指定して 

配列要素を追加する 

 

(2)スタックダイアグラム 

 ADD_EPC_MEMBER ( obj_id epc member_no -- ) 

 

(3)説明  obj_id  ：中間オブジェクトID 

epc  ：ECHONETプロパティコード(EPC) 

member_no ：追加する要素番号 

 

(4)注意事項 
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８.１０.６.１０ RGST_IPC 

 
(1)機能  中間オブジェクトプロパティを登録する 

 

(2)スタックダイアグラム 

 RGST_IPC ( obj_id ipc type size -- ) 

 

(3)説明  obj_id  ：中間オブジェクトID 

ipc  ：中間オブジェクトプロパティコード(IPC) 

type  ：プロパティの型 

0（signed char） 

1（signed short） 

2（signed long） 

3（unsigned char） 

4（unsigned short） 

5（unsigned long） 

6（データ型なし） 

size  ：データエリアサイズ（バイト数） 

 

(4)注意事項 
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８.１０.６.１１ RGST_IDENTICAL_PROP 

 
(1)機能  同一値型変換テーブルを登録する 

 

(2)スタックダイアグラム 

 RGST_IDENTICAL_PROP ( ipc (ele) epc obj_id -- ) 

 

(3)説明  ipc  ：中間オブジェクトプロパティコード(IPC) 

(ele)  ：ECHONETプロパティの要素番号 

ECHONETプロパティが配列要素の場合のみ指定す 

る 

epc  ：ECHONETプロパティコード(EPC) 

obj_id  ：中間オブジェクトID 

 

(4)注意事項 
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８.１０.６.１２ RGST_MAP_PROP_REL 

 
(1)機能  マッピング型変換テーブルを作成する 

 

(2)スタックダイアグラム 

 RGST_MAP_PROP_REL ( map_id ipc0...ipcn (ele0) epc0...(elem) epcm nmparel nipc nepc  

obj_id -- ) 

 

(3)説明  map_id  ：作成するマッピング関係ID 

ipc0...ipcn ：ｎ組の中間オブジェクトプロパティコード 

(ele0)epc0...(elem)epcm 

：ｍ組のECHONETプロパティコードと要素番号 

 要素番号は、ECHONETプロパティが配列型の場合 

のみ指定する 

nmparel ：作成するマッピングレコードの数 

nipc  ：中間オブジェクトプロパティの数 

nepc  ：ECHONETプロパティの数 

obj_id  ：中間オブジェクトID 

 

(4)注意事項 ・本関数は、マッピング型変換テーブルを作成するのみである。 

・テーブルデータの生成は、RGST_MAP_PROP_VAL,  

RGST_MAP_PROP_VAL_PR にて行う。 

 

 

 

中間オブジェクトID MapID IPC0…IPCn IFLG EPC0:ELE0…EPCm:ELEm EFLG
IDT0…IDTn EDT0…EDTm

 
 

nipc nepc 

nmaprel
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８.１０.６.１３ RGST_MAP_PROP_VAL 

 
(1)機能  マッピング型変換テーブルにプロパティの対応を登録する 

 

(2)スタックダイアグラム 

 RGST_MAP_PROP_VAL ( (val0...vall) idt0...idtn edt0...edtm map_id -- ) 

 

(3)説明  (val0...vall) ：エスケープ時のプロパティ値 

idt, edtがエスケープされたときの値。val=0x0000

の場合、NO CARE を表す。val=0xFFFF の場合、idt

値、edt値が0xFFFF であることを表す。 

(val0...vall) が 並 ぶ 順 番 は 、 idt0...idtn 

edt0...edtmのうち、値が 0xFFFFであるものの順に

対応している。 

エスケープコードを使用しない場合は、省略可能。 

idt0...idtn ：ｎ組の中間オブジェクトプロパティ値又は、プロティ 

値を格納している配列のアドレス値が０ｘFFFF の時

はエスケープコードとみなし、対応するエスケープ

時のプロパティ値を参照する。 

edt0...edtm ：ｍ組のECHONETプロパティコード値又は、プロパティ 

を格納している配列のアドレス値が０ｘFFFF の時は

エスケープコードとみなし、対応するエスケープ時

のプロパティ値を参照する。 

map_id  ：登録するマッピング型変換テーブルのID 

 RGST_MAP_PROP_RELで作成したIDを指定する 

 

(4)注意事項 ・NO CAREの使い方 

下表のような場合は、EPC0=2であれば、EPC1の値には関係なく(NOCARE)、 

IPC0=3とする。その他は、ECP0とEPC1の両方の値により、IPC0の値 

を関連付ける。 

中間オブジェクトID MapID IPC0 IFLG EPC0 EPC1(val) EFLG
1 1 1 1 1 1 1

2 1 1 2 1
3 1 2 0xFFFF(0x0000) 1
4 1 3 1 1
5 1 3 2 1
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val=0xFFFFの場合は、EPC0=2、EPC1=0xFFFF がIPC0=3に変換される。 

中間オブジェクトID MapID IPC0 IFLG EPC0 EPC1(val) EFLG
1 1 1 1 1 1 1

2 1 1 2 1
3 1 2 0xFFFF(0xFFFF) 1
4 1 3 1 1
5 1 3 2 1

  ・変換の条件が複数行にマッチする場合は、先に現れた方が優先される。 

・unsigned char型(1バイト)のIPCと、unsigned long 型(4バイト)の 

EPCのマッピング関係を登録する場合 

HEX 
CREATE LONG_EPC 4 ALLOT 
12 LONG_EPC 0 + C! 
34 LONG_EPC 1 + C! 
56 LONG_EPC 2 + C! 
78 LONG EPC 3 + C! 
0 1 5 4 RGST_EPC ¥ unsigned long, 4 bytes 
.......... 
41 LONG_EPC 1 RGST_MAP_PROP_VAL 
.......... 
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８.１０.６.１４ RGST_MAP_PROP_VAL_PR 

 
(1)機能  対応が一意に決まらないとき、どの対応を優先させるかを示すフラグを 

付与して、マッピング変換テーブルにプロパティの対応を登録する。 

 

(2)スタックダイアグラム 

 RGST_MAP_PROP_VAL_PR ( (val0...vall) i_pflg e_pflg idt0...idtn edt0...edtm map_id  

-- ) 

 

(3)説明  (val0...vall) ：エスケープ時のプロパティ値 

idt, edtがエスケープされたときの値。val=0x0000 

の場合、NO CARE を表す。val=0xFFFF の場合、idt

値、edt値が0xFFFF であることを表す。 

(val0...vall) が 並 ぶ 順 番 は 、 idt0...idtn 

edt0...edtmのうち、値が0xFFFFであるものの順に

対応している。 

エスケープコードを使用しない場合は、省略可能。 

i_pflg  ：IPC→EPC変換時の優先フラグ 

(複数の対応付けがある場合、1を付与した値を優先 

する) 

e_pflg  ：EPC→IPC変換時の優先フラグ 

(複数の対応付けがある場合、1を付与した値を優先 

する) 

idt0...idtn ：ｎ組の中間オブジェクトプロパティ値又は、プロパ 

ティ値を格納している配列のアドレス値が０ｘFFFF

の時はエスケープコードとみなし、対応するエスケー

プ時のプロパティ値を参照する。 

edt0...edtm ：ｍ組のECHONETプロパティコード値又は、プロパティ 

値を格納している配列のアドレス値が０ｘFFFF の時

はエスケープコードとみなし、対応するエスケープ

時のプロパティ値を参照する。 

map_id  ：登録するマッピング型変換テーブルのID 

RGST_MAP_PROP_RELで作成したIDを指定する 

 

(4)注意事項 ・NO CAREの使い方 

下表のような場合は、EPC0=2であれば、EPC1の値には関係なく(NOCARE)、 

IPC0=3とする。その他は、ECP0とEPC1の両方の値により、IPC0の値

を関連付ける。 
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中間オブジェクトID MapID IPC0 IFLG EPC0 EPC1(val) EFLG
1 1 1 1 1 1 1

2 1 1 2 1
3 1 2 0xFFFF(0x0000) 1
4 1 3 1 1
5 1 3 2 1

 

val=0xFFFFの場合は、EPC0=2、EPC1=0xFFFF がIPC0=3に変換される。 

中間オブジェクトID MapID IPC0 IFLG EPC0 EPC1(val) EFLG
1 1 1 1 1 1 1

2 1 1 2 1
3 1 2 0xFFFF(0xFFFF) 1
4 1 3 1 1
5 1 3 2 1

 

・i_pflg, e_pflgの使い方 

下表の場合、EDT=Aに対応するIDTは、1,2,3があるが、EFLGの立っ 

ている1が優先して対応付けされる。 

中間オブジェクトID MapID 0x22(=IPC) IFLG 0xAA(=EPC) EFLG
1 1 A 1
2 1 A 0
3 1 A 0
4 1 B 0
5 1 B 1
6 1 B 0
7 1 C 0
8 1 C 1

11

 

 

・IF ELSE のような使い方 

下表の場合は、EPC0=2の時、ECP1=1以外は、IPC0=5となる。 

中間オブジェクトID MapID IPC0 IFLG EPC0 EPC1 EFLG
1 1 1 1 1 1 1

2 1 1 2 1
3 1 1 3 1
4 1 2 1 1
5 1 2 - 1
6 1 3 1 1
7 1 3 2 1
8 1 3 3 1

 

・変換の条件が複数行にマッチする場合は、先に現れた方が優先される。 

 

・unsigned char型(1バイト)のIPCと、unsigned long 型(4バイト)の 

EPCのマッピング関係を登録する場合 

HEX 
CREATE LONG_EPC 4 ALLOT 
12 LONG_EPC 0 + C! 
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34 LONG_EPC 1 + C! 
56 LONG_EPC 2 + C! 
78 LONG EPC 3 + C! 
0 1 5 4 RGST_EPC ¥ unsigned long, 4 bytes 
.......... 
41 LONG_EPC 1 RGST_MAP_PROP_VAL_PR 
.......... 
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８.１０.６.１５ RGST_FUNC_PROP 

 
(1)機能  関数型変換テーブルにプロパティの対応を登録する 

 

(2)スタックダイアグラム 

 RGST_FUNC_PROP ( idt2edt_func edt2idt_func ipc0...ipcn (ele0) epc0...(elem) epcm  

nipc nepc obj_id -- ) 

 

(3)説明  idt2edt_func ：中間→ECHONETプロパティ値に変換する関数名 

edt2idt_func ：ECHONET→中間プロパティ値に変換する関数名 

ipc0...ipcn ：ｎ組の中間オブジェクトプロパティコード 

(ele0)epc0...(elem)epcm 

：ｍ組のECHONETプロパティコードと要素番号 

 要素番号(ele)は、ECHONETプロパティが配列型の場

合のみ指定する 

nipc  ：中間オブジェクトプロパティの数 

nepc  ：ECHONETプロパティの数 

obj_id  ：中間オブジェクトID 

 

(4)注意事項 ・idt2edt_func の記述方法(変換関数名が "I2E"の場合) 

C" I2E" FIND DROP 
・edt2idt_func の記述方法(変換関数名が "E2I"の場合） 

C" E2I" FIND DROP 
・nipc, nepc の意味 

 
 
中間オブジェクトID IPC0…IPCn EPC0:ELE0…EPCm:ELEm I2E_FUNC E2I_FUNC

 
 

nipc nepc 
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８.１０.６.１６ SET_IPC 

 
(1)機能 中間オブジェクトプロパティの値を指定して、対応するEPCに値を書き込 
む。状態変化通知処理設定のある場合、状態通知サービスを行う 
 
(2)スタックダイアグラム 
 SET_IPC ( idt ipc obj_id -- ) 
 
(3)説明  idt  ：中間オブジェクトプロパティ値又は、プロパティ値 

が格納されている配列のアドレス 
ipc  ：中間オブジェクトプロパティコード 
obj_id  ：中間オブジェクト ID 

 
(4)注意事項 ・obj_id=0を指定することにより、ノードプロファイルオブジェクトに 

アクセスが可能である。 
・unsigned long 型の IPCに、値0x12345678を書き込む場合 

HEX 
CREATE LONG_IPC 4 ALLOT 
12 LONG_IPC 0 + C! 
34 LONG_IPC 1 + C! 
56 LONG_IPC 2 + C! 
78 LONG IPC 3 + C! 
0 1 5 4 RGST_IPC ¥ unsigned long, 4 bytes 
.......... 
LONG_IPC 1 0 SET_IPC ¥ ipc=1 , obj_id=0 
.......... 
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８.１０.６.１７ SET_SEND_IPC 

 
(1)機能  中間オブジェクトプロパティの値を指定して対応するECHONETプロパティ 

に値を書き込み、ECHONETに送信する 

 

(2)スタックダイアグラム 

 SET_SEND_IPC ( idt ipc obj_id isv dst_id -- ) 

 

(3)説明  idt  ：中間オブジェクトプロパティ値又は、プロパティ値 

が格納されている配列のアドレス 

ipc  ：中間オブジェクトプロパティコード 

obj_id  ：中間オブジェクトID 

isv  ：中間オブジェクトサービスコード(0x00**) 

上位4ビットと下位4ビットの組み合わせでサービ

スを指定する 

上位4ビット： 0x1*（設定、応答不要） 

0x2*（設定、応答要） 

0x3*（取得） 

0x4*（通知） 

下位4ビット： 0x*1（要求） 

0x*2（応答、応答不要） 

0x*3（応答、応答要） 

0x*4（不可応答） 

dst_id  ：送信先アドレスを表すIDまたは同報種別 

送信先アドレスID：0x0000 - 0x7fff 

同報種別     ：0x8000 - 0xffff 

 

(4)注意事項 ・obj_id=0を指定することにより、ノードプロファイルオブジェクトに 

アクセスが可能である。 

・isv と ESV の関係（要素でないEPCの場合） 

上位 0x*1 0x*2 0x*3 0x*4
0x1* SetI - - SetI_SNA
0x2* SetC Set_Res - SetC_SNA
0x3* Get Get_Res - Get_SNA
0x4* INF_REQ INF INFC INF_SNA

下位

 

・isv と ESV の関係（要素EPCの場合） 
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上位 0x*1 0x*2 0x*3 0x*4
0x1* SetMI - - SetMI_SNA
0x2* SetMC SetM_Res - SetMC_SNA
0x3* GetM GetM_Res - GetM_SNA
0x4* INFM_REQ INFM INFMC INFM_SNA

下位

 

・isvは、表中ハッチング部分を必須とする。 

・dst_idで個別アドレスを指定する場合は、CHK_RV_IPCのsrc_id_buf を 

代入する。 

同報アドレスは、ECHONETの同報種別指定コード＋同報対照指定コー 

ドの下位15ビットを用いる。 

・unsigned long 型のIPCに、値0x12345678を書き込む場合 

HEX 
CREATE LONG_IPC 4 ALLOT 
12 LONG_IPC 0 + C! 
34 LONG_IPC 1 + C! 
56 LONG_IPC 2 + C! 
78 LONG IPC 3 + C! 
0 1 5 4 RGST_IPC ¥ unsigned long, 4 bytes 
.......... 
LONG_IPC 1 0 SET_IPC ¥ ipc=1 , obj_id=0 
.......... 
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８.１０.６.１８ CHK_RV_IPC 

 
(1)機能  ECHONETからの受信により、値が変化した中間オブジェクトのプロパティ 

を確認する 

 

(2)スタックダイアグラム 

 CHK_RV_IPC ( buf_num src_id_buf obj_id_buf ipc_buf rv_code_buf -- nipc ) 

 

(3)説明  buf_num  ：バッファ最大要素数 

src_id_buf ：インタプリタ内部で管理する送信元アドレスを表す 

IDを格納するバッファアドレス 

obj_id_buf ：受信のあったプロパティに対応する中間オブジェク 

IDを格納するバッファアドレス 

ipc_buf  ：受信のあった中間オブジェクトプロパティコードを 

格納するバッファアドレス 

rv_code_buf ：受信のあったサービスを格納するバッファアドレス 

中間オブジェクトサービスコード(0x00**)を格納。 

上位4ビットと下位4ビットの組み合わせでサービ 

スを指定する 

上位4ビット： 0x1*（設定、応答不要） 

0x2*（設定、応答要） 

0x3*（取得） 

0x4*（通知） 

下位4ビット： 0x*1（要求） 

0x*2（応答、応答不要） 

0x*3（応答、応答要） 

0x*4（不可応答） 

nipc  ：値が変化した中間オブジェクトプロパティの数 

 

(4)注意事項 ・obj_id_buf, ipc_buf, rv_code_bufの各バッファは、ダウンロードプ 

ログラム上に確保する。本APIをコールすることで、上記バッファに 

値の変化した中間オブジェクトID、プロパティコードが格納される。 

・rv_code_buf とESVの関係 

・IPCが要素でないEPCの場合、 

上位 0x*1 0x*2 0x*3 0x*4
0x1* SetI - - SetI_SNA
0x2* SetC Set_Res - SetC_SNA
0x3* Get Get_Res - Get_SNA
0x4* INF_REQ INF INFC INF_SNA

下位

 

・IPCが要素EPCの場合、 
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上位 0x*1 0x*2 0x*3 0x*4
0x1* SetMI - - SetMI_SNA
0x2* SetMC SetM_Res - SetMC_SNA
0x3* GetM GetM_Res - GetM_SNA
0x4* INFM_REQ INFM INFMC INFM_SNA

下位

 

・rv_code_bufは、表中ハッチング部分を必須とする。 
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８.１０.６.１９ GET_IPC 

 
(1)機能  中間オブジェクトプロパティコード(IPC)の値を、対応するECHONETプロ 

パティコード(EPC)の値から変換して読み込む 

 

(2)スタックダイアグラム 

 GET_IPC ( (idt_buf) ipc obj_id -- idt ) 

 

(3)説明  (idt_buf) ：中間オブジェクトプロパティ値を格納するバッフ 

ァのアドレス。 

読み込むプロパティが配列の場合のみ指定する。 

ipc  ：中間オブジェクトプロパティコード 

obj_id  ：中間オブジェクトID 

idt  ：中間オブジェクトプロパティ値。 

プロパティが配列の場合は、引数で指定したプロパ

ティ値を格納するバッファのアドレス。 

 

(4)注意事項 ・配列の場合に使用するidt_bufバッファは、ダウンロードプログラム 

上に確保する。 

本APIをコールすることで、上記バッファにipcで指定したプロパティ 

値が格納される。 

・obj_id=0を指定することにより、ノードプロファイルオブジェクトに 

アクセスが可能である。 

・unsigned long 型のIPCに、値を読み込む場合 

HEX 
CREATE LONG_IPC 4 ALLOT 
0 1 5 4 RGST_IPC ¥ unsigned long, 4 bytes 
.......... 
LONG_IPC 1 0 GET_IPC ¥ ipc=1 , obj_id=0 
.......... 

配列LONG_IPC に最新値が更新される。 
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８.１０.６.２０ FROM_EQUIPMENT 

 
(1)機能  家電機器インタフェースからデータを受信する 

 

(2)スタックダイアグラム 

 FROM_EQUIPMENT ( rv_buf buf_size time_out -- rv_code ) 

 

(3)説明  rv_buf  ：受信データを格納するバッファアドレス 

buf_size ：受信データを格納するバッファのサイズ 

time_out ：タイムアウト時間[ms] 

（0 を指定することでノンブロッキングモード） 

rv_code ：受信コード 

-1 ：（受信失敗） 

0 ：（受信データなし） 

>0 ：（受信データバイト数） 

 

(4)注意事項 ・rv_bufバッファは、ダウンロードプログラム上に確保する。本APIを 

コールすることで、上記バッファに家電機器インタフェースから受信

したデータが格納される。 
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８.１０.６.２１ TO_EQUIPMENT 

 
(1)機能  家電機器インタフェースへデータを送信する 

 

(2)スタックダイアグラム 

 TO_EQUIPMENT ( tr_buf dat_size b_flg -- ) 

 

(3)説明  tr_buf  ：送信データが格納されているバッファアドレス 

dat_size ：送信データバイト数 

b_flg  ：プロッキングモード指定フラグ 

1 ：(ブロッキングモード) 

0 ：(ノンブロッキングモード) 

 

(4)注意事項 ・tr_bufバッファは、ダウンロードプログラム上に確保する。本APIを 

コールすることで、上記バッファに格納されているデータが家電機器

インタフェースから送信される。 
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８.１０.６.２２ SET_BUF 

 
(1)機能  バッファへデータをセットする 

 

(2)スタックダイアグラム 

 SET_BUF ( dat0...datn tr_buf dat_size -- ) 

 

(3)説明  dat0...datn ：格納するデータ列 

tr_buf  ：データを格納するバッファのアドレス 

dat_size ：格納するデータバイト数 

 

(4)注意事項  
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８.１０.６.２３ SLEEP 
 
(1)機能  指定時間処理を止めて待機する 
 
(2)スタックダイアグラム 
 SLEEP ( s_time -- ) 
 
(3)説明  s_time  ：待機時間[ms] 
 
(4)注意事項 
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８.１０.６.２４ SET_TIMER 
 
(1)機能  システムタイマに時間をセットする(0～327670ms) 
 
(2)スタックダイアグラム 
 SET_TIMER ( time -- ) 
 
(3)説明  time  ：時間[10ms] 
 
(4)注意事項 
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８.１０.６.２５ GET_TIMER 
 
(1)機能  システムタイマの値を取り出す(0～327670ms) 
 
(2)スタックダイアグラム 
 GET_TIMER (  -- time ) 
 
(3)説明  time  ：時間[10ms] 
 
(4)注意事項 
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８.１０.６.２６ INDICATE_STATUS 

 
(1)機能  表示部に、エラー状態を表示する 

 

(2)スタックダイアグラム 

 INDICATE_STATUS ( status -- ) 

 

(3)説明  status  ：状態 

 1 ：エラー発生 

 0 ：エラー解除 

 

(4)注意事項 
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８.１０.６.２７ STOP 

 
(1)機能  ECHONETミドルウェアアダプタの動作を停止する 

 

(2)スタックダイアグラム 

 STOP ( -- ) 

 

(3)説明  なし 

 

(4)注意事項 
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８.１０.６.２８ RESET 

 
(1)機能  ECHONETミドルウェアアダプタを未認識状態へ遷移させ、機器インタフェ 

ース情報認識サービスを開始する 

 

(2)スタックダイアグラム 

 RESET ( -- ) 

 

(3)説明  なし 

 

(4)注意事項 
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８．１０．７ プログラム圧縮・伸張仕様 

 
８.１０.７.１ 圧縮プログラムの概要 

 
  プログラム圧縮は、テキスト形式のプログラムをバイナリ形式のプログラムに変換する

ことにより、プログラムサイズを縮小するための処理である。ECHONETレディ機器メー

カがプログラム開発時に圧縮処理を行う。圧縮されたプログラムはミドルウェアアダプタ

内のインタプリタ内で伸張され、実行される。 
 

1 80 3 3 1 0 1 RGST_EPC

中間オブジェクト ID      → 2bit 

ECHONET プロパティコード → 8bit 

プロパティの型           → 3bit 

アクセスルール           → 3bit 

状変時アナウンス有無     → 1bit 

プロパティ値保持フラグ   → 1bit 

データエリアサイズ       → 8bit 

0xx01100 

→   23byte 

00000001 

0xxxxxxx

1xxxxxxx

データバイト 

コマンドバイト 

01011100

データ データ データ

00000001

データ

1xxxxxxx

コマンド(RGST_EPC)

…バイナリ形式に圧縮 

→      5byte 

プログラム圧縮部 

データエリアサイズ 

プロパティ値保持フラグ 

状変時アナウンス有無 

アクセスルール 

プロパティの型 

ECHONET プロパティ 

中間オブジェクト ID 

…1 バイトずつ読み込み、コマンドバイトが現れたら 

プログラムを伸張して、インタプリタを呼ぶ 
プログラム伸張部 

ダウンロード

インタプリタ …コマンドバイトの処理を終了したら、バイナリプロ 

グラムの読み込みを再開する 

1 80 3 3 1 0 1 RGST_EPC 

アダプタの処理 

 
図８．４２ プログラム圧縮処理の概要 
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  図８．４２は、RGST_EPCを例にした圧縮処理の概要を表した図である。RGST_EPC
の入力となるデータの情報量は図に示す通りである(中間オブジェクト ID は、実際には 4
ビットであるが、図では2ビットとしている)。プログラム圧縮処理では、各入力データに、

情報量に従ったビット数を割り当てて値を格納したデータを作成し、バイトの2ビット目

以下に配置する。各バイトの先頭のビットは、データを表すバイト(データバイト)である

か、コマンドを表すバイト(コマンドバイト)であるかを判別するフラグとして用いる。圧

縮したプログラムはスタックのトップからデコードできるように、データバイト中のビッ

ト列は、右詰めにする。 
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８.１０.７.２ バイトの仕様 

 
（１）コマンドバイト 

  コマンドバイトは、先頭ビットが1のバイトである。残りの7ビットで、コマンドの種

別を表す。コマンドバイトには、固定コマンドバイトと、ユーザ定義コマンドバイトの 2

種類がある。 

 

（ａ）固定コマンドバイト 

インタプリタが提供するAPIコマンドに対応して予め、コードを定義されたコマンドバイ

トである。 

 

（ｂ）ユーザ定義コマンドバイト 

「VARIABLE」、「:」または「CREATE」によって、ユーザが新たな変数、関数、または配列を

定義したときに、定義された文字列に対して割り当てられるコマンドバイトである。定義

された順に、「0xCD」から、最大50個まで作成できる。 

 
  以下の表に、インタプリタが提供するAPIコマンドとコマンドバイトとの対応を示す。 

 

表８．１４ APIコマンドとコマンドバイトの対応表 

APIコマンド コマンドバイト APIコマンド コマンドバイト 
VARIABLE 0x80 INIT_ECHONET 0xA7 
: 0x81 SET_COM_PARAM 0xA8 
; 0x82 SET_UART_RV_MODE 0xA9 
CREATE 0x83 CREATE_MNG_TABLES 0xAA 
ALLOT 0x84 RGST_OBJ 0xAB 
! 0x85 RGST_EPC 0xAC 
@ 0x86 RGST_EPCM 0xAD 
C! 0x87 ADD_EPC_MEMBER 0xAE 
C@ 0x88 RGST_IPC 0xAF 
+ 0x89 RGST_IDENTICAL_PROP 0xB0 
- 0x8A RGST_MAP_PROP_REL 0xB1 
* 0x8B RGST_MAP_PROP_VAL 0xB2 
/ 0x8C RGST_MAP_PROP_VAL_PR 0xB3 
MOD 0x8D RGST_FUNC_PROP 0xB4 
LSHIFT 0x8E SET_IPC 0xB5 
RSHIFT 0x8F SET_SEND_IPC 0xB6 
AND 0x90 CHK_RV_IPC 0xB7 
OR 0x91 GET_IPC 0xB8 
XOR 0x92 FROM_EQUIPMENT 0xB9 
NOT 0x93 TO_EQUIPMENT 0xBA 
TRUE 0x94 SLEEP 0xBB 
FALSE 0x95 SET_BUF 0xBC 
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= 0x96 SET_TIMER 0xBD 
< 0x97 GET_TIMER 0xBE 
<= 0x98 RGST_NODE 0xBF 
> 0x99 INDICATE_STATUS 0xC0 
>= 0x9A STOP 0xC1 
<> 0x9B RESET 0xC2 
IF 0x9C END_OF_CODE 0xC3 
ELSE 0x9D OP_LONG 0xC4 
THEN 0x9E CONV_ADDR_TO_TF 0xC5 
BEGIN 0x9F   
WHILE 0xA0 (以降0xD6まで空き)  
REPEAT 0xA1   
DUP 0xA2 (0xD7以降ユーザ定義)  
PICK 0xA3   
DROP 0xA4   
SWAP 0xA5   
ROLL 0xA6 EXTENSION 0xFF 

 
  なお、HEX、DECIMAL、BINARY、CONSTANT、C”、FIND は、圧縮処理の中で処理が完了す

るため、コマンドバイトは割り当てられない。 

 

（２）データバイト 

  データバイトは、先頭ビットが0のバイトである。残りの７ビットがデータの内容を表

す。データバイトの生成方法の詳細は、８．１０．７．３に記す。 
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８.１０.７.３ プログラム圧縮方法 

 
  プログラム圧縮処理では、コマンドを表す文字列はコマンドバイトに変換され、データ

を表す文字列はデータバイト列に変換される。圧縮されたプログラムの最後には、プログ

ラムの終了を表すコマンドバイト(END_OF_CODE(0xC3))が付与される。 
  データを表す文字列からデータバイト列への変換は、８．１０．７．１で概説したとお

り、以下の手順に従って行われる。(図８．４２を参照) 
 
(i)データを表す文字列を数値に変換する。 
(ii)上記(i)で変換した数値を、情報量(ビットサイズ)に従って切り詰めたビットパターンを

作成する。 
   (図８．４２の例では、中間オブジェクト ID は値が「1」で情報量が2bit であるので、

「01」というビットパターンを、ECHONET プロパティコードは値が「80」で情報量が

8bitであるので「10000000」というビットパターンを、プロパティの型は値が「3」で情

報量が3bitであるので「011」というビットパターンを作成する。) 
(iii)コマンド(図８．４２ではRGST_EPC)の直前のデータから順に、上記(ii)で生成したビッ

トパターンを右詰でバイトの2ビット目以下に配置し、バイトの先頭に0を付したデータ

バイト列を生成する。 
 
  各データの情報量は、８．１０．７．４を参照のこと。８．１０．７．４に指定されて

いないデータの情報量は16ビットである。 
 
  以下に、圧縮プログラムの生成方法を示す。 
テキスト形式プログラムの先頭から文字列を1つずつ読み込み、 
(1)文字列がデータのとき、読み飛ばす。 
(2)文字列が「VARIABLE」、「:」、「CREATE」のとき、 
   (2-1)読み飛ばしたデータをデータバイト列に変換し、出力データに追加する。 
   (2-2)「VARIABLE」、「:」、「CREATE」に対応するコマンドバイトを出力データに追

加する。 
   (2-3)次の文字列に、ユーザ定義コマンドバイトを割り当て、出力データに追加する。 
(3)文字列が、上記(2)以外のコマンド(ユーザ定義の変数、配列、関数を含む)のとき、 
   (3-1) 読み飛ばしたデータをデータバイト列に変換し出力データに追加する。 
   (3-2) コマンドに対応するコマンドバイトを出力データに追加する。 
読み込みが終了したら、END_OF_CODE(0xC3)を出力データに付与し、出力データを出

力して終了する。 
 
  ただし、上記手順に以下の2つの例外を設ける。 
(a)RGST_FUNC_PROP で、関数型プロパティ関係を登録するときに指定する「C" 
FUNC_NAME" FIND DROP」(FUNC_NAMEは関数名)は、FUNC_NAMEに対応す

るコマンドバイトに対して上記(3)の処理を行わず、コマンドデータの値を8bitのデータと
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して、圧縮処理を行う。 
(b) SET_BUFの2つ前の文字列がCREATEで定義されたバッファ名の場合、バッファ名

に対応するコマンドバイトに対して上記(3)の処理を行わず、コマンドバイトの値を 8bit
のデータとして扱って圧縮処理を行う。 
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８.１０.７.４ 各情報のビットサイズ 

 
  データバイトの作成時に、デフォルトの16bit以外の情報量(ビットサイズ)を割り当てる

データの一覧を示す。 
 

表８．１５ データの情報量（ビットサイズ） 

データ ビットサイズ 値の範囲 使用コマンド 
リトライ回数 3 0～7 INIT_ECHONET 
リトライ待機時間 15 0 ～32767( ミ

リ秒) 
SET_COM_PRARM 

終了判定モード 2 1～2 SET_UART_RV_MODE 
受信終了判定時間 10 0～1023(ミリ

秒) 
SET_UART_RV_MODE 

受信終了コード長 3 0～7(バイト) SET_UART_RV_MODE 
家電機器オブジェクトの数 4 0～15 CREATE_MNG_TABLES 
家電機器側定義プロパティの

数 
7 0～127 CREATE_MNG_TABLES 

配列でない ECHONET プロ

パティの数 
7 0～127 CREATE_MNG_TABLES 

配列の ECHOENT プロパ

ティの数 
7 0～127 CREATE_MNG_TABLES 

同一値型プロパティ関係の数 7 0～127 CREATE_MNG_TABLES 
マッピング型プロパティ関係

の数 
7 0～127 CREATE_MNG_TABLES 

関数型プロパティ関係の数 7 0～127 CREATE_MNG_TABLES 
中間オブジェクト ID 4 0～15 RGST_OBJ 

RGST_EPC 
RGST_EPCM 
ADD_EPC_MEMBER 
RGST_IPC 
RGST_IDENTICAL_PROP 
RGST_MAP_PROP_REL 
RGST_FUNC_PROP 
SET_IPC 
SET_SEND_IPC 
GET_IPC 

ECHONETオブジェクトのク

ラスグループ 
8 0x00～0xFF RGST_OBJ 

ECHONETオブジェクトのク

ラス 
8 0x00～0xFF RGST_OBJ 

ECHONETオブジェクトのイ

ンスタンス 
8 0x00～0xFF RGST_OBJ 
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ECHONETプロパティコード

(EPC) 
8 0x00～0xFF RGST_EPC 

RGST_EPCM 
ADD_EPC_MEMBER 
RGST_IDENTICAL_PROP 
RGST_MAP_PROP_REL 
RGST_FUNC_PROP 

プロパティの型 3 0～7 RGST_EPC 
RGST_EPCM 

アクセスルール(配列でない

EPC) 
3 0x00～0x03 RGST_EPC 

アクセスルール(配列EPC) 7 0x00～0x7F RGST_EPCM 
状変時アナウンス有無 1 0～1 RGST_EPC 

RGST_EPCM 
プロパティ値保持フラグ 1 0～1 RGST_EPC 

RGST_EPCM 
データエリアサイズ(バイト数) 8 0～255(バイ

ト) 
RGST_EPC 
RGST_EPCM 

要素番号（配列EPC） 8 0～255 RGST_EPCM 
ADD_EPC_MEMBER 
RGST_IDENTICAL_PROP 
RGST_MAP_PROP_REL 
RGST_FUNC_PROP 

中間オブジェクトのプロパ

ティコード(IPC) 
8 0～255 RGST_IPC 

RGST_IDENTICAL_PROP 
RGST_MAP_PROP_REL 
RGST_FUNC_PROP 
SET_IPC 
SET_SEND_IPC 
GET_IPC 

中間オブジェクトのプロパ

ティの型 
3 1～7 RGST_IPC 

データエリアサイズサイズ(バ
イト数) 

8 0～255 RGST_IPC 

中間オブジェクトプロパティ

コードの数 
3 0～7 RGST_MAP_PROP_REL 

RGST_FUNC_PROP 
ECHONETプロパティコード

の数 
3 0～7 RGST_MAP_PROP_REL 

RGST_FUNC_PROP 
マッピングレコードの数 8 0～255 RGST_MAP_PROP_REL 
マッピング型変換テーブルの

ID 
7 0～127 RGST_MAP_PROP_REL 

RGST_MAP_PROP_VAL 
RGST_MAP_PROP_VAL_PR

中間オブジェクトプロパティ

値(IDT) 
16 0x0000 ～

0xFFFF 
RGST_MAP_PROP_VAL 
RGST_MAP_PROP_VAL_PR
SET_IPC 
SET_SEND_IPC 
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ECHONETオブジェクトプロ

パティ値(EDT) 
16 0x0000 ～

0xFFFF 
RGST_MAP_PROP_VAL 
RGST_MAP_PROP_VAL_PR

IPC→EPC変換の優先フラグ 1 0～1 RGST_MAP_PROP_VAL_PR
EPC→IPC変換の優先フラグ 1 0～1 RGST_MAP_PROP_VAL_PR
バッファ最大要素数 7 0～127 CHK_RV_IPC 
(送受信)バッファのサイズ 7 0～127 FROM_EQUIPMENT 

TO_EQUIPMENT 
SET_BUF 

タイムアウト時間 15 0 ～32768( ミ
リ秒) 

FROM_EQUIPMENT 

待機時間 15 0 ～32768( ミ
リ秒) 

SLEEP 

時間 15 0～32760(x10
ミリ秒) 

SET_TIMER 

スタートモード 3 0～7 INIT_ECHONET 
ノード ID 8 0～255 RGST_NODE 

RGST_OBJ 
ブロッキングモード指定フラ

グ 
1 0～1 TO_EQUIPMENT 

状態 1 0～1 INDICATE_STATUS 
演算の種別 5 0～31 OP_LONG 
1バイトデータ 8 0x00～0xFF SET_BUF 
2バイトデータ 16 0x0000 ～

0xFFFF 
(デフォルト) 
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８.１０.７.５ 変数・関数の使用の制限 
 
  一部のコマンドは、処理するデータを変数や関数の戻り値で指定できないものがある。

この場合、直接値を指定するか、CONSTANTで定義した定数で指定する。 
 
正しい記述方法(1) 
HEX 
1 80 3 3 1 0 1RGST_EPC 
 
正しい記述方法(2) 
HEX 
3 CONSTANT RULE 
1 80 3 RULE 1 0 1RGST_EPC 
 
正しくない記述方法(1) 
HEX 
VARIABLE RULE 
RULE 3 ! 
1 80 3 RULE @ 1 0 1RGST_EPC 
 
正しくない記述方法(2) 
HEX 
: FUNC 
 3 
; 
1 80 3 FUNC 1 0 1RGST_EPC 
 
  値、またはCONSTANTで定義した定数を使用する必要があるAPIを以下に示す。 
 
(1)INIT_ECHONETが処理するデータ 
(2)CREATE_MNG_TABLESが処理するデータ 
(3)RGST_EPCが処理するデータ 
(4)RGST_EPCMが処理するデータ 
(5)ADD_EPC_MEMBERが処理するデータ 
(6)RGST_IPCが処理するデータ 
(7)RGST_IDENTICAL_PROPが処理するデータ 
(8)RGST_MAP_PROP_RELが処理するデータ 
(9)RGST_FUNC_PROP が処理するデータ(「C" FUNC_NAME" FIND DROP」

(FUNC_NAMEは関数名))を除く
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第９章 NetIDサーバ 

９．１ 基本的な考え方 

ECHONET では、異なる種類のネットワークを相互に接続させて１つのシステムとし

て稼動させることができるが、それぞれのサブネットにドメイン内で固有のNetIDの設定

を行うのがNetIDサーバである。NetIDサーバは、ECHONET通信処理を行うことので

きるECHONET専用の機器である。ただし、NetIDの配信だけを行う特殊な装置である

必要は必ずしもなく、PCやコントローラが、NetIDサーバ機能を備えNetIDサーバとし

て動作してもよい。また、例えばエアコンがNetIDサーバ機能を備えていてもよく、機器

種別に関係なくどの機器であってもNetID サーバ機能を備えNetID サーバとして動作し

てもよい。ただし、ドメイン内にNetIDサーバとして動作する機器は唯一つである。 
また、NetID サーバは、ECHONET ルータとしての機能を保持するものであるが、必

ずしも複数のサブネットに物理的に接続されている必要はない。 
 

９．２ 機能定義 

NetIDサーバ装置は、少なくとも以下の条件・機能を備えていることとする。 
 
（１）ドメイン内に複数のサブネットがある場合、重複しないようにNetID を配信する。

NetID の重複を検知した場合、該当する ECHONET ルータへ NetID を配信するか、そ

のECHONETルータの動作を停止させる。 
 
（２）NetIDサーバプロファイルオブジェクトを備えていること。 
 
（３）ルータプロファイルオブジェクトを備えていること。ただし、２つ以上のサブネッ

トに物理的に接続されている必要はない。 
 

９．３ 機械・物理特性 

 伝送メディアとの接続仕様に関しては、NetIDサーバが対応する個々の下位通信プロト

コルに応じて、第３部に規定されたものに従う。ここでは、それ以外のNetIDサーバとし

ての機械・物理特性に関して規定する。 
 

９．３．１ 表示部 

 NetIDサーバの動作状態を表示する場合は、少なくとも下記仕様を満足することを規定

する。なお、個々に表示されていない手段による表示方法については、個々の製品の独自

規定とする。動作状態に関しては、第２部第5章の参照を願う。 
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・LEDの数  

１個（運転状態提示用） 
・LEDの色 

緑 
・状態の表示方法 

通常動作時   ：点灯 
イニシャル処理時   ：点滅（周期２） 
異常時   ：点滅（周期３） 
非動作時   ：消灯 

※周期１・・・2sec点灯、2sec消灯の繰り返し 
※周期２・・・2sec点灯、0.5sec消灯の繰り返し 
※周期３・・・0.5sec点灯、0.5sec消灯の繰り返し 

 
注） イニシャル処理とは、コールドスタート、およびウォームスタート（既に獲得し

たアドレスや、初期設定情報は保持したまま、ハードウェア的なリセット処理を

行うスタート）のことである。 
 
なお、NetIDサーバが対応する下位通信プロトコルに応じて、第３部に規定された表示

手段を併用してもよい。 
 

９．４ 電気特性 

 伝送メディアとの接続仕様に関しては、NetIDサーバが対応する個々の伝送メディア通

信プロトコルに応じて、第３部に規定されたものに従う。 
 

９．５ 論理仕様 

 伝送メディア通信プロトコルの論理仕様に関しては、NetIDサーバが対応する個々の伝

送メディア通信プロトコルに応じて、第３部に規定されたものに従う。プロトコル差異吸

収処理部の論理仕様に関しては、第２部の「第７章 プロトコル差異吸収処理部処理仕様」

の規定に従う。また、ルーティングの仕様に関しては、第２部で説明したルーティング仕

様にしたがったものであることを規定する 
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付録１ 参考文献 

 
（１）「PH-CONNECTER」 日本圧着端子製造（株）発行 
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付録２ インタプリタ方式サンプルプログラム 

 

(1) プロパティ変換のサンプル 

 

(1.1) 同一値型プロパティ変換 

 

  同一値型プロパティ関係の変換についてサンプルを示す。下記は、家庭用エアコンにおいて、中

間オブジェクトプロパティの動作状態(IPC=0x01)と、ECHONET プロパティとの動作状態(EPC=0x01)

が同一値型の関係にある場合のプロパティ関係の登録と、プロパティの読み出し/書き込みのコード

のサンプルである。 

 

動作状態 

(IPC=0x01) 

動作状態 

(EPC=0x80) 

 0x31(電源OFF)  0x31(電源OFF) 

0x30(電源ON) 0x30(電源ON) 

プロパティ値の関係 

 

        ： 

¥ プロパティの登録 

1 80 3 3 1 1 1 RGST_EPC 

1 1 3 1 RGST_IPC 
       ： 
 

¥ 同一値型プロパティ関係の登録 

1 80 1 RGST_IDENTICAL_PROP 

 

¥ プロパティ値の書き込み 
30 1 1 SET_IPC  

       ： 

¥ プロパティ値の読み出し 

1 1 GET_IPC 

       ： 

オブジェクト ID=1 に対する EPC=80 の ECHONET

プロパティを「unsigned char 型、アクセスルー

ル Set/Get、状変時アナウンスあり、プロパティ

値をアダプタ内に保持する、データサイズ 1 バ

イト」として登録する 

オブジェクト ID=1 に対する IPC=1 のコードの

値として、30を指定する。 

オブジェクト ID=1 に対する IPC=1 のコードの

値を取り出す。値はスタックに積まれる 

IPC=1 を登録する。 

IPC=1 と EPC=80 との対応を同一値型プロパテ

ィ関係として登録する 

 
プログラムコード 
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(1.2) マッピング型プロパティ変換 

 

  同一値型プロパティ関係の変換についてサンプルを示す。マッピング型プロパティ関係の例で、

家庭用エアコンにおいて、中間オブジェクトプロパティの上下風向(IPC=0x02)が、ECHONET プロパ

ティの風向スイング設定(EPC=0xA3)と風向き上下設定(EPC=0xA4)に対応しており、値の対応が下記

の通りであるとする。下記の例では、IPC値とEPCの値の組の対応に、1対多のものがあるため、優

先する対応に、(優)の印を付与している。 

 
上下風向 

(IPC=0x02) 
風向スイング設定 

(EPC=0xA3) 
風向上下設定 

(EPC=0xA4) 
     0x01(スイング) 0x41(上下) (no care)  
(優) 0x02(上)       0x31(OFF)  0x41(上)   
(優) 0x03(下)       0x31(OFF)  0x42(下)   
     0x04(中央)     0x31(OFF)  0x43(中央) 
     0x02(上)       0x31(OFF)  0x44(上中) 
     0x03(下)       0x31(OFF)  0x45(下中) 

プロパティ値の関係 

 
  上記のマッピング型関係にある場合のプロパティ変換コードのサンプルを以下に示す。 
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        ： 

¥ プロパティの登録 

1 A3 3 3 0 1 1 RGST_EPC 

1 A4 3 3 0 1 1 RGST_EPC 

1 2 3 1 RGST_IPC 

 

¥ マッピング型プロパティ関係の登録 

1 2 A3 A4 6 1 2 1 RGST_MAP_PROP_REL 

       ： 
¥ プロパティ値の対応の登録 
0 1 1 1 41 FFFF 1 RGST_MAP_PROP_VAL_PR 

1 1 2 31 41 1 RGST_MAP_PROP_VAL_PR 

1 1 3 31 42 1 RGST_MAP_PROP_VAL_PR 

1 1 4 31 43 1 RGST_MAP_PROP_VAL_PR 

0 1 2 31 44 1 RGST_MAP_PROP_VAL_PR 

0 1 3 31 45 1 RGST_MAP_PROP_VAL_PR 

 
¥ プロパティ値の書き込み 
3 2 1 SET_IPC 

       ： 

¥ プロパティ値の読み出し 

2 1 GET_IPC 

       ： 

 

IPC=2 と EPC=A3 A4 の対応をマッピ

ング関係 ID=1 として登録する 

EPC=A3 A4 を登録する

IPC=2 のコードの値として「3」を書き込む。 

EPC=A3 A4 の値に「31 42」が書き込まれる 

IPC=2 のコードの値を取り出す。EPC=A3 A4 の値を

IPC の値に変換した結果がスタックに積まれる 

IPC=2 を登録する

マッピング関係 ID=1 のプ

ロパティ値の対応を登録す

る 

 
プログラムコード 
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(1.3) 関数型プロパティ変換 

 

  関数型プロパティ関係の変換についてサンプルを示す。下記は、家庭用エアコンにおいて、中間

オブジェクトプロパティの設定温度の値が、ECHONETプロパティの設定温度の値より、常に10大き

い関係にある場合の関数の定義である。参考までに、C言語の表現も示す。 

 

¥ 「設定温度」のIPC→EPC変換 

: I2E 

  10 - 

; 

 

¥「設定温度」のEPC→IPC変換 

: E2I 

  10 + 

; 

プロパティ値の関係 

 

unsigned char I2E (unsigned char x) 

{ 

    return (x - 0x10); 

} 

unsigned char E2I (unsigned char x) 

{ 

    return (x + 0x10); 

} 

プロパティ値の関係(参考:C言語表現) 
 
  上記の関数型関係にある場合のプロパティ変換コードのサンプルを下記に示す。 
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        ： 

¥ プロパティの登録 

1 B3 3 3 0 0 1 RGST_EPC 

1 3 3 1 RGST_IPC 

 

¥ 「設定温度」の IPC→EPC 変換 

: I2E 

  10 - 

; 

 

¥「設定温度」の EPC→IPC 変換 

: E2I 

  10 + 

; 

 

¥ プロパティ値の対応の登録 

C" I2E" FIND DROP C" E2I" FIND DROP 3 B3 1 1 1 RGST_FUNC_PROP 

 

 

¥ プロパティ値の書き込み 
30 3 1 SET_IPC 

       ： 

¥ プロパティ値の読み出し 

3 1 GET_IPC 

       ： 

EPC=B3 を登録する(データサイズ 1 バイト) 

IPC=2 の値が 48 に対応する EPC の値(32)を書

き込む 

オブジェクト ID「1」、IPC コード「3」のとき

の IPC 値を、スタック上に積む 

IPC=3 を登録する(データサイズ 1バイト) 

IPC=3 と EPC=B3 との対応を、関数名と共に、

関数型プロパティ関係として登録する 

 

プログラムコード 
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(2) 全体処理のサンプル 

 

  以下に、動作状態(電源ON/OFF)のプロパティ変換と通信処理を実行する全体プログラムのサンプ

ルを示す。値の対応は下記のようなマッピング型とする。 

 

動作状態 

(IPC=0x01) 
動作状態 

(EPC=0x80) 

 0x01(電源OFF)  0x31(電源OFF) 

0x02(電源ON) 0x30(電源ON) 

 

 

HEX                                      ¥ 16進数に設定 

 

400 SET_COM_PARAM                        ¥ リトライ待機時間1024ms 

10 1 SET_UART_RV_MODE                    ¥ 受信終了判定時間16msec 

 

CREATE RV_BUF 16 ALLOT                   ¥ 受信バッファ22バイト 

CREATE TR_BUF 16 ALLOT                   ¥ 送信バッファ22バイト 

 

CREATE SRC_BUF 5 ALLOT                   ¥ 送信元格納バッファ 

CREATE OBJ_BUF 5 ALLOT                   ¥ 受信オブジェクト格納バッファ 

CREATE IPC_BUF 5 ALLOT                   ¥ 受信IPC格納バッファ 

CREATE RV_CD_BUF 5 ALLOT                 ¥ 受信コード格納バッファ 

 

VARIABLE ERR_FLG                         ¥ エラーフラグ 

0 ERR_FLG !                              ¥ エラーフラグに0を設定 

 

VARIABLE RV_NUM                          ¥ 受信数 

VARIABLE CNT                             ¥ ループカウンタ 

VARIABLE CNT2                            ¥ ループカウンタ2 

VARIABLE IDT                             ¥ IDT 

VARIABLE FCC                             ¥ FCC 

 

1 1 1 0 0 1 0 CREATE_MNG_TABLES          ¥ 管理テーブルの作成(オブジェクト1、EPC 1) 

1 0 1 30 1 RGST_OBJ                        ¥ オブジェクト登録 

1 80 3 3 1 1 1 RGST_EPC                  ¥ 動作状態(EPC=80)登録 

1 1 3 1 RGST_IPC                         ¥ 動作状態(IPC=1)登録 

1 1 80 2 1 1 1 RGST_MAP_PROP_REL         ¥ IPC=1とEPC=80をマッピング型プロパティ関 

                                         ¥ 係(ID=1)として対応付け 

1 31 1 RGST_MAP_PROP_VAL                 ¥ 電源OFF 

2 30 1 RGST_MAP_PROP_VAL                 ¥ 電源ON 
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: CALC_FCC                               ¥ 送信時FCC計算(TR_BUF[1]-[14]までの和) 

1 CNT2 ! 

0 FCC ! 

BEGIN 

CNT2 @ 14 < 

WHILE 

TR_BUF CNT2 @ + C@ FCC @ + FCC !     ¥ FCC += TR_BUF[CNT] 

CNT2 @ 1 + CNT2 ! 

REPEAT 

FCC @ FF AND 

; 

 

 

: CHK_FCC                                ¥ 受信時FCCチェック(TR_BUF[1]-[14]までの和) 

1 CNT2 ! 

0 FCC ! 

BEGIN 

CNT2 @ 14 < 

WHILE 

RV_BUF CNT2 @ + C@ FCC @ + FCC !     ¥ FCC += RV_BUF[CNT] 

CNT2 @ 1 + CNT2 ! 

REPEAT 

FCC @ FF AND 0 = IF 

0                                    ¥ OK (return 0) 

ELSE 

1                                    ¥ NG (return 1) 

THEN 

; 

 

: PR_ECHO                                ¥ 関数定義(ECHONETからの受信に対する処理) 

  ● ● ・・・ ● TR_BUF 16 SET_BUF      ¥ 送信バッファ設定(操作要求) 

                                         ¥ ●●・・・●の部分は家電機器通信の仕様に 

                                         ¥ よって異なる 

  IPC_BUF CNT @ + C@ 1 = IF              ¥ IPC=1の場合 

    1 1 GET_IPC IDT !                    ¥ IDT(IPC=1)を取得 

    IDT @ TR_BUF ● + C!                 ¥ IDTを送信バッファの●バイト目に設定 

    CALC_FCC TR_BUF 15 + C!              ¥ FCC設定 

    TR_BUF 16 0 TO_EQUIPMENT             ¥ 機器に送信 

    RV_BUF 16 100 FROM_EQUIPMENT         ¥ 機器から受信 

    2 = IF                               ¥ 受信ありの場合 

      CHK_FCC 0 = IF                     ¥ FCC OKの場合 
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        RV_BUF 5 + C@ 0 = IF             ¥ 正常応答の場合 

          IDT @ 1 1 SET_IPC              ¥ IPCセット 

        THEN 

      THEN 

    THEN 

  THEN 

; 

 

 

: PR_REG                                 ¥ 関数定義(定常処理) 

  ● ● ・・・ ● TR_BUF 16 SET_BUF      ¥ 送信バッファ設定(状態要求) 

  TR_BUF 16 0 TO_EQUIPMENT                 ¥ 機器に送信 

  RV_BUF 16 100 FROM_EQUIPMENT           ¥ 機器から受信 

  2 = IF                                 ¥ 受信ありの場合 

    CHK_FCC 0 = IF                       ¥ FCC OKの場合 

      RV_BUF ● + C@ 1 1 SET_IPC         ¥ 送信バッファの●バイト目よりIDT設定 

    THEN 

  THEN 

; 

 

1 3 INIT_ECHONET                         ¥ ECHONET初期化 

 

PR_REG                                   ¥ 初期値設定(定常処理) 

 

BEGIN 

  TRUE 

WHILE 

  5 SRC_BUF OBJ_BUF IPC_BUF RV_CD_BUF CHK_RV_IPC 

                                         ¥ ECHONETから受信 

  RV_NUM !                               ¥ 受信数を設定 

  0 CNT !                                ¥ カウンタを設定 

  BEGIN 

    CNT @ RV_NUM @ < 

  WHILE 

    PR_ECHO                              ¥ ECHONETからの受信に対する処理 

    CNT @ 1 + CNT !                      ¥ ループカウンタを1つ増やす 

  REPEAT 

 PR_REG                                 ¥ 機器の状態確認(定常処理) 

REPEAT 

 

 
 
 


